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(50/60Hz)

使用冷媒 －
蒸発温度使用範囲 ℃
電源 －
周囲温度 ℃
蒸発温度 ℃
吸入ガス温度 ℃
冷凍能力 kW 4.75/5.60 6.30/7.50

kW 2.2/2.9 3.1/3.8
Ａ 7.7/9.1 11.2/12.0
％ 82/92 81/91
Ａ 74/66 104/94

法定冷凍能力 トン 0.84/1.02 1.18/1.42
高圧ガス保安法区分 －
外装(マンセル記号) －
幅 mm
奥行 mm
高さ mm
型式 － FL200DL－40A3 FL300DL－56A3
定格出力 kW 1.5 2.2
吐出量 m3/h 6.92/8.35 9.68/11.66
冷却方式 －

種類 －
封入量 ℓ

－
型式×台数 －
風量(最大) m3/min 51.3 56.3
定格出力(極数)×台数 W 80(6)×1 95(6)×1

ℓ
運転スイッチ －
表示灯 －
凝縮圧力制御 －

MPa
MPa
A 17 25
℃

操作回路用 A
動力回路用 A 20 30

その他 －
mm
mm

ホットガス配管 mm
kg
kg
dB 45/48 46/49

内蔵品 －

性
能

電
気
特
性
力率

消費電力
運転電流

始動電流

梱包質量

電流ｾﾝｻｰ(CT)設定値(圧縮機用)※注(2)
吐出ｶﾞｽ過熱防止ｻｰﾐｽﾀｰ※注(2)

型式

送風機

外
形
寸
法

圧
縮
機

凝
縮
器

高圧連成計, 低圧デジタル圧力スイッチ, ドライヤ, サイトグラス

冷凍機油

モーター

運転調整
装置
制御装置

5

Φ19.05 (ロー付接続)
Φ12.7 (フレア接続)

保
護
装
置

質
量

Φ465 プロペラファン×1

液出口

冷
媒
配
管

102製品質量

受液器内容積

高圧圧力遮断装置

冷媒液冷却方式
ダフニーハーメチックオイル　FVC32D

1.2
多通路クロスフィン式

届出不要
ナチュラルグレー(1.0Y 8.5/0.5)

850

3.00 OFF (手動復帰)

7.5
運転/停止
警報

ファンスピード制御

315
1,120

Φ12.7 (ロー付接続)

低圧圧力遮断装置

ヒューズ

ガス入口

0.00 OFF (出荷時)

120

過熱防止サーモスタット(送風機電動機用)

騒音値
107

　　　　　　　　　　　　　　　　　        型式
項目(単位) HCS15A HCS22A

R404A

－10
18

－45～－5
AC3Φ200V 50/60Hz

32

注 (1) 騒音値は、反響の少ない無響室などの部屋で、運転条件 : コンデンサ周囲温度32℃、蒸発温度－10℃、吸入ガス温度18℃　測定位
置 : 製品正面1m、高さ1mにおける値(Aスケール)を示します。実際の据え付け状態では、周囲の反響などの影響を受け、表示値よ
り大きくなります。

(2)リトライ機能があります。

1. 仕 様
1.1 シングルシリーズ
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(50/60Hz)

使用冷媒 －
蒸発温度使用範囲 ℃
電源 －
周囲温度 ℃
蒸発温度 ℃
吸入ガス温度 ℃
冷凍能力 kW 8.0/9.0 10.0/11.8

kW 3.9/4.8 4.8/5.9

Ａ 13.3/15.4 17.0/19.2
％ 85/90 82/89

法定冷凍能力 トン 1.51/1.82 1.90/2.29
高圧ガス保安法区分 －
外装(マンセル記号) －
幅 mm
奥行 mm
高さ mm
型式 － FL400DL－72A3 FL500DL－90A3
定格出力 kW 3.0 3.7
吐出量 m3/h 12.39/14.93 15.55/18.74
冷却方式 －
始動電流 Ａ 119/106 141/128

種類 －
封入量 ℓ

－
型式×台数 －
風量(最大) m3/min 67/70 83/90
定格出力(極数)×台数 W 60(6)×2 80(6)×2

ℓ

運転スイッチ －
表示灯 －
凝縮圧力制御 －

MPa
MPa

口径 mm
溶解温度 ℃

A 32.0 41.0
℃

操作回路用 A
ｺﾝﾃﾞﾝｻｰﾌｧﾝﾓｰﾀｰ用 A

その他 －
mm
mm

ホットガス配管 mm
kg 172 174
kg 184 186
dB 52/54 53/55

内蔵品 －

質
量

運転調整
装置
制御装置

低圧圧力遮断装置

AC3Φ200V 50/60Hz
32
－10

受液器内容積

外
形
寸
法

圧
縮
機

凝
縮
器

13.5

多通路クロスフィン式

消費電力

HCS30A HCS37A

R404A
－45～－5

 　　　　　　　　　　　　　　         型式
項目（単位）

保
護
装
置

型式

送風機

冷凍機油

性
能

電
気
特
性
運転電流
力率

130
過電流継電器(圧縮機用)
吐出ガス過熱防止サーモスタット

運転/停止
運転, 警報(高圧, 過電流, 吐出ガス過熱, 逆相)

ファンスピード制御
3.00 OFF (手動復帰)

高圧連成計, 低圧連成計, ドライヤ, サイトグラス

18

届出不要
ベージュ　(2.5Y 8/2)

1,000
500
1,410

ダフニーハーメチックオイル　FVC32D
1.7

冷媒液冷却方式

騒音値

72

5

注 (1) 騒音値は、反響の少ない無響室などの部屋で、運転条件 : コンデンサ周囲温度32℃、蒸発温度－10℃、吸入ガス温度18℃
          測定位置 : 製品正面1m、高さ1mにおける値(Aスケール)を示します。実際の据え付け状態では、周囲の反響などの影響を受
          け、表示値より大きくなります。

3

送風機電動機用インターナルサーモスタット(内蔵), 逆相防止器
Φ25.4 (ロー付接続)
Φ12.7 (フレア接続)

製品質量
梱包質量

Φ15.88 (ロー付接続)

溶栓
5

Φ440 プロペラファン×2

液出口

ヒューズ

ガス入口

高圧圧力遮断装置

モーター

0.1 OFF (出荷時)

冷
媒
配
管
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使用冷媒 －
蒸発温度使用範囲 ℃
電源 －
周囲温度 ℃
蒸発温度 ℃
吸入ガス温度 ℃
冷凍能力 kW 15.2/17.1 17.4/19.5 20.6/23.6

kW 6.8/8.6 7.6/9.3 9.5/12.0

Ａ 22.9/26.4 25.9/29.1 32.5/37.9
％ 85/94 85/92 84/91
Ａ 204/185 233/213 264/239

法定冷凍能力 トン 2.70/3.21 3.03/3.66 3.79/4.57
高圧ガス保安法区分 －
外装(マンセル記号) －
幅 mm
奥行 mm
高さ mm
型式 － FL600EL－128A3 FL800EL－144A3 FL1000EL－180A3
定格出力 kW 4.5 6.0 7.4
吐出量 3m/h 22.12/26.65 24.88/29.98 31.10/37.48
冷却方式 －

種類 －
封入量 ℓ

－
型式×台数 －
風量(最大) m3/min
定格出力(極数)×台数 W

ℓ
運転スイッチ －

凝縮圧力制御 －
MPa

口径 mm
溶解温度 ℃

A 60 65 70
℃

配線用遮断器(圧縮機用) A 60
操作回路用 A
ｺﾝﾃﾞﾝｻｰﾌｧﾝﾓｰﾀｰ用 A

その他 －

－

mm

mm
ホットガス配管 mm

kg 246 248 250
kg 249 251 253
dB 52/54(低騒音モード) 53/54(低騒音モード) 54/55(低騒音モード)

内蔵品

消費電力
運転電流
力率
始動電流

騒音値

750
1,645

3.5

72
保
護
装
置

運転調整装置

外
形
寸
法

圧
縮
機

凝
縮
器

32
－10
18

165/177
275(6)×1

性
能

電
気
特
性

注 (1) 騒音値は、反響の少ない無響室などの部屋で、運転条件 : コンデンサ周囲温度32℃、蒸発温度－10℃、吸入ガス温度18℃、ファン特性
         低騒音モード、測定位置 : 製品正面1m、高さ1mにおける値(Aスケール)を示します。実際の据え付け状態では、周囲の反響などの影響
         を表示値より大きくなりますので、据付に当っては、据付場所の環境には十分にご注意願います。

逆相防止器 (コントローラー内蔵)

5

Φ31.75 (ロー付接続)
Φ15.88 (フレア接続)
Φ19.05 (ロー付接続)

製品質量

高圧連成計, ドライヤ, サイトグラス

梱包質量
質
量

液出口

10

ファンスピード制御

120

3.00 OFF

75

制御装置

送風機

溶栓
5

高圧圧力遮断装置

運転/停止

(50/60Hz)

HCS45A HCS55A

多通路クロスフィン式

届出不要
ナチュラルグレー(1.0Y 8.5/0.5)

950

HCS75A

R404A

AC3Φ200V 50/60Hz

電流センサ(CT)設定値(圧縮機用)
吐出ガス過熱防止サーミスター

ヒューズ

ガス入口

型式
644 プロペラファン×1

27.0

 　　　　　　　　　　　　　　         型式

受液器内容積

冷凍機油

モータ

－45～－5

冷媒液冷却方式
ダフニーハーメチックオイル　FVC32D

冷
媒
配
管

項目（単位）
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(50/60Hz)

使用冷媒 －
蒸発温度使用範囲 ℃
電源 －
周囲温度 ℃
蒸発温度 ℃
吸入ガス温度 ℃
冷凍能力 kW

kW
Ａ
％
Ａ

法定冷凍能力 トン
高圧ガス保安法区分 －
外装(マンセル記号) －
幅 mm
奥行 mm
高さ mm
型式 －
定格出力 kW
吐出量 m3/h
冷却方式 －

種類 －
封入量 ℓ

－
型式×台数 －
風量(最大) m3/min
定格出力(極数)×台数 W

ℓ
運転スイッチ －

凝縮圧力制御 －
MPa

口径 mm
溶解温度 ℃

A
℃

配線用遮断器(圧縮機用) A
操作回路用 A
ｺﾝﾃﾞﾝｻｰﾌｧﾝﾓｰﾀｰ用 A

その他 －
mm
mm

ホットガス配管 mm
kg
kg
dB

内蔵品 －

R404A
－45～－5

AC3Φ200V 50/60Hz
32
－10
18

22.4/25.3
9.5/12.0
32.5/37.9
84/91
264/239
3.79/4.57
届出不要

ナチュラルグレー(1.0Y 8.5/0.5)
950
750
1,645

FL1200ELU－180A3
9.0

31.10/37.48
冷媒液冷却方式

ダフニーハーメチックオイル　FVC32D
3.5

多通路クロスフィン式
Φ644 プロペラファン×1

165/177
275(6)×1
35.0

運転/停止
ファンスピード制御

3.00 OFF
5
72
70
120
75
5
10

逆相防止器 (コントローラ内蔵)
Φ38.1 (ロー付接続)
Φ15.88 (フレア接続)
Φ19.05 (ロー付接続)

270
273

54/55(低騒音モード)
高圧連成計, ドライヤ, サイトグラス

力率
始動電流

高圧圧力遮断装置

型式

冷凍機油

モーター
受液器内容積

性
能

電
気
特
性

消費電力

液出口

電流センサー(CT)設定値(圧縮機用)
吐出ガス過熱防止サーミスタ

ヒューズ

ガス入口

運転電流

騒音値

製品質量
梱包質量

質
量

HCS90A

制御装置

送風機

溶栓

外
形
寸
法

圧
縮
機

凝
縮
器

保
護
装
置

運転調整装置

 　　　　　　　　　　　　　　         型式
項目(単位)

冷
媒
配
管

注 (1) 騒音値は、反響の少ない無響室などの部屋で、運転条件 : コンデンサ周囲温度32℃、蒸発温度－10℃、吸入ガス温度18
℃、ファン特性低騒音モード、測定位置 : 製品正面1m、高さ1mにおける値(Aスケール)を示します。実際の据付状態では、
周囲の反響などの 影響を受け、表示値より大きくなりますので、据付に当っては、据付場所の環境には十分にご注意願い
ます。
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1.2 マルチシリーズ

(50/60Hz)

使用冷媒 － R404A
蒸発温度使用範囲 ℃ －20～－5
電源 － AC3Φ200V 50/60Hz
周囲温度 ℃ 32
蒸発温度 ℃ －10
吸入ガス温度 ℃ 18
冷凍能力 kW

kW
Ａ
％
Ａ

法定冷凍能力 トン

33.5/37.5
14.9/18.2
51.5/58.6
84/90
262/246
6.06/7.32

40.0/45.0
19.2/23.6
65.0/73.5
85/93
299/282
7.58/9.14

高圧ガス保安法区分 －
外装(マンセル記号) －
幅 mm
奥行 mm
高さ mm

届出不要
ナチュラルグレー (1.0Y 8.5/0.5)

1910
750
1645

型式×台数 －
定格出力 kW
吐出量 m3/h

FL800EL－144A3×2
6.0×2

49.76/59.96

FL1000EL－180A3×2
7.4×2

62.20/74.96
冷却方式 －

種類 －
封入量

－
型式×台数 －
風量(最大) m3/min
定格出力(極数)×台数 W

運転スイッチ
－
－

－

凝縮圧力制御

MPa
MPa
%

冷媒液冷却方式
ダフニーハーメチックオイル　FVC32D

5.0×2
多通路クロスフィン式
Φ644 プロペラファン×2

330/354
275(6)×2
50

運転/停止
運転, 警報（各種コード表示）

ファンスピード制御
0-50-100

3.0 OFF（手動複帰）
0.0 OFF（出荷時）（応急運転時のみ使用）

口径 mm
溶解温度 ℃

5
72

A 55×2
℃ 110（自動復帰）

60×2

70×2

75×2配線用遮断器(圧縮機用) A
操作回路用 A 5
ｺﾝﾃﾞﾝｻｰﾌｧﾝﾓｰﾀｰ用 A 10

その他 － 送風機インターナルサーモスタット内蔵，逆相防止器 (コントローラー内蔵)
mm Φ45.0  (ロー付接続)
mm Φ22.0  (ロー付接続)

ホットガス配管 mm Φ25.4  (ロー付接続)
kg 540
kg 540

550
550

dB 55/56(低騒音モード) 56/57(低騒音モード)
内蔵品 － 高圧連成計，低圧連成計，ドライヤ，サイトグラス

力率
始動電流

低圧圧力遮断装置
高圧圧力遮断装置

容量制御

型式

冷凍機油

モーター
受液器内容積

表示灯

性
能

電
気
特
性

消費電力

液出口

電流センサー(CT)設定値(圧縮機用)
吐出ガス過熱防止サーミスター

ヒューズ

ガス入口

運転電流

騒音値

製品質量
梱包質量

質
量

制御装置

送風機

溶栓

外
形

圧
縮
機

凝
縮
器

保
護
装
置

運転調整装置

 　　　　　　　　　　　　　　         型式
項目(単位)

冷
媒
配
管

HCS120M HCS150M

ℓ

ℓ

注 (1) 騒音値は、反響の少ない無響室などの部屋で、運転条件 : コンデンサ周囲温度32℃、蒸発温度－10℃、吸入ガス温度18℃、フ
 ァン特性低騒音モード、測定位置 : 製品正面1m、高さ1mにおける値(Aスケール)を示します。実際の据付状 態では、周囲の反
響などの影響を受け、表示値より大きくなりますので、据付に当っては、据付場所の環境には十分ご注意願います。 

（1）HCS-Mシリーズ
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(50/60Hz)

使用冷媒

HCS195M HCS210M

蒸発温度使用範囲
電源
周囲温度
蒸発温度
吸入ガス温度

R404A
－20～－5

AC3Φ200V 50/60Hz
32
－10
18

冷凍能力

法定冷凍能力

53.0/60.0
24.8/30.6
85.6/97.1
84/91
323/305
9.85/11.89

60.0/67.0
28.8/35.3
97.6/110.3
85/92
335/326
11.37/13.71

高圧ガス保安法区分
外装(マンセル記号)
幅
奥行
高さ

届出不要
ナチュラルグレー (1.0Y 8.5/0.5)

2870
750
1645

型式×台数 FL1000EL－180A3×2
定格出力
吐出量

FL800EL－144A3×2+FL1000EL－180A3×1
6.0×2+7.4
80.86/97.44

7.4×3
93.30/112.44

冷却方式
種類
封入量

型式×台数
風量(最大)
定格出力(極数)×台数

運転スイッチ

凝縮圧力制御

冷媒液冷却方式
ダフニーハーメチックオイル　FVC32D

5.0×3
多通路クロスフィン式
Φ644 プロペラファン×3

495/530
275(6)×3
80

運転/停止
運転，警報（各種コード表示）

ファンスピード制御
0-31（38）－62（69）－100 0－33－67－100

3.0 OFF（手動復帰）
0.0 OFF（出荷時）（応急運転時のみ使用）

口径 5
溶解温度 72

55×2+70
110（自動復帰）

60×2+75

70×3

75×3配線用遮断器(圧縮機用)
操作回路用 5
ｺﾝﾃﾞﾝｻｰﾌｧﾝﾓｰﾀｰ用 10

その他 送風機インターナルサーモスタット内蔵，逆相防止器(コントローラー内蔵)
Φ50.8 (ロー付接続)
Φ25.4 (ロー付接続)

ホットガス配管 Φ38.1 (ロー付接続)
815
815

830
830

56/57(低騒音モード) 57/58(低騒音モード)
内蔵品

－
℃
－
℃
℃
℃
kW
kW
Ａ
％
Ａ
トン
－
－
mm
mm
mm
－
kW
m3/h
－
－

－
－
m3/min
W
ℓ

ℓ

－
－

－

MPa
MPa
%

mm
℃
A
℃
A
A
A
－
mm
mm
mm
kg
kg
dB
－ 高圧連成計，低圧連成計，ドライヤ，サイトグラス

力率
始動電流

低圧圧力遮断装置
高圧圧力遮断装置

容量制御

型式

冷凍機油

モーター
受液器内容積

表示灯

性
能

電
気
特
性

消費電力

液出口

電流センサー(CT)設定値(圧縮機用)
吐出ガス過熱防止サーミスター

ヒューズ

ガス入口

運転電流

騒音値

製品質量
梱包質量

質
量

制御装置

送風機

溶栓

外
形

圧
縮
機

凝
縮
器

保
護
装
置

運転調整装置

 　　　　　　　　　　　　　　         型式
項目(単位)

冷
媒
配
管

注 (1) 騒音値は、反響の少ない無響室などの部屋で、運転条件 : コンデンサ周囲温度32℃、蒸発温度－10℃、吸入ガス温
度18℃、ファン特性低騒音モード、測定位置:製品正面1m、高さ1mにおける値 (Aスケール) を示します｡実際の据
付状態では、周囲の反響などの影響を受け、表示値より大きくなりますので、据付に当っては、据付場所の環境に
は十分ご注意願います。
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(50/60Hz)

使用冷媒 －

HCS270M HCS300M

蒸発温度使用範囲 ℃ －20～－10－20～－5
電源 －
周囲温度 ℃
蒸発温度 ℃
吸入ガス温度 ℃

R404A

AC3Φ200V 50/60Hz
32
－10
18

冷凍能力 kW
kW
Ａ
％
Ａ

法定冷凍能力 トン

71.0/80.0
35.9/44.2
120.6/136.4
86/94
359/349
13.64/16.46

75.0/85.0
40.3/48.6
136.6/151.5
85/93
371/370
15.16/18.28

高圧ガス保安法区分 －
外装(マンセル記号) －
幅 mm
奥行 mm
高さ mm

届出不要
ナチュラルグレー（1.0Y 8.5/0.5）

2870
750
1645

型式×台数 － FL800EL－144A3×2+FL1000EL－180A3×2 FL1000EL－180A3×4
定格出力 kW 6.0×2+7.4×2
吐出量 m3/h 111.96/134.92

7.4×4
124.40/149.92

冷却方式 － 冷媒液冷却方式
種類 － ダフニーハーメチックオイル　FVC32D
封入量 5.0×4

－
ℓ

ℓ

多通路クロスフィン式
型式×台数 － Φ644 プロペラファン×3
風量(最大) m3/min 495/530
定格出力(極数)×台数 W 275(6)×3

50×2
運転スイッチ

－
－

－ 運転/停止
運転，警報（各種コード表示）

凝縮圧力制御 ファンスピード制御
0－22（28）－44（56）－72(78)－100 0－25－50－75－100

3.0 OFF（手動復帰）
MPa
MPa
%

0.0 OFF（出荷時）（応急運転時のみ使用）
口径 mm 5
溶解温度 ℃ 72

A 55×2+70×2
℃ 110（自動復帰）

60×2+75×2

70×4

75×4配線用遮断器(圧縮機用) A
操作回路用 A
ｺﾝﾃﾞﾝｻｰﾌｧﾝﾓｰﾀｰ用 A

その他 －
mm
mm

ホットガス配管 mm

5
10

送風機インターナルサーモスタット内蔵，逆相防止器(コントローラー内蔵)
Φ50.8 (ロー付接続)
Φ28.0 (ロー付接続)
Φ38.1 (ロー付接続)

kg 960
960kg

980
980

dB 60/61(低騒音モード) 61/62(低騒音モード)
内蔵品 － 高圧連成計，低圧連成計，ドライヤ，サイトグラス

力率
始動電流

低圧圧力遮断装置
高圧圧力遮断装置

容量制御

型式

冷凍機油

モーター
受液器内容積

表示灯

性
能

電
気
特
性

消費電力

液出口

電流センサー(CT)設定値(圧縮機用)
吐出ガス過熱防止サーミスター

ヒューズ

ガス入口

運転電流

注 (1) 騒音値は、反響の少ない無響室などの部屋で、運転条件 : コンデンサ周囲温度32℃、蒸発温度－10℃、吸入ガス温度
　　　18℃、ファン特性低騒音 モード、測定位置 : 製品正面1m、高さ1mにおける値 (Aスケール) を示します。実際の据付
　　　では、周囲の反響などの影響を受け、表示値より大きくなりますので、据付に当っては、据付場所の環境には十分状態
　　　ご注意願います。

騒音値

製品質量
梱包質量

質
量

制御装置

送風機

溶栓

外
形

圧
縮
機

凝
縮
器

保
護
装
置

運転調整装置

 　　　　　　　　　　　　　　         型式
項目(単位)

冷
媒
配
管
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使用冷媒
蒸発温度使用範囲
電源
周囲温度
蒸発温度
吸入ガス温度
冷凍能力

法定冷凍能力

10.6/12.5
12.7/14.7
46.3/47.3
79/90
262/246
6.06/7.32

12.5/15.0
15.7/18.2
56.4/57.2
80/92
299/282
7.58/9.14

19.0/22.4
23.5/27.4
84.6/85.8
80/92
335/326
11.37/13.71

17.0/20.0
21.1/24.5
76.7/78.3
79/90
323/305
9.85/11.89

高圧ガス保安法区分
外装(マンセル記号)
幅
奥行
高さ

型式×台数 FL800EL－144A3×2+
FL1000EL－180A3×1

定格出力 6.0×2+7.4
80.86/97.44吐出量

FL800EL－144A3×2

6.0×2
49.76/59.96

FL1000EL－180A3×2

7.4×2
62.20/74.96

FL1000EL－180A3×3

93.30/112.44
7.4×3

冷却方式
種類
封入量

型式×台数
風量(最大)

－
℃
－
℃
℃
℃
kW
kW
Ａ
％
Ａ
トン
－
－
mm
mm
mm

－

kW
3m/h
－
－

－

m3/min
定格出力(極数)×台数

運転スイッチ

凝縮圧力制御
表示灯

口径
溶解温度

配線用遮断器(圧縮機用)
操作回路用
ｺﾝﾃﾞﾝｻｰﾌｧﾝﾓｰﾀｰ用

その他

ホットガス配管
540 550 815

815550
830
830540

－

W
ℓ

ℓ

－
－
－
%

MPa
MPa

mm
℃
A
℃
A
A
A
－

－

mm

mm
mm
kg
kg
dB 53/54 54/55 55/56

内蔵品

消費電力
運転電流
力率
始動電流

騒音値

750
1,645

5.0×2

55×2

60×2

70×2

75×2

55×2+70

60×2+75

70×3

75×3

5.0×3

保
護
装
置

運転調整装置

5

外
形
寸
法

圧
縮
機

凝
縮
器 330/354

275(6)×2

性
能

電
気
特
性

注 (1) 騒音値は、反響の少ない無響室などの部屋で、運転条件 : コンデンサ周囲温度32℃、蒸発温度－40℃、吸入ガス温度18℃、ファン特性低
         騒音モード、測定位置 : 製品正面1m、高さ1mにおける値 (Aスケール) を示します｡　実際の据え付け状態では、周囲の反響などの影響を受
         け、表示値より大きくなりますので、据え付に当たっては、据え付け場所の環境には十分にご注意願います。
    (2) 容量制御は、ローテーション運転により（　）内の値になることがあります。

Φ44.45 (ロー付接続)
Φ22.0 (ロー付接続)
Φ25.4 (ロー付接続)

Φ50.8 (ロー付接続)
Φ25.4 (ロー付接続)
Φ38.1 (ロー付接続)

製品質量

高圧連成計，低圧連成計，ドライヤ，サイトグラス

梱包質量
質
量

液出口

10

ファンスピード制御制御装置

送風機

溶栓

低圧圧力遮断装置
高圧圧力遮断装置

運転/停止

(50/60Hz)

HCS120AM HCS150AM HCS195AM HCS220AM

多通路クロスフィン式

届出不要
ナチュラルグレー (1.0Y 8.5/0.5)

1,910 2,870

電流センサー(CT)設定値(圧縮機用)
吐出ガス過熱防止サーミスター

ヒューズ

ガス入口

型式
Φ644 プロペラファン×2

50

495/530
275(6)×3

Φ644 プロペラファン×3

80

　　　　　　　　　　　　　　         型式

受液器内容積

冷凍機油

モーター

32
－40
18

R404A

AC3Φ200V 50/60Hz
－45～－5

         

冷媒液冷却方式
ダフニーハーメチックオイル　FVC32D

冷
媒
配
管

運転，警報（各種コード表示）

0－50－100 0－33－67－1000－31（38）－62（69）－100

72
5

3.0 OFF（手動複帰）
0.0 OFF（出荷時）（応急運転時のみ使用）

容量制御

110（自動復帰）

送風機用インターナルサーモスタット内蔵，逆相防止器(コントローラー内蔵)

項目(単位)

（2）HXS-Mシリーズ
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(50/60Hz)

使用冷媒 － R404A

HCS270AM HCS300AM

蒸発温度使用範囲 ℃ －45～－10－45～－5
電源 － AC3Φ200V 50/60Hz
周囲温度 ℃ 32
蒸発温度 ℃ －40
吸入ガス温度 ℃ 18
冷凍能力 kW

kW
Ａ
％
Ａ

法定冷凍能力 トン

22.4/26.5
28.2/32.8
101.5/102.9
80/92
359/349
13.64/16.46

25.0/28.0
31.4/36.4
112.8/115.4
80/91
371/370
15.16/18.28

高圧ガス保安法区分 － 届出不要
外装(マンセル記号) － ナチュラルグレー（1.0Y 8.5/0.5）
幅 mm 2,870
奥行 mm 750
高さ mm 1,645

型式×台数 －

定格出力 kW
吐出量 m3/h

FL800EL－144A3×2+
FL1000－180A3×2

6.0×2+7.4×2
111.96/134.92

FL1000EL－180A3×4

7.4×4
124.40/149.92

冷却方式 －
種類 －

ℓ

ℓ

封入量
－

型式×台数 －
風量(最大) m3/min
定格出力(極数)×台数 W

運転スイッチ
－
－

－

冷媒液冷却方式
ダフニーハーメチックオイル　FVC32D

5.0×4
多通路クロスフィン式
Φ644 プロペラファン×3

495/530
275(6)×3
50×2
運転/停止

運転，警報（各種コード表示）
凝縮圧力制御 ファンスピード制御

0－22（28）－44（56）－72(78)－100 0－25－50－75－100
3.00 OFF（手動復帰）

MPa
MPa
%

0.0 OFF（出荷時）（応急運転時のみ使用）
口径 mm 5
溶解温度 ℃ 72

A 55×2+70×2
℃ 110（自動復帰）

60×2+75×2

70×4

75×4配線用遮断器(圧縮機用) A
操作回路用 A 5
ｺﾝﾃﾞﾝｻｰﾌｧﾝﾓｰﾀｰ用 A 10

5
10

その他 － 送風機インターナルサーモスタット内蔵，逆相防止器(コントローラー内蔵)
mm Φ50.8  (ロー付接続)
mm Φ28.0  (ロー付接続)

ホットガス配管 mm Φ38.1  (ロー付接続)
kg 960

960kg
980
980

dB 58/59 59/60
内蔵品 － 高圧連成計，低圧連成計，ドライヤ，サイトグラス

力率
始動電流

低圧圧力遮断装置
高圧圧力遮断装置

容量制御

型式

冷凍機油

モーター
受液器内容積

表示灯

性
能

電
気
特
性

消費電力

液出口

電流センサー(CT)設定値(圧縮機用)
吐出ガス過熱防止サーミスター

ヒューズ

ガス入口

運転電流

騒音値

製品質量
梱包質量

質
量

制御装置

送風機

溶栓

外
形
寸
法

圧
縮
機

凝
縮
器

保
護
装
置

運転調整装置

 　　　　　　　　　　　　　　         型式
項目(単位)

冷
媒
配
管

注 (1) 騒音値は、反響の少ない無響室などの部屋で、運転条件 : コンデンサ周囲温度32℃、蒸発温度－40℃、吸入ガス温度18℃、ファ
         ン特性低騒音モード、測定位置 : 製品正面1m、高さ1mにおける値 (Aスケール) を示します｡  実際の据え付け状態では、周囲の反
         響などの影響を受け、表示値より大きくなりますので、据え付けに当たっては、据え付け場所の環境には十分ご注意願います。
    (2) 容量制御は、ローテーション運転により（　）内の値になることがあります。
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2. 使 用 範 囲

冷媒

製品区分 シングルシリーズ

R404A
蒸発温度 －45～－5℃ －45～－5℃※1(－45～－10℃) －20～－5℃※2(－20～－10℃)

18℃以下※3

15℃以上10℃以上
120℃以下
－20～40℃

200V±10％以内
±2％以内

170V以上
100ｍ以下※4

吐出ガス過熱度
吐出ガス温度
周囲温度
電源電圧
電圧不平衡率

配管（有効）長

吸入ガス温度

最低始動電圧

記事.1. ※1印 の (　) 内数値はHCS300AMを示します。
　　2. ※2印 の (　) 内数値はHCS300Mを示します。
　　3. ※3印 吸入ガス過熱度は通常5～40℃の範囲に入るように調整して下さい。
　　4. ※4印 配管長により冷凍能力補正が必要です。又、配管サイズのアップ
                  及び冷凍機油の追加等が必要となる場合があります。

ご使用上の注意事項
  1. ショーケース、ユニットクーラーは、R404A用に設計・製造されたユニットを選定願います。
　    従来のR22適用製品とR404A適用製品は互換性はありません。
　    R22適用製品をそのまま使用されますと、スラッジ生成による不冷、圧縮機トラブルとなる恐れがあります。
　    膨張弁、その他サイクル部品についても同様にR404A専用品を選定願います。
  2. 直接冷媒に触れる計側器、工具は全てR404A専用としてください。ただし、R407Cとエーテル油 (FVB680D出光   
興産製) の組合せで使用している工具については共用が可能です。

  3. 吸入配管には十分な断熱を施してください。保冷材の厚さは冷蔵用で50mm、冷凍用で75mmが概略の目安となりま
       すがユニットの寿命と経済運転のためにも必ず適正な保冷を行ってください。
  4. ユニットの運転、停止の繰返しは1時間に6回以内、運転時間は5間分以上、停止時間は5分以上になるよう各機器を  
調整してください。

  5. ユニットの周囲は、規定のスペースを確保してください。
  6. ユニットから発生する騒音が近隣に迷惑がかからない場所に据え付けてください。
  7. 次のような場所には設置しないでください。ユニットが故障する原因となります。
  ・油 (機械油を含む) の飛沫、蒸気の多い場所
  ・温泉地など硫化ガスの多い場所
  ・可燃性ガスの発生、流入などの恐れがある場所
  ・海岸地帯などの塩分の多い場所
  ・酸性またはアルカリ性の雰囲気の場所
  ・排熱ができない場所 (設置スペースが確保できない場所など)
  8. 電磁波を発生する機器の付近に据え付ける場所は、電磁波放射器の発信面が直接ユニット本体の電気品箱に対向しな
      い位置に据え付けてください。
  9. ノイズの空中伝機の影響を避けるため、ラジオなどの受信機よりユニット本体および電源線を3m以上離してください。
10. この製品は国内向一般冷凍・冷蔵用のコンデンシングユニットです。
　    高度な品質管理を必要とする血清、ワクチン、医療用などの貯藏、および動植物、精密機械、美術品、学術資料の
       保管などの特殊用途には使用しないでください。
11.  貯蔵物の解凍事故などへの拡大につながらないよう警報装置の設置および温度管理システムの確立をお願いします。

マルチシりーズ
HCS-AM HCS-M
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HCS30A，HCS37A，HCS37AHCS37A

3. 外 形 図
3.1 シングルシリーズ
HCS15A，HCS22A，HCS22AHCS22A
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HCS45A，HCS55A，HCS55AHCS55A

HCS75A
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HCS90A
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3.2 マルチシリーズ
HCS120M，HCS150M，HCS150MHCS150M
HCS120AM，HCS150AM，HCS150AMHCS150AM
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HCS195M，HCS210M，HCS210MHCS210M
HCS195AM，HCS220AM，HCS220AMHCS220AM



16

HCS270M，HCS300M，HCS300MHCS300M
HCS270AM，HCS300AM，HCS300AMHCS300AM
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4. 構 造 図
4.1 シングルシリーズ
HCS15A，HCS22A，HCS22AHCS22A

HCS30A，HCS37A，HCS37AHCS37A
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HCS45A，HCS55A

受液器 逆止弁 アキュムレーター サーミスター
（外気温度）

凝縮器

吸入ストレーナー

起動バイパス電磁弁チェックジョイント
（吐出側）

チェックジョイント
（吸入側）

圧力センサー
（吸入側）

プロペラファン

空気吹出

空気吸込

16
45

12
5

790950

950

11
5

凝縮器用電動機
運転スイッチ

制御盤

高圧練成計

サイトグラス

ホットガス取出配管

冷媒ガス入口
（φ31.75銅管ろう付接続）

冷媒液出口
（φ15.88銅管フレア接続）

油面計圧縮機
（スクロール式）

防振ゴム

サーミスター
（吐出ガス温度）

吸入阻止弁

液出口阻止弁

液インジェクション阻止弁

ドライヤー

高圧遮断装置

運転圧力表示

液インジェクション電磁弁

高圧遮断装置
（ファンスピードコントローラー用）

受液器 逆止弁 アキュムレーター サーミスター
（温度外気）
凝縮器

吸入ストレーナー

起動バイパス電磁弁チェックジョイント
（吐出側）

チェックジョイント
（吸入側）

圧力センサー
（吸入側）

プロペラファン

空気吹出

空気吸込

16
45

12
5

790

11
5

凝縮器用電動機

運転スイッチ

制御盤

高圧練成計

サイトグラス

ホットガス取出し配管

冷媒ガス入口
（φ31.75銅管ろう付接続）

冷媒液出口
（φ15.88銅管フレア接続）

油面計圧縮機
（スクロール式）

防振ゴム

サーミスター
（吐出ガス温度）

吸入阻止弁

液出口阻止弁

液インジェクション阻止弁

ドライヤー

高圧遮断装置

運転圧力表示

液インジェクション電磁弁

高圧遮断装置
（ファンスピードコントローラー用）

HCS75A
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HCS90A

受液器 逆止弁
アキュムレーター過冷却器 サーミスター

（外気温度）

凝縮器

吸入ストレーナー

起動バイパス電磁弁チェックジョイント
（吐出側）

チェックジョイント
（吸入側）

圧力センサー
（吸入側）

プロペラファン

空気吹出

空気吸込

16
45

12
5

790
950

11
5

凝縮器用電動機

運転スイッチ

制御盤

高圧練成計

サイトグラス

ホットガス取出配管

冷媒ガス入口
（φ38.1銅管ろう付接続）

冷媒液出口
（φ15.88銅管フレア接続）

油面計圧縮機
（スクロール式）

防振ゴム

サーミスター
（吐出ガス温度）

吸入阻止弁

液出口阻止弁

液インジェクション阻止弁

ドライヤー

高圧遮断装置

運転圧力表示

液インジェクション電磁弁

電子膨張弁

高圧遮断装置
（ファンスピードコントローラー用）
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HCS195M，HCS210M，HCS210MHCS210M

4.2 マルチシリーズ
HCS120M，HCS150M，HCS150MHCS150M
HCS120AM，HCS150AM，HCS150AMHCS150AM

HCS195AM，HCS210AM，HCS210AMHCS210AM
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HCS270M，HCS300M，HCS300MHCS300M
HCS270AM，HCS300AM，HCS300AMHCS300AM
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5. 能 力 表
5.1 能力一覧表
（1）シングルシリーズ

型式 外気温度 冷媒 周波数 蒸発温度（̊C）
－45 －40 －35 －30 －25 －20 －17 －15 －10 －5

HCS15A

32̊C R404A

50HZ 1.12 1.50 1.86 2.29 2.79 3.26 3.67 3.88 4.75 5.76
60HZ 1.28 1.70 2.12 2.62 3.22 3.82 4.30 4.65 5.60 6.67

HCS22A 50HZ 1.64 2.00 2.56 3.18 3.82 4.58 5.10 5.42 6.30 7.56
60HZ 1.82 2.36 3.02 3.76 4.52 5.48 6.02 6.42 7.50 8.48

HCS30A 50HZ 2.01 2.65 3.26 3.99 4.83 5.81 6.39 6.77 7.50 9.15
60HZ 2.48 3.15 3.83 4.61 5.62 6.51 7.19 7.52 8.50 10.4

HCS37A 50HZ 2.55 3.35 4.34 5.39 6.43 7.43 8.10 8.49 10.0 11.7
60HZ 3.02 4.00 4.93 5.98 7.18 8.51 9.32 9.77 11.2 13.1

HCS45A 50HZ 3.79 4.75 5.80 7.19 8.81 10.7 11.9 12.8 15.2 17.8
60HZ 4.08 5.60 6.84 8.48 10.3 12.2 13.5 14.4 17.1 19.1

HCS55A 50HZ 4.20 5.30 6.88 8.64 10.6 12.7 14.0 14.9 17.4 20.0
60HZ 5.08 6.70 8.27 10.1 12.2 14.5 15.9 16.9 19.5 22.4

HCS75A 50HZ 5.29 6.70 8.27 10.2 12.2 14.6 16.3 17.4 20.6 24.1
60HZ 5.84 7.50 9.21 11.5 13.9 16.6 18.6 20.0 23.6 28.2

HCS90A 50HZ 6.15 7.50 9.21 11.3 13.5 16.1 17.8 19.0 22.4 26.1
60HZ 7.10 8.50 10.3 12.8 15.3 18.1 20.1 21.6 25.3 29.9

注　（1）　蒸発温度とは吸入圧力の飽和温度のことで吸入ガス温度 18̊C 時の値を示します。
　　（2）　－40̊C の値については日冷工指導のR40数列を使用しています。

（単位:kW）

（2）マルチシリーズ
HCS-Mシリーズ

型式 外気温度 冷媒 周波数 蒸発温度（̊C）
－20 －17 －15 －10 －5

HCS120M

32̊C R404A

50HZ 23.6 26.3 28.1 33.5 39.5
60HZ 27.1 30.0 32.2 37.5 44.5

HCS150M 50HZ 28.0 31.3 33.6 40.0 47.1
60HZ 32.2 35.8 38.4 45.0 53.3

HCS195M 50HZ 37.6 41.8 44.8 53.0 62.1
60HZ 43.0 47.7 51.2 60.0 70.2

HCS210M 50HZ 42.4 47.2 50.6 60.0 70.6
60HZ 48.6 53.9 57.9 67.0 79.8

HCS270M 50HZ 49.9 55.7 59.7 71.0 83.5
60HZ 57.1 63.5 68.2 80.0 94.8

HCS300M 50HZ 53.7 59.6 63.7 75.0 －
60HZ 60.6 67.4 72.4 85.0 －

注　蒸発温度とは吸入圧力の飽和温度のことで吸入ガス温度 18̊C 時の値を示します。

（単位:kW）

HCS-AMシリーズ

型式 外気温度 冷媒 周波数 蒸発温度（̊C）
－45 －40 －35 －30 －25 －20 －17 －15 －10 －5

HCS120AM

32̊C R404A

50HZ 8.3 10.6 13.1 16.2 19.6 23.6 26.3 28.1 33.5 39.5
60HZ 9.8 12.5 15.4 19.0 22.9 27.1 30.0 32.2 37.5 44.5

HCS150AM 50HZ 9.8 12.5 15.5 19.2 23.2 28.0 31.3 33.6 40.0 47.1
60HZ 11.6 15.0 18.3 22.6 27.2 32.2 35.8 38.4 45.0 53.3

HCS195AM 50HZ 13.4 17.0 21.1 25.9 31.3 37.6 41.8 44.8 53.0 62.1
60HZ 15.8 20.0 24.8 30.4 36.5 43.0 47.7 51.2 60.0 70.2

HCS220AM 50HZ 15.1 19.0 23.6 29.1 35.3 42.4 47.2 50.6 60.0 70.6
60HZ 17.6 22.4 27.7 34.2 41.1 48.6 53.9 57.9 67.0 79.8

HCS270AM 50HZ 17.6 22.4 27.8 34.4 41.5 49.9 55.7 59.7 71.0 83.5
60HZ 20.5 26.5 32.3 40.0 48.2 57.1 63.5 68.2 80.0 94.8

HCS300AM 50HZ 19.8 25.0 30.7 37.7 45.0 53.7 59.6 63.7 75.0 －
60HZ 21.6 28.0 34.2 42.3 51.0 60.6 67.4 72.4 85.0 －

注　蒸発温度とは吸入圧力の飽和温度のことで吸入ガス温度 18̊C 時の値を示します。

（単位:kW）
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5.2 能　力　表
（1）シングルシリーズ
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HCS45A HCS55A

HCS75A HCS90A
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（2）マルチシリーズ
（a）HCS-Mシリーズ

HCS195M HCS210M

HCS120M HCS150M
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HCS270M HCS300M

HCS120AM HCS150AM
（b）HCS-AMシリーズ
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HCS195AM HCS270AM

HCS270AM HCS300AM



28 5.3 配
管
長
に
よ
る
能
力
補
正
値

（
1）
シ
ン
グ
ル
シ
リ
ー
ズ

0
30
50
80
100
0
30
50
80
100
0
30
50
80
100
0
30
50
80
100
0
30
50
80
100
0
30
50
80
100
0
30
50
80
100
0
30
50
80
100

1.50
1.36
1.26
1.08
0.93
1.86
1.72
1.61
1.50
1.37
2.29
2.14
2.03
1.92
1.80
2.79
2.62
2.52
2.41
2.30
3.26
3.08
2.97
2.86
2.76
3.88
3.66
3.54
3.42
3.32
4.75
4.47
4.31
4.17
4.04
5.76
5.38
5.16
4.97
4.80

1.70
1.53
1.42
1.24
1.09
2.12
1.94
1.82
1.69
1.55
2.62
2.41
2.28
2.15
2.01
3.22
2.99
2.84
2.70
2.56
3.82
3.56
3.40
3.25
3.12
4.65
4.34
4.15
3.99
3.84
5.60
5.22
5.00
4.81
4.64
6.67
6.19
5.92
5.69
5.48

蒸発温度
（℃）

配管長
（m）

HCS15A
   冷凍能力補正値（%）
50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

   補正冷凍能力（kW）

2.00
1.77
1.63
1.43
1.28
2.56
2.30
2.14
1.99
1.83
3.18
2.88
2.71
2.54
2.38
3.82
3.49
3.30
3.12
2.95
4.58
4.21
4.00
3.80
3.62
5.42
5.00
4.76
4.54
4.35
6.30
5.81
5.54
5.30
5.08
7.56
6.96
6.62
6.33
6.07

2.36
2.04
1.86
1.62
1.47
3.02
2.63
2.42
2.23
2.05
3.76
3.31
3.06
2.83
2.63
4.52
4.01
3.73
3.48
3.26
5.48
4.91
4.60
4.32
4.07
6.42
5.82
5.48
5.18
4.91
7.50
6.87
6.51
6.19
5.91
8.48
7.86
7.50
7.17
6.88

HCS22A
   冷凍能力補正値（%）
50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

   補正冷凍能力（kW）

2.65
2.48
2.37
2.19
2.05
3.26
3.08
2.96
2.84
2.72
3.99
3.80
3.68
3.56
3.43
4.83
4.63
4.51
4.38
4.26
5.81
5.60
5.46
5.33
5.21
6.77
6.70
6.40
6.26
6.13
7.50
7.25
7.10
6.95
6.81
9.15
8.84
8.64
8.46
8.28

3.15
2.93
2.79
2.58
2.43
3.83
3.61
3.46
3.32
3.17
4.61
4.38
4.23
4.08
3.94
5.62
5.37
5.21
5.06
4.91
6.51
6.25
6.08
5.92
5.77
7.52
7.22
7.04
6.87
6.71
8.50
8.16
7.95
7.75
7.56
10.4
9.94
9.66
9.41
9.16

3.35
3.11
2.95
2.72
2.57
4.34
4.07
3.90
3.74
3.57
5.39
5.11
4.93
4.75
4.58
6.43
6.13
5.95
5.77
5.60
7.43
7.12
6.92
6.74
6.56
8.49
8.15
7.94
7.74
7.55
10.0
9.59
9.34
9.11
8.89
11.7
11.2
10.9
10.6
10.3

4.00
3.68
3.49
3.21
3.03
4.93
4.58
4.37
4.17
3.98
5.98
5.61
5.38
5.17
4.96
7.18
6.78
6.54
6.31
6.09
8.51
8.08
7.82
7.57
7.34
9.77
9.31
9.03
8.77
8.52
11.2
10.7
10.4
10.1
9.82
13.1
12.5
12.2
11.8
11.5

HCS30A
   冷凍能力補正値（%）
50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

   補正冷凍能力（kW）
HCS37A

   冷凍能力補正値（%）
50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

   補正冷凍能力（kW）

4.75
4.55
4.43
4.24
4.11
5.80
5.57
5.43
5.28
5.13
7.19
6.92
6.75
6.58
6.41
8.81
8.50
8.30
8.11
7.92
10.7
10.3
10.1
9.91
9.69
12.8
12.4
12.2
11.9
11.7
15.2
14.8
14.5
14.2
14.0
17.8
17.3
17.0
16.8
16.5

4.00
3.85
3.74
3.58
3.47
4.93
4.76
4.64
4.52
4.40
5.98
5.79
5.66
5.53
5.40
7.18
6.98
6.84
6.70
6.56
8.51
8.30
8.16
8.01
7.86
9.77
9.56
9.42
9.28
9.13
11.2
11.0
10.9
10.7
10.6
13.1
12.9
12.8
12.7
12.5

HCS45A
   冷凍能力補正値（%）
50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

   補正冷凍能力（kW）

5.30
5.01
4.83
4.57
4.40
6.88
6.53
6.31
6.10
5.89
8.64
8.23
7.98
7.73
7.49
10.6
10.1
9.85
9.57
9.30
12.7
12.2
11.9
11.6
11.3
14.9
14.4
14.0
13.7
13.4
17.4
16.8
16.5
16.1
15.8
20.0
19.4
19.1
18.7
18.4

6.70
6.29
6.06
5.74
5.55
8.27
7.80
7.53
7.28
7.05
10.1
9.56
9.25
8.96
8.70
12.2
11.6
11.2
10.9
10.6
14.5
13.8
13.5
13.1
12.8
16.9
16.2
15.8
15.4
15.0
19.5
18.8
18.3
17.9
17.5
22.4
21.7
21.2
20.7
20.3

HCS55A
   冷凍能力補正値（%）
50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

   補正冷凍能力（kW）

7.10
6.71
6.48
6.15
5.94
8.28
7.84
7.58
7.33
7.09
10.0
9.49
9.18
8.89
8.61
12.1
11.5
11.1
10.8
10.5
14.6
13.9
13.5
13.1
12.7
17.4
16.6
16.1
15.7
15.3
20.6
19.7
19.1
18.6
18.2
24.1
23.1
22.5
21.9
21.4

8.00
7.55
7.29
6.92
6.70
9.24
8.73
8.43
8.15
7.90
11.1
10.5
10.1
9.82
9.53
13.5
12.8
12.4
12.0
11.6
16.3
15.4
14.9
14.5
14.1
19.5
18.5
17.9
17.4
16.9
24.0
22.8
22.1
21.5
20.9
27.2
25.8
25.0
24.4
23.8

HCS75A
   冷凍能力補正値（%）
50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

   補正冷凍能力（kW）

100
90.9
84.2
72.1
61.7
100
92.3
86.8
80.7
73.6
100
93.4
88.8
84.0
78.6
100
94.1
90.2
86.3
82.3
100
94.4
91.0
87.7
84.6
100
94.5
91.2
88.2
85.5
100
94.1
90.7
87.7
85.1
100
93.4
89.6
86.3
83.3

     100
90.3
83.7
72.9
64.3
100
91.3
85.6
79.7
73.3
100
92.1
87.2
82.1
76.9
100
92.7
88.3
84.0
79.7
100
93.1
89.0
85.2
81.6
100
93.2
89.3
85.8
82.6
100
93.2
89.3
85.8
82.8
100
92.9
88.8
85.3
82.2

100
88.6
81.6
71.2
63.9
100
89.7
83.6
77.6
71.6
100
90.7
85.2
79.9
74.8
100
91.4
86.4
81.8
77.3
100
91.9
87.3
83.1
79.1
100
82.2
87.8
83.8
80.2
100
92.9
87.9
84.1
80.6
100
92.1
87.6
83.7
80.3

100
86.4
78.9
68.9
62.5
100
87.1
80.1
73.7
67.8
100
87.9
81.3
75.3
69.9
100
88.8
82.6
77.1
72.0
100
89.7
83.9
78.8
74.2
100
90.6
85.3
80.7
76.5
100
91.6
86.9
82.6
78.8
100
92.7
88.4
84.6
81.1

100
93.6
89.3
82.5
77.4
100
94.6
90.9
87.2
83.3
100
95.3
92.3
89.2
86.0
100
95.9
93.3
90.7
88.1
100
96.4
94.0
91.8
89.6
100
96.6
94.5
92.4
90.5
100
96.7
94.6
92.7
90.8
100
96.6
94.5
92.4
90.5

100
93.0
88.5
81.8
77.1
100
94.1
90.3
86.6
82.8
100
95.0
91.8
88.6
85.5
100
95.6
92.8
90.1
87.4
100
95.9
93.4
91.0
88.6
100
96.1
93.6
91.3
89.2
100
96.0
93.5
91.2
89.0
100
95.6
92.9
90.4
88.1

100
92.7
88.1
81.2
76.6
100
93.8
89.9
86.1
82.3
100
94.7
91.4
88.2
85.0
100
95.4
92.5
89.7
87.0
100
95.8
93.2
90.7
88.3
100
96.0
93.5
91.2
89.0
100
95.9
93.4
91.1
88.9
100
95.6
93.0
90.5
88.1

100
92.0
87.2
80.2
75.8
100
93.0
88.7
84.7
80.7
100
93.8
90.0
86.4
83.0
100
94.4
91.1
87.9
84.8
100
94.9
91.9
89.0
86.2
100
95.3
92.4
89.7
87.2
100
95.5
92.7
90.1
87.7
100
95.5
92.8
90.2
87.8

100
95.9
93.2
89.2
86.5
100
96.1
93.5
91,0
88.5
100
96.3
93.9
91.5
89.2
100
96.5
94.3
92.1
89.9
100
96.7
94.6
92.6
90.6
100
96.9
95.0
93.1
91.2
100
97.1
95.3
93.6
91.9
100
97.4
95.7
94.1
92.6

100
96.2
93.6
89.5
86.7
100
96.5
94.1
91.7
89.2
100
96.8
94.7
92.5
90.3
100
97.2
95.3
93.3
91.3
100
97.5
95.8
94.1
92.4
100
97.8
96.4
95.0
93.5
100
98.2
97.0
95.8
94.6
100
98.5
97.5
96.6
95.6

100
94.5
91.1
86.2
83.1
100
94.9
91.7
88.6
85.7
100
95.3
92.3
89.5
86.7
100
95.6
92.9
90.3
87.7
100
96.0
93.5
91.1
88.7
100
96.4
94.1
91.9
89.8
100
96.8
94.7
92.7
90.8
100
97.1
95.3
93.5
91.8

100
93.9
90.4
85.7
82.9
100
94.3
91.0
88.0
85.2
100
94.7
91.6
88.7
86.1
100
95.1
92.2
89.5
87.0
100
95.5
92.8
90.3
87.9
100
95.9
93.4
91.0
88.9
100
96.3
94.0
91.8
89.8
100
96.7
94.6
92.6
90.7

100
94.6
91.2
86.6
83.7
100
94.7
91.5
88.5
85.6
100
94.9
91.8
88.9
86.1
100
95.1
92.1
89.3
86.6
100
95.2
92.4
89.7
87.2
100
95.4
92.6
90.1
87.7
100
95.6
92.9
90.5
88.2
100
95.8
93.2
90.9
88.7

100
94.4
91.1
86.6
83.8
100
94.5
91.2
88.2
85.5
100
94.5
91.4
88.5
85.8
100
94.6
91.5
88.7
86.2
100
94.7
91.7
88.9
86.5
100
94.7
91.8
89.2
86.8
100
94.8
91.9
89.4
87.2
100
94.9
92.1
89.6
87.5

100
95.5
92.6
88.7
86.2
100
95.6
92.9
90.3
87.9
100
95.8
93.2
90.7
88.3
100
95.9
93.4
91.0
88.8
100
96.1
93.7
91.4
89.2
100
96.2
93.9
91.8
89.7
100
96.4
94.2
92.1
90.2
100
96.5
94.4
92.5
90.6

100
94.4
91.1
86.5
83.6
100
94.6
91.4
88.4
85.6
100
94.9
91.8
88.9
86.2
100
95.1
92.1
89.4
86.8
100
95.3
92.5
89.9
87.4
100
95.5
92.9
90.4
88.0
100
95.8
93.2
90.8
88.6
100
96.0
93.6
91.3
89.2

9.50
9.07
8.80
8.42
8.19
11.7
11.2
10.9
10.6
10.3
14.4
13.8
13.4
13.1
12.8
17.7
16.9
16.5
16.1
15.7
21.5
20.6
20.1
19.6
19.2
25.8
24.8
24.2
23.6
23.1
30.4
29.3
28.6
28.0
27.4
35.6
34.4
33.6
32.9
32.3

11.2
10.6
10.2
9.68
9.37
13.7
13.0
12.6
12.1
11.8
16.8
15.9
15.4
14.9
14.5
20.4
19.4
18.8
18.3
17.7
24.5
23.4
22.7
22.1
21.5
29.2
27.9
27.1
26.4
25.7
34.2
32.8
31.9
31.1
30.3
39.9
38.3
37.3
36.4
35.6

HCS90A
   冷凍能力補正値（%）
50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

   補正冷凍能力（kW）

－40

－35

－30
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－20

－15
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0
30
50
80
100
0
30
50
80
100
0
30
50
80
100
0
30
50
80
100
0
30
50
80
100
0
30
50
80
100
0
30
50
80
100
0
30
50
80
100

100
97.2
95.3
92.7
90.9
100
97.3
95.5
93.8
92.1
100
97.4
95.7
94.1
92.5
100
97.5
93.4
91.0
88.8
100
97.6
96.1
93.2
91.5
100
97.5
96.3
94.9
93.6
100
97.9
96.5
95.2
93.9
100
98.0
96.7
95.5
94.3

100
96.5
94.3
91.2
89.3
100
96.7
94.6
92.6
90.7
100
96.8
94.9
92.9
91.1
100
97.0
95.1
93.3
91.5
100
97.2
95.4
93.6
92.0
100
97.3
95.6
94.0
92.4
100
97.5
95.9
94.3
92.8
100
97.6
96.1
94.7
93.2

10.6
10.3
10.1
9.82
9.64
13.1
12.8
12.5
12.3
12.1
16.2
15.8
15.5
15.2
15.0
19.6
19.1
18.8
18.5
18.2
23.6
23.0
22.7
22.3
22.0
28.1
27.5
27.1
26.7
26.3
33.5
32.8
32.3
31.9
31.5
39.5
38.7
38.2
37.7
37.2

12.5
12.1
11.8
11.4
11.2
15.4
14.9
14.5
14.2
13.9
19.0
18.4
18.1
17.7
17.3
22.9
22.2
21.7
21.3
20.9
27.1
26.3
25.8
25.4
24.9
32.2
31.3
30.8
30.3
29.7
37.5
36.6
36.0
35.4
34.8
44.5
43.4
42.8
42.1
41.5

蒸発温度
（℃）

配管長
（m）

HCS120A，AM
   冷凍能力補正率（%）
50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

   補正冷凍能力（kW）

100
96.5
94.5
91.2
89.2
100
96.6
94.5
92.5
90.5
100
96.7
94.7
92.7
90.8
100
97.5
95.9
94.4
92.9
100
97.0
95.1
93.2
91.5
100
97.1
95.3
93.5
91.8
100
97.2
95.4
93.7
92.1
100
97.3
95.6
94.0
92.4

100
95.6
93.0
89.3
87.0
100
95.8
93.2
90.8
88.5
100
96.0
93.5
91.1
88.9
100
96.1
93.7
91.5
89.3
100
96.3
94.0
91.8
89.7
100
96.4
94.2
92.1
90.1
100
96.6
94.5
92.4
90.5
100
96.8
94.7
92.8
90.9

12.5
12.1
11.8
11.4
11.2
15.5
15.0
14.7
14.4
14.1
19.2
18.6
18.2
17.8
17.5
23.2
22.5
22.1
21.6
21.2
28.0
27.2
26.7
26.1
25.7
33.6
32.6
32.0
31.4
30.8
40.0
38.9
38.2
37.5
36.9
47.1
45.9
45.1
44.3
43.6

15.0
14.3
13.9
13.4
13.1
18.3
17.5
17.0
16.6
16.2
22.6
21.7
21.1
20.6
20.1
27.2
26.1
25.5
24.9
24.3
32.2
31.0
30.2
29.5
28.9
38.4
37.1
36.2
35.4
34.6
45.0
43.5
42.5
41.6
40.7
53.3
51.6
50.5
49.4
48.4

HCS150A，AM
   冷凍能力補正率（%）
50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

   補正冷凍能力（kW）

100
96.7
94.7
91.8
90.0
100
96.9
94.9
93.0
91.2
100
97.0
95.1
93.3
91.5
100
96.9
94.9
93.0
91.9
100
97.2
95.5
93.8
92.2
100
97.4
95.7
94.1
92.5
100
97.5
95.9
94.4
92.9
100
97.6
96.1
94.6
93.2

100
95.9
93.4
90.0
87.8
100
96.1
93.7
91.4
89.3
100
96.3
94.0
91.85
89.7
100
96.4
94.2
92.1
90.2
100
96.5
94.5
92.5
90.6
100
96.8
94.8
92.8
91.0
100
97.0
95.0
93.2
91.4
100
97.1
95.3
93.5
91.8

17.0
16.4
16.1
15.6
15.3
21.1
20.4
20.0
19.6
19.2
25.9
25.2
24.7
24.2
23.7
31.3
30.4
29.9
29.3
28.8
37.6
36.5
35.9
35.2
34.6
44.8
43.6
42.8
42.1
41.4
53.0
51.7
50.8
50.0
49.2
62.1
60.6
59.7
58.8
57.9

20.0
19.2
18.7
18.0
17.6
24.8
23.8
23.2
22.7
22.1
30.4
29.3
28.6
27.9
27.3
36.5
35.2
34.4
33.6
32.9
43.0
41.5
40.6
39.8
39.0
51.2
49.5
48.5
47.4
46.6
60.0
58.2
57.0
55.9
54.9
70.2
68.2
66.9
65.7
64.5

100
96.2
93.8
90.5
88.5
100
96.3
94.0
91.8
89.8
100
96.4
94.2
92.1
90.1
100
96.5
94.4
92.3
90.4
100
96.6
94.5
92.6
90.7
100
96.8
94.7
92.8
91.0
100
96.9
94.9
93.1
91.3
100
97.0
95.1
93.3
91.6

100
95.1
92.1
88.2
85.8
100
95.3
92.4
89.8
87.4
100
95.4
92.7
90.1
87.7
100
95.6
93.0
90.5
88.1
100
95.8
93.2
90.8
88.5
100
96.0
93.5
91.1
88.9
100
96.2
93.8
91.5
89.3
100
96.3
94.0
91.8
89.7

19.0
18.3
17.8
17.2
16.8
23.6
22.7
22.2
21.7
21.2
29.1
28.1
27.4
26.8
26.2
35.3
34.0
33.3
32.6
31.9
42.4
40.9
40.1
39.2
38.4
50.6
49.0
48.0
47.0
46.1
60.0
58.1
56.9
55.8
54.8
70.6
68.4
67.1
65.8
64.6

22.4
21.3
20.6
19.8
19.2
27.7
26.4
25.6
24.9
24.2
34.2
32.6
31.7
30.8
30.0
41.1
39.3
38.2
37.2
36.2
48.6
46.6
45.3
44.2
43.1
57.9
55.6
54.1
52.8
51.5
67.0
64.4
62.8
61.3
59.9
79.8
76.9
75.1
73.3
71.6

HCS195A，AM
   冷凍能力補正率（%）
50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

   補正冷凍能力（kW）
HCS210A，AM

   冷凍能力補正率（%）
50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

   補正冷凍能力（kW）

100
95.4
92.4
88.7
86.2
100
95.6
92.6
89.2
86.9
100
95.7
92.8
89.6
87.5
100
95.8
93.0
90.0
88.0
100
95.9
93.1
90.3
88.4
100
96.0
93.3
90.5
88.7
100
96.0
93.4
90.6
88.8
100
96.1
93.5
90.7
88.8

100
94.1
90.1
85.5
82.5
100
94.2
90.4
86.3
83.5
100
94.4
90.7
86.9
84.3
100
94.6
91.0
87.3
84.9
100
94.8
91.3
87.8
85.4
100
95.0
91.6
88.1
85.8
100
95.1
91.8
88.3
86.0
100
95.3
92.1
88.5
86.1

22.4
21.4
20.7
19.9
19.3
27.8
26.6
25.7
24.8
24.2
34.4
32.9
31.9
30.8
30.1
41.5
39.8
38.6
37.4
36.5
49.9
47.8
46.5
45.0
44.1
59.7
57.3
55.7
54.1
53.0
71.0
68.2
66.3
64.4
63.0
83.5
80.2
78.1
75.7
74.1

26.5
24.9
23.9
22.7
21.9
32.3
30.4
29.2
27.9
27.0
40.0
37.8
36.3
34.7
33.7
48.2
45.6
43.9
42.1
40.9
57.1
54.1
52.1
50.1
48.8
68.2
64.8
62.5
60.1
58.5
80.0
76.1
73.4
70.7
68.8
94.8
90.3
87.3
83.9
81.6

HCS270A，AM
   冷凍能力補正率（%）
50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

   補正冷凍能力（kW）

100
94.7
91.2
87.1
84.3
100
94.8
91.4
87.6
85.1
100
95.0
91.6
88.0
85.6
100
95.1
91.8
88.4
86.1
100
95.2
92.0
88.7
86.5
100
95.3
92.1
88.9
86.7
100
95.3
92.1
88.9
86.8
100
95.3
92.2
89.0
86.8

100
93.1
88.5
83.3
79.8
100
93.3
88.8
84.0
80.8
100
93.5
89.1
84.7
81.7
100
93.6
89.4
85.1
82.3
100
93.8
89.7
85.6
82.8
100
94.0
90.0
85.9
83.2
100
94.1
90.2
86.1
83.3
100
94.2
90.4
86.1
83.3

25.0
23.7
22.8
21.8
21.1
30.7
29.1
28.1
26.9
26.1
37.7
35.8
34.5
33.2
32.3
45.0
42.8
41.3
39.8
38.7
53.7
51.1
49.4
47.6
46.5
63.7
60.7
58.7
56.6
55.2
75.0
71.4
69.1
66.7
65.1
－
－
－
－
－

28.0
26.1
24.8
23.3
22.3
34.2
31.9
30.4
28.7
27.6
42.3
39.5
37.7
35.8
34.6
51.0
47.8
45.6
43.4
42.0
60.6
56.9
54.4
51.8
50.2
72.4
68.1
65.2
62.2
60.2
85.0
80.0
76.7
73.2
70.8
－
－
－
－
－

HCS300A，AM
   冷凍能力補正率（%）
50Hz 60Hz 50Hz 60Hz

   補正冷凍能力（kW）

－40

－35

－30

－25

－20

－15

－10
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5.4 吸入ガス過熱度による冷凍能力補正

R404A対応コンデンシングユニットの冷凍容量については，冷媒の物性によりユニットの吸入ガス過熱コンデンシングユニットの冷凍容量については，冷媒の物性によりユニットの吸入ガス過熱の冷凍容量については，冷媒の物性によりユニットの吸入ガス過熱
度（スーパーヒート）の低下にて冷凍容量が低下します。
このため，表示の温度条件（吸入ガス温度 18℃）と実際に使用される温度条件が異なる場合は，負荷計算時時，
補正した冷凍能力で機種選定をする必要があります。能力で機種選定をする必要があります。で機種選定をする必要があります。

吸入ガス過熱度（スーパーヒート）を考慮した冷凍能力に換算する係数能力に換算する係数に換算する係数
（外気温度 32℃）

●吸入ガス温度18℃表示を吸入ガス過熱度（TsSH）別に換算する補正率（％）

注記）冷媒R404A，外気温度32℃

ET（℃）/TsSH（deg）
－5
－10
－15
－17
－20
－25
－30
－35
－40
－45

96.1
94.5
93.1
92.6
91.5
90.3
89.2
87.7
86.3
84.9

10
97.6
96.3
94.7
94.1
92.9
91.8
90.7
89.1
87.8
86.3

15
99.2
97.7
96.2
95.6
94.4
93.3
92.1
90.7
89.2
87.8

20
－
99.1
97.7
97.0
95.9
94.8
93.5
92.1
90.7
89.3

25
－
－
99.2
98.5
97.4
96.2
95.0
93.6
92.2
90.7

30

【参考】 吸入ガス過熱度（TsSH）に対する実際の吸入ガス温度（℃）
ET（℃）/TsSH（deg）

－5
－10
－15
－17
－20
－25
－30
－35
－40
－45

5
0
－5
－7
－10
－15
－20
－25
－30
－35

10
10
5
0
－2
－5
－10
－15
－20
－25
－30

15
15
10
5
3
0
－5
－10
－15
－20
－25

20
－
15
10
8
5
0
－5
－10
－15
－20

25
－
－
15
13
10
5
0
－5
－10
－15

30
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●本機の内部配線および、現地配線接続の一例を示
します。ショーケースやユニットクーラなど冷却
器や負荷への接続は、ショーケースなどの資料を
ご参考の上、行ってください。
●本機は始動負荷軽減として始動バイパスを行って
おります。電源が入っている状態で 63（L）が復

帰し始動条件になっても始動バイパスのため圧縮
機は 30秒後に始動します。
●60DT、SW2、PB、WL2、GL、RL5の現地手配
機器は、別途「リモコンボックス」として別売し
ていますので、これをご使用いただくと便利です。

6. 電気配線図

6.1 シングルシリーズ
HCS15A，HCS22A
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HCS15A
HCS22A

HCS15A
HCS22A
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記　号 名　　　称 備　　考
MC 電動機（圧縮機用）
MFC 電動機（送風機用）
52C 電磁接触器（圧縮機用）
PF1,2 動力用ヒューズ（動力用）
EF3,4 ヒューズ 5A
TB1 端子台（電源用）
TB2 端子台（操作回路用）
X1,2 補助継電器
20A1,2 電磁弁（液インジェクション制御用）
20B 電磁弁（起動バイパス制御用）
C コンデンサ（送風機用）
63H 高圧遮断装置
63L 低圧遮断装置
63F 圧力スイッチ
49FC インターナルサーモスタット（送風機用） MFCニ内蔵
CN1,2 コネクタ
R 固定抵抗器
RL 表示灯（警報用）
PWB プリント板
EF1,2 ヒューズ PW1B上（5A）
Tr1 トランス
CT 変流器（圧縮機運転電流検出用）
THL サーミスタ（液温検出用）
THD サーミスタ（吐出ガス温度検出用）
NK スパークキラー
SW1 運転スイッチ

記　号 名　　　称 備　　考
Y52C 補助継電器（液インジェクション制御用） DCコイル
Y52CS 補助継電器（圧縮機用、電磁接触器用） DCコイル
Y21 補助継電器（起動バイパス電磁弁用） DCコイル
YCH 補助継電器（運転、警報信号出力用） DCコイル
Yf 補助継電器（送風機用） DCコイル
PSW1 スイッチ PWB1上
PSW2 スイッチ PWB1上
DSW1 スイッチ PWB1上
DSW2 スイッチ PWB1上
DSW3 スイッチ PWB1上
DSW4 スイッチ PWB1上
DSW5 スイッチ PWB1上
66DT 除霜用タイマ
SW2 切換スイッチ（ポンプダウン用）
PB 押ボタンスイッチ（警報リセッ　ト用）
WL1 表示灯（運転用）
GL 表示灯（除霜用）
RL2 表示灯（警報用）
52H 電磁接触器（除霜ヒータ用）
23D 温度調節器（除霜解除用）
26H 温度調節器（除霜ヒータ過熱防止用）
23R 温度調節器（庫内温度調節用）
20C 電磁弁（冷媒液用）
BZ ブザー（警報用）
ELB 漏電遮断器

注　記
１．図中、破線部分は現地工事区分を示します。
２．図中、　　　  はプリント基板を示します。
３．図中、◎①～◎⑳は端子台（TB２）を示します。
４．接点部の矢印は、接点の動作方向を示します。
５．現地工事の配線太さは、本図の配線容量を参考にしてください。配線の長さが

20mを超える場合の配線容量は、電圧降下を考慮する必要があります。
６．端子台（TB２）の◎①～◎⑤の短絡線は、図のように押しボタンスイッチ（PB）

を取り付けた後は外してください。外さない場合、押ボタンスイッチ（PB）に
よるリセットができません。

７．現地手配品の 66DT（除霜用タイマ）、SW２（切換スイッチ）、PB（押ボタンスイッ
チ）、WL１（運転表示灯）、GL（除霜表示灯）、 RL２（警報表示灯）は、別途リ
モコンボックス〔型式B-1S、B-2S（52H（電磁接触器）付）、B-2N〕として
別売しています。

８．端子台◎②、◎③に接続される負荷の最大電流は 1.8A以下としてください。

不付
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HCS30A，HCS37A

注　記

１．図中、破線部分は現地工事部分（一例）を示します。

２．図中、　　　はプリント基板を示します。

３．図中、◎①～◎⑭は端子台（TB２）を示します。

４．接点部の矢印は、接点の動作方向を示します。

５．現地工事の配線太さは、本図の配線容量を参考にしてください。配線の長さが 20m を越える

場合の配線容量は、電圧降下を考慮する必要があります。

６．現地手配品の 66DT（除霜用タイマ）、SW２（切換スイッチ）、PB（押ボタンスイッチ）、

　　WL１（運転表示灯）、GL（除霜表示灯）、 RL２（警報表示灯）は、別途リモコンボックス

　　（型式 B－1S、B－2S（52H（電磁接触器）付）、B－2N）として別売しています。

７．端子台（TB２）の◎①～◎⑤の短絡線は、図のように押しボタンスイッチ（PB）を取り付け

た後は外してください。外さない場合、押ボタンスイッチ（PB）によるリセットができません。

８．端子台◎②、◎③に接続される負荷の最大電流は 1.8A 以下としてください。

９．圧縮機のみ強制停止させる場合は端子台（TB２）の◎⑬～◎⑭間に、スイッチ又はリレー

　　接点を取付けて短絡線を外してください。但し液電磁弁も同期 OFF させでください。

10．寒冷地（低外気）の起動時に低圧設定をシフトする場合は端子台（TB2）の◎⑫～◎⑭問に

　　スイッチ又にリレー接点を取付けてください。

11．集中管理システム等のデータ伝送を実施する場合は端子台（TB2）の◎⑩、◎⑪に伝送線を

接続してください。

12．漏電遮断器は高速形（動作時間 0.1 秒以内）とし。感度電流は指定のものを取付けてください。

又．アース線工事は必ず実施してください。（Ｄ種接地工事）

配線および漏電遮断器（ELB）容量

漏電遮断器の設置トアース線工事が必要です。
正しく行をないと、感電・火災の原因となることがあります。

HCS30A

型　式 動力線太さ 操作回路の太さ アース線の太さ
配線容量 漏電遮断器容量

定格電流 定格感度電流

HCS37A
3 .  5 mm 2

2 .  0 mm 2 3 .  5 mm 2 5 0 A
5 .  5 mm 2

30mA
（動作時間0.1秒内）
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電気箱内機器配置図

電気箱内機器配置図

20Ｂ

20A1

20A2

63H PS THM9

FFB1

52C

TB2

ＦＷB1

S1 ＴＢ1

EF1

EF2

X1

X2

X3

NK1 NK2 C7

Tr1

奥　側 手前側

不付

記 号 表

MC

MC1, 2

52C

FFB1

TB1

TB2

X1, 2

DC コイルX3

20A1, 2

20Ｂ

63Ｈ

CN1, 2

63Ｈ

R

NK1, 2

PWB1

PWB2

EF1, 2

EFR、S1

Tr1

CT

SW1

電動機（圧縮機用）

電動機（凝縮機用）

電磁接触器（圧縮機用）

配線用遮断器（動力用）

端子台（主電源用）

端子台（操作回路用）

補助継電器

補助継電器

電磁弁（液インジェクション制御用）

電磁弁（起動バイパス制御用）

高圧遮断装置

コネクタ

高圧遮断装置 (ファンコントロール用 )

固定抵抗器

ノイズキラー

ブリント板（制御用）

ブリント板（ファンコントロール用）

ヒューズ（5A）

ヒューズ（5A）

トランス

交流器（圧縮機電流検知用）

切換スイッチ（運転 / 停止用）

記　　号 備　　考名　　　　称

THM7

THM9

THL

Ps

Pd

MFC1, 2

C1, C2

オプション

MFF

66DT

SW2

PB

WL1

RL2

GL

52H

23D

26H

23R

BZ

20C

ELB

サーミスタ（外気温度検出用）

サーミスタ（吐出ガス温度検出用）

サーミスタ（液温度検出用）

圧力センサ（吸入側）

圧力センサ（吐出側）

電動機（凝縮器用）

コンデンサ

電機箱冷却用ファン

除霜用タイマ

切換スイッチ（ポンプダウン用）

押ボタンスイッチ（警報リセット用）

表示灯（運転用）

表示灯（警報用）

表示灯（除霜用）

電磁接触器（除霜ヒータ用）

温度調節器（除霜解除用）

温度調節器（除霜ヒータ過熱防止用）

温度調節器（庫内温度調節用）

ブザー（警報用）

電磁弁（冷媒液用）

漏電遮断器

記　　号 備　　考名　　　　称

配線の区分

区　分線の種類

動　力　用

操作回路用

現地工事用
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漏電遮断器の設置とアース線工事は必ず実施してください。
実施されていませんと感電および火災の原因となります。

注　記

１．図中、破線部分は現地工事部分（一例）を示します。

２．図中、　　　　はプリント基板を示します。

３．図中、◎①～◎○26 端子台（TB２）を示します。

４．接点部の矢印は、接点の動作方向を示します。

５．現地工事の配線太さは、本図の配線容量を参考にしてください。配線の長さが 20m を越える場合の配線容量は、電圧降下を考慮する必要

があります。

６．現地手配品の 66DT（除霜用タイマ）、SW２（切換スイッチ）、PB（押ボタンスイッチ）、WL１（運転表示灯）、GL（除霜表示灯）、 RL２（警

報表示灯）は、別途リモコンボックス（型式 B－1S、B－2S（52H（電磁接触器）付）、B－2N）として別売しています。

７．端子台（TB２）の◎①～◎⑤の短絡線は、図のように押しボタンスイッチ（PB）を取り付けた後は外してください。外さない場合、押ボ

タンスイッチ（PB）によるリセットができません。

８．端子台◎②、◎③に接続される負荷の最大電流は 1.8A 以下としてください。

９．強制停止させる場合は端子台（TB２）の◎○25 ～◎○26 間に、スイッチ又はリレー接点を取付けて短絡線を外してください。

10．寒冷地（低外気）の起動時に低圧設定をシフトする場合は端子台（TB2）の◎○24 ～◎○26 間にスイッチ又はリレー接点を取付けてください。

11．集中管理システム等のデータ伝送を実施する場合は端子台（TB2）の◎○22 ～◎○23 に伝送線を接続してください。

12．漏電遮断器は高速形（動作時間 0.1 秒以内）とし。感度電流は指定のものを取付けてください。

又．アース配線工事は必ず実施してください。（Ｄ種接地工事）

HCS45A，HCS55A，HCS75A
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記　　号 備　　考名　　　　　　　称
電動機（圧縮機用）
電動機（送風機用）
電磁接触器（圧縮機用）
ヒューズ（5A）
ヒューズ（10A）
配線遮断器（圧縮機用）
端子台（主電源用）
端子台（操作回路用）
補助継電器
電磁弁（液インジェクション制御用）
電磁弁（過冷却器制御用）
電磁弁（起動バイパス制御用）
電子流量弁（液インジェクション用）
コンデンサー（送風機用）
高圧遮断装置
圧力スイッチ
インターナルサーモスタット（送風機用）
コネクター
固定抵抗器
プリント板（制御用）
プリント板（ファンコントロール用）
トランス
交流器（圧縮機電流検知用）

MC
MFC1
52C
EF1～4
EF5,6
FFB
TB1
TB2
X1～4
20A1
20A2
20B
MV
C1
63H
63F
49FC
CN1～3
R
PWB1
PWB2
Tr1,2
CT

記　　号 備　　考

不付

オプション
オプション
オプション

名　　　　　　　称
サーミスター（液温検出用）
サーミスター（外気温度検出用）
サーミスター（吐出ガス温度検出用）
ノイズキラー
切換スイッチ（運転／停止用）
圧力センサー（吸入側）
圧力センサー（吐出側）
サーミスター（吸入ガス温度検出用）
サーミスター（液温検出用）
除霜用タイマー
切換スイッチ（ポンプダウン用）
押ボタンスイッチ（警報リセット用）
表示灯（運転用）
表示灯（除霜用）
表示灯（警報用）
電磁接触器（除霜ヒーター用）
温度調節器（除霜解除用）
温度調節器（除霜ヒーター過熱防止用）
温度調節器（庫内温度調節用）
電磁弁（冷媒液用）
ブザー（警報用）
漏電遮断器

THL
THM7
THM9
NK
SW1
Ps
Pd
THM10
THM8
66DT
SW2
PB
WL1
GL
RL2
52H
23D
26H
23R
20C
BZ
ELB

記　号　表

ユニット機器配置図

定格電流型　式

型　式

60A
100mA
動作時間
0.1秒以内75A

定格感度電流

HCS45A

HCS45A

HCS55A
HCS75A

HCS55A

HCS75A

動力線の太さ

14mm2 2.0mm2 5.5mm2

操作回路の太さアース線の太さ

区　分
動力用
操作回路用
現地工事用

線の種類

配線の区分漏電遮断器（ELB）容量

配線容量

( )
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注　記
１．図中、破線部分は現地工事部分（一例）を示します。

２．図中、　　　　はプリント基板を示します。

３．図中、◎①～◎○26 端子台（TB２）を示します。

４．接点部の矢印は、接点の動作方向を示します。

５．現地工事の配線太さは、本図の配線容量を参考にしてください。配線の長さが 20m を越える場合の配線容量は、電圧降下を考慮する必要  

があります。

６．現地手配品の 66DT（除霜用タイマ）、SW２（切換スイッチ）、PB（押ボタンスイッチ）、WL１（運転表示灯）、GL（除霜表示灯）、 RL２（警

報表示灯）は、別途リモコンボックス（型式 B－1S、B－2S（52H（電磁接触器）付）、B－2N）として別売しています。

７．端子台（TB２）の◎①～◎⑤の短絡線は、図のように押しボタンスイッチ（PB）を取り付けた後は外してください。外さない場合、押ボタ

ンスイッチ（PB）によるリセットができません。

８．端子台◎②、◎③に接続される負荷の最大電流は 1.8A 以下としてください。

９．強制停止させる場合は端子台（TB２）の◎○25 ～◎○26 間に、スイッチ又はリレー接点を取付けて短絡線を外してください。

10．寒冷地（低外気）の起動時に低圧設定をシフトする場合は端子台（TB2）の◎○24 ～◎○26 間にスイッチ又はリレー接点を取付けてください。

11．集中管理システム等のデータ伝送を実施する場合は端子台（TB2）の◎○22 ～◎○23 に伝送線を接続してください。

12．漏電遮断器は高速形（動作時間 0.1 秒以内）とし、感度電流は指定のものを取付けてください。

又．アース配線工事は必ず実施してください。（Ｄ種接地工事）

漏電遮断器の設置とアース線工事は必ず実施してください。
実施されていませんと感電および火災の原因となります。

HCS90A
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ユニット機器配置図

記　　号 備　　考名　　　　　　　称
電動機（圧縮機用）
電動機（送風機用）
電磁接触器（圧縮機用）
ヒューズ（5A）
ヒューズ（10A）
配線遮断器（圧縮機用）
端子台（主電源用）
端子台（操作回路用）
補助継電器
電磁弁（液インジェクション制御用）
電磁弁（過冷却器制御用）
電磁弁（起動バイパス制御用）
電子流量弁（液インジェクション用）
コンデンサー（送風機用）
高圧遮断装置
圧力スイッチ
インターナルサーモスタット（送風機用）
コネクター
固定抵抗器
プリント板（制御用）
プリント板（ファンコントロール用）
トランス
交流器（圧縮機電流検知用）

MC
MFC1
52C
EF1～4
EF5,6
FFB
TB1
TB2
X1～3
20A1
20A2
20B
MV
C1
63H
63F
49FC
CN1～3
R
PWB1
PWB2
Tr1,2
CT

記　　号 備　　考

不付

オプション
オプション
オプション

名　　　　　　　称
サーミスター（液温検出用）
サーミスター（外気温度検出用）
サーミスター（吐出ガス温度検出用）
ノイズキラー
切換スイッチ（運転／停止用）
圧力センサー（吸入側）
圧力センサー（吐出側）
サーミスター（吸入ガス温度検出用）
サーミスター（液温検出用）
除霜用タイマー
切換スイッチ（ポンプダウン用）
押ボタンスイッチ（警報リセット用）
表示灯（運転用）
表示灯（除霜用）
表示灯（警報用）
電磁接触器（除霜ヒータ用）
温度調節器（除霜解除用）
温度調節器（除霜ヒーター過熱防止用）
温度調節器（庫内温度調節用）
電磁弁（冷媒液用）
ブザー（警報用）
漏電遮断器

THL
THM7
THM9
NK
SW1
Ps
Pd
THM10
THM8
66DT
SW2
PB
WL1
GL
RL2
52H
23D
26H
23R
20C
BZ
ELB

記　号　表

HCS90A

定格電流

75A

定格感度電流型　式
100mA
動作時間
0.1秒以内( )

区　分
動力用
操作回路用
現地工事用

線の種類

配線の区分漏電遮断器（ELB）容量

HCS90A 14mm2 2.0mm2 5.5mm2
操作回路の太さ アース線の太さ型　式 動力線の太さ

配線容量
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HCS120M，HCS120AM 
HCS150M，HCS150AM

注　記

１．図中、破線部分は現地工事部分（一例）を示します。

２．図中、　　　　部分はプリント板を示します。

３．図中、◎①～◎⑲（TB２）は冷凍機本体の操作回路用端子台を示します。

４．接点部の矢印は、圧力が上昇した場合の、接点の動作方向を示します。

５．現地工事の配線太さは、本図の配線容量を参考にしてください。配線の長さが 20m を超える場合の配線容量は、電圧降下を考慮する必要がありますので、取扱説

明書を参照しでください。

６．除霜用制御回路を組む場合の操作回路用の電源は、冷凍機本体の端子台（TB2）の◎④、◎⑤から取るようにしてください。（但し最大電流値は 2.0A 以下としてく

ださい）

７．冷凍機制御盤の端子台（TB２）の◎⑫、◎⑬は強制停止用です（ユニット停止）。強制停止させる場合は、◎⑫、◎⑬間にスイッチまたはリレー接点を取付け短絡線と

低圧遮断装置（63L）の配線を外してください。

８．冷凍機制御盤の端子台（TB２）の◎⑩、◎⑪の間に冷凍機用警報ブザー（BZ）を必ず取付けてください。

９．端子台（TB２）の◎⑥、◎⑦の短絡線は、図のように押しボタンスイッチ（PB）を取り付けた後は外してください。外さない場合、押ボタンスイッチ（PB）による

リセットができません。

10．ホットガス除霜時等に、強制的に 100％運転を実施したい場合は、冷凍機本体制御盤の端子台（TB２）の◎⑭、◎⑮間にスイッチまたはリレー接点を取り付けてく

ださい。

11．低圧遮断装置（63L）は応急運転用です、応急運転時は◎⑫、◎⑬短絡線を外してください。

尚．応急運転はディッブスイッチの設定変更が必要となりますので詳細は取扱説明書を参照ください。

12．寒冷地制御が必要を場合は、外気温度サーシスタ（THM6）を取付けます（現地準備）。

13．漏電遮断器は高速形（動作時間 0.1 秒以内）とし。感度電流は指定のものを取付けてください。200ｍA 以下のものは、同じか、より感度の高いものを取付けでく

ださい。又．アース配線工事は必ず実施してください。（Ｄ種接地工事）

6.2 マルチシリーズ
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記　　号 備　　考名　　　　　　　称

KX-RM16A,AM
KX-RM20A,AM

電動機（圧縮機用）
電動機（送風機用）
電磁接触器（圧縮機用）
電磁接触器（送風機用）
交流器（圧縮機電流検知用）
補助継電器
高圧遮断装置（圧縮機）
高圧遮断装置（ファン全速用）
低圧遮断装置（応急運転用）
サーミスター（吐出ガス温度）
サーミスター（吸入ガス温度）
サーミスター（液温度）
圧力センサー（吸入用）
圧力センサー（吐出側）
インターナルサーモスタット（送風機用）
電磁弁（液インジェクション用）
電磁弁（起動バイパス用）
電磁弁（油戻し用）
ヒューズ
ヒューズ

端子台（主電源用）

電動機に内蔵

5A
10A
60A
75A

配線用遮断器
（圧縮機用）

MC1～2
MFC1～2
52C1～2
52F1～2
CT1～2
X1～3
63H1～2
63F
63L
THM1～2
THM5
THL
PS
Pd
49FC1～2
20A1-1～2-2
20B1～2
20O
EFR1,S1,1,2
EF3～6

FFB1,2

TB1

記　　号 備　　考

不付

名　　　　　　　称
端子台（操作回路用）
トランス
プリント板（制御用）
プリント板（ファンコントローラ）
コンデンサー（送風機用）
運転表示灯
警報表示灯
開閉器（運転／停止）
抵抗器
寒冷地制御用サーミスター（外気温度）
除霜用タイマー
開閉器（ポンプダウン用）
押ボタンスイッチ（警報リセット用）
表示灯（運転用）
表示灯（除霜用）
表示灯（警報用）
電磁接触器（除霜ヒーター用）
温度調節器（除霜解除用）
温度調節器（除霜ヒーター過熱防止用）
温度調節器（庫内温度調節用）
電磁弁（冷媒液用）
ブザー（警報用）
漏電遮断器

TB2
Tr1～3
PWB1
PWB2
C1～2
WL1～2,5
RL
S1
R
THM6
66DT
SW
PB
WL6
GL
RL6
52H
23D
26H
23R
20C
BZ
ELB

記　号　表

蒸発温度

－5℃

－20℃

－40℃

－5℃

－20℃

－40℃

動力線の太さ

22mm2

38mm2

38mm2

22mm2

操作回路の太さ

2.0mm2

2.0mm2

アース線の太さ

5.5mm2

14mm2

定格電流

100A

125A

配　線　容　量 漏電遮断器容量
型　　式

HCS120AM,HCS120M

HCS120AM

HCS150AM,HCS120M

HCS150AM

配線容量

配線の区分
区　分
動力用
操作回路用
現地工事用

線の種類

漏電遮断器の設置とアース線工事は必ず実施してください。
実施されていませんと感電および火災の原因となります。

定格感度電流

100mA
（動作時間0.1秒以内）

200mA以下
（動作時間0.1秒以内）
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注　記

１．図中、破線部分は現地工事部分（一例）を示します。

２．図中、　　　　部分はプリント板を示します。

３．図中、◎①～◎⑲（TB２）は冷凍機本体の操作回路用端子台を示します。

４．接点部の矢印は、圧力が上昇した場合の、接点の動作方向を示します。

５．現地工事の配線太さは、本図の配線容量を参考にしてください。配線の長さが 20m を超える場合の配線容量は、電圧降下を考慮する必要

がありますので、取扱説明書を参照しでください。

６．除霜用制御回路を組む場合の操作回路用の電源は、冷凍機本体の端子台（TB2）の◎④，◎⑤から取るようにしてください。（但し最大電流

値は 2.0A 以下としてください）

７．冷凍機制御盤の端子台（TB２）の◎⑫、◎⑬は強制停止用です（ユニット停止）。強制停止させる場合は、◎⑫、◎⑬間にスイッチまたはリレー

接点を取付け短絡線と低圧遮断装置（63L）の配線を外してください。

８．冷凍機制御盤の端子台（TB２）の◎⑩、◎⑪の間に冷凍機用警報ブザー（BZ）を必ず取付けてください。

９．端子台（TB２）の◎⑥、◎⑦の短絡線は、図のように押しボタンスイッチ（PB）を取り付けた後は外してください。外さない場合、押ボタ

ンスイッチ（PB）によるリセットができません。

10．ホットガス除霜時等に、強制的に 100％運転を実施したい場合は、冷凍機本体制御盤の端子台（TB２）の◎⑭、◎⑮間にスイッチまたはリ

レー接点を取り付けてください。

11．低圧遮断装置（63L）は応急運転用です、応急運転時は◎⑫、◎⑬短絡線を外してください。

尚．応急運転はディッブスイッチの設定変更が必要となりますので詳細は取扱説明書を参照ください。

12．寒冷地制御が必要を場合は、外気温度サーシスタ（THM6）を取付けます（現地準備）。

13．漏電遮断器は高速形（動作時間 0.1 秒以内）とし。感度電流は指定は上限値を示しますので、同じかより感度の高いものを取付けてくださ

い。又．アース配線工事は必ず実施してください。（Ｄ種接地工事）

HCS195A，HCS195AM 
HCS210A，HCS220AM
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記　　号 備　　考名　　　　　　　称

KX-RM26A,AM（1,2号機）
KX-RM26A,AM（3号機）
KX-RM30A,AM

電動機（圧縮機用）
電動機（送風機用）
電磁接触器（圧縮機用）
電磁接触器（送風機用）
交流器（圧縮機電流検知用）
補助継電器
高圧遮断装置（圧縮機）
高圧遮断装置（ファン全速用）
低圧遮断装置（応急運転用）
サーミスター（吐出ガス温度）
サーミスター（吸入ガス温度）
サーミスター（液温度）
圧力センサー（吸入用）
圧力センサー（吐出側）
インターナルサーモスタット（送風機用）
電磁弁（液インジェクション用）
電磁弁（起動バイパス用）
電磁弁（油戻し用）
ヒューズ
ヒューズ

端子台（主電源用）

電動機に内蔵

5A
10A
60A
75A
75A

配線用遮断器
（圧縮機用）

MC1～3
MFC1～3
52C1～3
52F1～3
CT1～3
X1～3
63H1～3
63F
63L
THM1～3
THM5
THL
PS
Pd
49FC1～3
20A1-1～3-2
20B1～3
20O
EFR1,S1,1,2
EF3～8

FFB1～3

TB1

記　　号 備　　考

不付

名　　　　　　　称
端子台（操作回路用）
端子台（圧縮機用）
トランス
プリント板（制御用）
プリント板（ファンコントローラー）
コンデンサー（送風機用）
運転表示灯
警報表示灯
開閉器（運転／停止）
抵抗器
寒冷地制御用サーミスター（外気温度）
除霜用タイマー
開閉器（ポンプダウン用）
押ボタンスイッチ（警報リセット用）
表示灯（運転用）
表示灯（除霜用）
表示灯（警報用）
電磁接触器（除霜ヒーター用）
温度調節器（除霜解除用）
温度調節器（除霜ヒーター過熱防止用）
温度調節器（庫内温度調節用）
電磁弁（冷媒液用）
ブザー（警報用）
漏電遮断器

TB2
TB3
Tr1～3
PWB1
PWB2
C1～3
WL1～3,5
RL
S1
R
THM6
66DT
SW
PB
WL6
GL
RL6
52H
23D
26H
23R
20C
BZ
ELB

記　号　表

アース線の太さ

14mm2

14mm2

蒸発温度

－5℃

－20℃

－40℃

－5℃

－20℃

－40℃

動力線の太さ

60mm2

38mm2

100mm2

60mm2

操作回路の太さ

2.0mm2

2.0mm2

定格電流

150A

200A

配　線　容　量 漏電遮断器容量
型　　式

HCS195AM,HCS195A

HCS195AM

HCS220AM,HCS220A

HCS220AM

配線および漏電遮断器（ELB）容量

配線の区分
区　分
動力用
操作回路用
現地工事用

線の種類

漏電遮断器の設置とアース線工事は必ず実施してください。
実施されていませんと感電および火災の原因となります。

定格感度電流

200mA以下
（動作時間0.1秒以内）

200mA以下
（動作時間0.1秒以内）
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注　記

１．図中、破線部分は現地工事部分（一例）を示します。

２．図中、　　　　部分はプリント板を示します。

３．図中、◎①～◎⑲（TB２）は冷凍機本体の操作回路用端子台を示します。

４．接点部の矢印は、圧力が上昇した場合の、接点の動作方向を示します。

５．現地工事の配線太さは、本図の配線容量を参考にしてください。配線の長さが 20m を超える場合の配線容量は、電圧降下を考慮する必要

がありますので、取扱説明書を参照しでください。

６．除霜用制御回路を組む場合の操作回路用の電源は、冷凍機本体の端子台（TB2）の◎④，◎⑤から取るようにしてください。（但し最大電流

値は 2.0A 以下としてください）

７．冷凍機制御盤の端子台（TB２）の◎⑫、◎⑬は強制停止用です（ユニット停止）。強制停止させる場合は、◎⑫、◎⑬間にスイッチまたはリレー

接点を取付け短絡線と低圧遮断装置（63L）の配線を外してください。

８．冷凍機制御盤の端子台（TB２）の◎⑩、◎⑪の間に冷凍機用警報ブザー（BZ）を必ず取付けてください。

９．端子台（TB２）の◎⑥、◎⑦の短絡線は、図のように押しボタンスイッチ（PB）を取り付けた後は外してください。外さない場合、押ボタ

ンスイッチ（PB）によるリセットができません。

10．ホットガス除霜時に、強制的に 100％運転を実施したい場合は、冷凍機本体制御盤の端子台（TB２）の◎⑭、◎⑮間にスイッチまたはリレー

接点を取り付けてください。

11．低圧遮断装置（63L）は応急運転用です、応急運転時は◎⑫、◎⑬短絡線を外してください。

尚．応急運転はディッブスイッチの設定変更が必要となりますので詳細は取扱説明書を参照ください。

12．寒冷地制御が必要を場合は、外気温度サーシスタ（THM6）を取付けます（現地準備）。

区　分
動力用
操作回路用
現地工事用

線の種類

配線の区分

蒸発温度 動力線の太さ

－5℃

－20℃

－40℃

－10℃

－20℃

－40℃

100mm2

80mm2

80mm2

100mm2

100mm2

80mm2

操作回路の太さ アース線の太さ 定格電流

2.0mm2

2.0mm2

14mm2

22mm2

200A

225A

定格感度電流

配　線　容　量 漏電遮断器容量
型　　式

HCS270A,HCS270AM

HCS270AM

HCS300A,HCS300AM

HCS300AM

配線容量および漏電遮断器（ELB容量）

30mA

30mA

HCS270A，HCS270AM 
HCS300A，HCS300AM
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記　　号 備　　考名　　　　　　　称

KX-M36A4,AM4（1,2号機）
KX-M36A4,AM4（3,4号機）
KX-M40A4,AM4

電動機（圧縮機用）
電動機（送風機用）
電磁接触器（圧縮機用）
電磁接触器（送風機用）
交流器（圧縮機電流検知用）
補助継電器
高圧遮断装置（圧縮機）
高圧遮断装置（ファン全速用）
低圧遮断装置（応急運転用）
サーミスター（吐出ガス温度）
サーミスター（吸入ガス温度）
サーミスター（液温度）
圧力センサー（吸入側）
圧力センサー（吐出側）
インターナルサーモスタット（送風機用）
電磁弁（液インジェクション用）
電磁弁（起動バイパス用）
電磁弁（油戻し用）
ヒューズ
ヒューズ

端子台（主電源用）

電動機に内蔵

5A
10A
60A
75A
75A

配線用遮断器
（圧縮機用）

MC1～4
MFC1～3
52C1～4
52F1～3
CT1～4
X1～3
63H1～4
63F
63L
THM1～4
THM5
THL
PS
Pd
49FC1～3
20A1-1～4-2
20B1～4
20O
EFR1,S1,1,2
EF3～8

FFB1～4

TB1

記　　号 備　　考

不付

名　　　　　　　称
端子台（操作回路用）
トランス
プリント板（制御用）
プリント板（ファンコントローラー）
コンデンサー（送風機用）
運転表示灯
警報表示灯
開閉器（運転／停止）
抵抗器
寒冷地制御用サーミスター（外気温度）
除霜用タイマー
開閉器（ポンプダウン用）
押ボタンスイッチ（警報リセット用）
表示灯（運転用）
表示灯（除霜用）
表示灯（警報用）
電磁接触器（除霜ヒーター用）
温度調節器（除霜解除用）
温度調節器（除霜ヒーター過熱防止用）
温度調節器（庫内温度調節用）
電磁弁（冷媒液用）
ブザー（警報用）
漏電遮断器

TB2
Tr1～3
PWB1
PWB2
C1～3
WL1～5
RL
S1
R
THM6
66DT
SW
PB
WL6
GL
RL6
52H
23D
26H
23R
20C
BZ
ELB

記　号　表
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HCS30A，HCS37A
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 ： フランジ接続

 ： フレアナット接続

 ： ロー付接続

凡例

記号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

全密閉形圧縮機

凝縮器

受液器

アキュムレーター

逆止弁

逆止弁

ドライヤ

ストレーナ

ストレーナ

電磁弁

電磁弁

電磁弁

キャピラリチューブ

阻止弁

阻止弁

サイトグラス

阻止弁

圧力センサー

圧力センサー

溶栓

チェックジョイント

高圧遮断装置

連成計

スクロール式

圧力容器

吐出用

起動バイパス用

吸入用

液インジェクション用

液インジェクション用

過冷却用

起動バイパス用

吸入用

液出口用

液インジェクション用

低圧

高圧（オプション）

ファンコントローラー用

高圧

名　称 備　　考

記号 外径×肉厚 材　質

C1220T-O

a
b
c
d
e
f
g
h
j

31.75×1.6
28.0 ×1.6
25.4 ×1.2
19.05×1.2
15.88×1.2
12.7 ×1.0
 9.53×1.0
 6.35×1.07
 3.0 ×0.8

設計圧力

気密試験圧力

高圧側

低圧側

高圧側

低圧側

3.0MPa

1.7MPa

3.0MPa

1.7MPa

HCS45A
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記号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

全密閉形圧縮機

凝縮器

受液器

アキュムレーター

逆止弁

逆止弁

ドライヤ

ストレーナ

ストレーナ

電磁弁

電磁弁

電磁弁

キャピラリチューブ

阻止弁

阻止弁

サイトグラス

阻止弁

圧力センサー

圧力センサー

溶栓

チェックジョイント

高圧遮断装置

連成計

スクロール式

圧力容器

吐出用

起動バイパス用

吸入用

液インジェクション用

液インジェクション用

過冷却用

起動バイパス用

吸入用

液出口用

液インジェクション用

低圧

高圧（オプション）

ファンコントローラー用

高圧

名　称 備　　考

記号 外径×肉厚 材　質

C1220T-O

a
b
c
d
e
f
g
h
j

31.75×1.6
28.0 ×1.6
25.4 ×1.2
19.05×1.2
15.88×1.2
12.7 ×1.0
 9.53×1.0
 6.35×1.07
 3.0 ×0.8

 ： フランジ接続

 ： フレアナット接続

 ： ロー付接続

凡例

設計圧力

気密試験圧力

高圧側

低圧側

高圧側

低圧側

3.0MPa

1.7MPa

3.0MPa

1.7MPa

HCA55A，HCA75A
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記号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

全密閉形圧縮機

凝縮器

受液器

アキュムレーター

逆止弁

逆止弁

ドライヤ

ストレーナ

ストレーナ

電磁弁

電磁弁

電磁弁

キャピラリチューブ

阻止弁

阻止弁

サイトグラス

阻止弁

圧力センサー

圧力センサー

溶栓

チェックジョイント

高圧遮断装置

電子式流量弁

過冷却器

連成計

スクロール式

圧力容器

吐出用

起動バイパス用

吸入用

液インジェクション用

液インジェクション用

過冷却用

起動バイパス用

吸入用

液出口用

液インジェクション用

低圧

高圧（オプション）

ファンコントローラー用

液インジェクション用

プレート式熱交換器

高圧

名　称 備　　考

記号 外径×肉厚 材　質

C1220T-O

a
b
c
d
e
f
g
h
j

31.75×1.6
28.0 ×1.6
25.4 ×1.2
19.05×1.2
15.88×1.2
12.7 ×1.0
 9.53×1.0
 6.35×1.07
 3.0 ×0.8

 ： フランジ接続

 ： フレアナット接続

 ： ロー付接続

凡例

設計圧力

気密試験圧力

高圧側

低圧側

高圧側

低圧側

3.0MPa

1.7MPa

3.0MPa

1.7MPa

HCS90A
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7.2 マ
ル
チ
シ
リ
ー
ズ

H
C
S120M

，
H
C
S150M

 
H
C
S120A

M
，
H
C
S150A

M



52 H
C
S195M

，
H
C
S210M

 
H
C
S195A

M
，
H
C
S220A

M



53

H
C
S270M

，
H
C
S300M

 
H
C
S270A

M
，
H
C
S300A

M
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8.  運 転 音
8.1 シングルシリーズ
HCS15A HCS22A

HCS30A HCS37A
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HCS45A HCS55A

HCS75A HCS90A
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（a）HCS-Mシリーズ

8.2 マルチシリーズ

HCS120M

HCS195M

HCS150M

HCS210M
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HCS270M HCS300M
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HCS120AM HCS150AM

HCS195AM HCS220AM

（b）HCS-AMシリーズ
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HCS270AM HCS300AM
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9.  制　　　御
9.1 シングルシリーズ
（a）HCS15A、HCS22Aの場合

1 吐出ガス温度制御
本機は吐出ガス温度制御として液インジェクション方式にて行っており、この系統図を図 1に示します。
本方式は、凝縮器で凝縮した液冷媒の一部を、キャピラリチューブを介して圧縮機のスクロール中間室にイン
ジェクションすることにより、液の潜熱で吐出ガスを冷却するものです。インジェクションするところは圧縮
途中の中間圧力部のため、吸入側の冷媒循環量に影響を与えず、冷却性能に影響を与えることもなく冷却する
方法です。
インジェクションは 2段階制御になっており、少量のインジェクションを制御する圧縮機の運転と同期して開
閉する電磁弁（20A1）とメインの吐出ガス温度制御を行う吐出ガス温度検出用サーミスタと連動する電磁弁
とにより制御を行います。
また、一時的に吸入側から液戻りがある場合には、圧縮機が冷えすぎて冷凍機油の粘度が低下する可能性があ
るため、吐出ガス用サーミスタと連動させた電磁弁をOFFし、インジェクション量をコントロールすることに
より制御しています。

2 始動バイパス制御
圧縮機起動に先立ち、始動負荷軽減として図 2に示すように 30秒間電磁弁（20B）を開き、吐出側の高圧圧
力を低圧側に逃がす始動バイパスを行い、始動時に圧縮機内をいったん低圧の圧力にバランスした後に始動す
るようにしてあります。

図 1　液インジェクション系統図

圧縮器 液インジェクション用

電磁弁
圧縮機と同期
して開閉（ ）

電磁弁
サーミスタ検知温度
により開閉（ ）

キャピラリチューブ

受液器

過冷却器

凝縮器

図 2　始動バイパス系統図

逆止弁 電磁弁

バイパス通路

吸入圧縮機
吐出

サーミスタ
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保護装置作動時のセグメント表示内容を、下記に示します。（プリント板のセグメントにアラームコードを自動的に表示します。）
セグメント表示 作動保護装置 作　動　値 備　　　　考

63（Ｈ）
高圧遮断装置

CT
電流センサ

THD
吐出ガス過熱防止用サーミスタ

逆相防止装置 電流逆相時 電源投入時のみ

3.0MPa 2.3MPaにて復帰

HCS15A：17A

HCS22A：25A

120℃

圧縮機電流が過電流検出値に達した時点でリトラ
イ停止30秒後再起動し、30分以内に再度圧縮機
電流が過電流検出値に達すると表示。

Tdが120℃に達した時点でリトライ停止9分後再起
動し、70分以内に再度Tdが120℃に達すると表示。

（3）

機種設定

（1）

（2）

２．６
５４ ２．４

1.4
１．５０．９～１．０

１．５
１．７

54℃ ２．４
２．６

HCS15A

HCS15A出荷時設定

HCS22A出荷時設定

HCS22A

B特性（低騒音モード）（HCS22A出荷時設定） D特性（高圧モード）（HCS15A出荷時モード）

演算起動（HCS15A出荷時設定）定速起動（HCS22A出荷時設定）

緑

黄

集中

容量 冷媒系統

オプション

電源

（
圧
）　
上

配
管

外
気

試運転

赤

主

S

S

補

補

63H1

TR

52C

52CS

53H2

主

室内

3 コントローラ

停止理由コード、点検モードにより確認可能です。下記に示します。
セグメント表示 セグメント表示停　　止　　理　　由 停　　止　　理　　由

低圧圧力低下による停止

アラームによる停止

瞬時停電およびマイコンリセット

過電流検出によるリトライ

吐出ガス温度過熱リトライ

（4）



62

注） PSW1. 2の取付位置は前ページプリント板（図）を参照方。

5

前ページ
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4 ファンモータ特性
図 3に示しますように一般的にファンモータの回転トル
ク（Tm）は電圧（E）の 2乗と比例関係にあります。また、
ファンの回転トルク（Tf）は回転数（N）の 2乗と比例
関係にあります。実際は、このファンモータの回転トル
ク（Tm）とファンの回転トルク（Tf）が釣合点にて回転
するため、電圧に比例して回転数が変化します。

5 液温検知用サーミスタ特性
図 4にサーミスタの温度と抵抗の関係を示します。サービス時のサーミスタチェックをする場合の目安として
利用してください。

図 3　モータとファンのトルク対速度特性

図 4　サーミスタ抵抗値特性
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6 バックアップ、サ－ミスタ異常検出、全速運転
通常は前述の内容で、液温度によりファンスピード制御を行いますが、次のような制御も行います。
（1）バックアップ

圧縮機の吐出圧力に対する液温度の追従遅れやサーミスタ故障時などにより、送風機が定速の状態で異常
高圧、さらには高圧カットにより異常停止することを防止するため、受液器出口の液配管に高圧遮断装置
（63F）を取り付け、この作動信号がコントローラに入力されると強制的に全速（200V出力）運転する
ようにしてあります。
この高圧遮断装置（63F）の作動値を下記に示します。

（2）サーミスタ異常検出
サーミスタが外れたり、ショートしますと正確な温度検出ができなくなります。この場合にコントローラ
が正常か否かをチェックし、正常でない場合にはあらかじめ設定してある一定電圧にて制御します。
このセンサー異常が復帰すれば自動的に通常制御に戻ります。

（3）全速運転
原因が不明で送風機が停止したりする場合には、プリント板上のディップスイッチを切り換えることによ
り、全速運転（200V出力）を行うことができます。
ただし、動力回路部分が故障している場合は機能しません。この場合は、コントローラから外して直結に
て運転することが必要です。

7 ホットガスを利用する場合
コンデンシングユニット内の吐出配管途中には、ホットガスを外部に取り出しやすいように取出口を設けてあ
ります。ただし、この取出口を利用する場合は、サーミスタにて検出した液温によるファンスピード制御だけ
で高圧圧力を制御できるとは限りません。
特に、ホットガス除霜などでホットガスが凝縮器を通過しない場合は、圧縮機の吐出圧力（高圧圧力連成計に
現れるもの）が過渡的に相当降下することが予想されますので、ホットガス経路に高圧圧力調整弁（例：ダン
フォス㈱製の場合、KVR12，KVR15）を取り付けて、吐出圧力が 1.0MPa以下にならないようにしてくださ
い。これは、圧縮機内の給油に影響しますので、必ず実施してください。

高圧遮断装置 作　動　値 備　　考
63F

（送風機全速用） 2.6MPa 2.3MPa で復帰
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（b）HCS30A、HCS37A、HCS45A、HCS55A、HCS75A、HCS90Aの場合

●ここでは制御全体の説明をしています。試運転時に必要な初期設定は、試運転時の手順・ご注意に記載し
てあります。

（11）、（12）項の保護制御は、冷凍サイクル機器および電気・電子部品の許容範囲を超えると予想され
た場合、通常運転とは異なる運転をして製品を保護します。
この制御の結果、許容範囲内で運転継続可能な状態に戻った場合は、保護制御を解除し通常運転に戻り
ます。

本ユニットには、下表の制御機能があります。また、各制御内容の詳細を次ページ以降に示します。

1 ユニットコントローラーの制御項目一覧

制御分類 制　御　名　称 記載ページ

表　　示
（1）表示方法 66
（2）表示項目 68

起　　動 （3）起動バイパス制御 70

通常運転制御

（4）圧縮機の運転制御 70
（5）吐出ガス温度制御 71
（6）圧縮機の強制運転 71
（7）圧縮機の強制停止（手動） 71
（8）圧縮機の強制停止（接点入力） 71

補助制御
（9）オプション制御機能 72
（10）制御圧力値シフト制御 72

保護制御
（11）吐出ガス温度過熱防止 73
（12）過電流防止・圧縮機電流異常 73

異常停止制御

（13）逆相・欠相 73
（14）吐出ガス圧力センサー異常 73
（15）吸入ガス圧力センサー異常 73
（16）吐出ガス圧力過昇 73
（17）吐出ガス過熱度不足 73
（18）吐出ガス温度サーミスター異常 73
（19）瞬時停電制御 73
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（1）表示方法
本ユニットの運転状態は「ユニットコントローラー」のセグメントで見ることができます。

セグメントの表示モードとしては 通常表示モード 、 運転データ表示モード 、 アラーム履歴表示モード と  
異常発生時の運転データ表示モード があります。

電源投入時は 通常表示モード になりますので、運転状態、各種コードを表示させるときは、ユニットコン
トローラー上にあるPSW3を3秒以上押して 運転データ表示モード にしてください。

セグメントに表示されるコードは、PSW1（△）とPSW2（▽）のどちらかを押すと次ページ「表示項目」の順
番に従い変わりますので、確認したいコードに調整してください。
PSW3を再び3秒以上押すと表示は消えます。コード確認後は消してください。

② アラーム履歴表示モード 
　表示モードはPSW1（△）で切り換えます。

通常表示モード
（電源投入時のモード）

PSW1を3秒
以上押す。
または、PSW
を30秒間操
作しない。

PSW1を3秒
以上押す

アラーム履歴 
表示モード ・セグメントにアラームコードを表示

電源投入時は 通常表示モード になりますので、アラーム履歴を表示させるときは、ユニットコントロー
ラー上にあるPSW1（△）を 3秒以上押して アラーム履歴表示モード にしてください。
アラーム履歴には、68ページ「表示項目」のうちコード表示「E0～E3」に表示されたデータを発生順にコー
ド「C1, C2, …C9」へ表示します。（「C1」に表示されるアラームが最も古いアラームになります。）

・本表示モードに切り換えると、まず最新のアラーム番号がデータ表示部へ表示されます。この後、
PSW1（△）が押された場合 2番目に新しいアラーム番号を表示します。以下PSW1（△）を押すたびに
最新アラームから古いアラームへ表示が切り換わります。また、PSW2（▽）を押すと古いアラームか
ら最新アラームへ表示が切り換わります。

・PSW1（△）を再び3秒以上押すか、30秒間PSWを操作しないと表示は消えます。

・アラーム履歴をクリアする場合は、 アラーム履歴表示モード 中にDSW1-1をONにしてください。

③PSW1とPSW3を同時に 3秒以上押すとセグメント表示が出ますが、基板メンテナンス用コードですの
で使用しません。
　誤って表示した場合は、再度PSW1とPSW3を同時に3秒以上押して通常表示モードにしてください。

・正常運転時は吸入ガス圧力を表示
・ 保護制御中および異常発生時はデー
タ表示部に対応するデータを表示

運転データ
表示モード ・セグメントにコード、データを表示

PSW3を
3秒以上押す

PSW3を
3秒以上押す

通常表示モード
（電源投入時のモード）

・正常運転時は吸入ガス圧力を表示
・ 保護制御中および異常発生時はデー
タ表示部に対応するデータを表示

2 ユニットコントローラーの制御説明

① 運転データ表示モード  
　表示モードはPSW3で切り換えます。

ユニットコントローラー
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④ 異常発生時の運転データ表示モード
表示モードはPSW3で切り換えます。 電源投入時は 通常表示モード になりますので、 異常発生時の運
転データを表示させるときには、ユニットコントローラー上にあるPSW1（△）を3秒以上押して
アラーム履歴表示モード にした後、PSW3を3秒以上押して 異常発生時の運転データ表示モード にして
ください。
セグメントに表示されるコードは、PSW1( △ ) と PSW2( ▽ ) のどちらかを押すと次ページの「●各
種データ表」の※印のコードが順に表示されますので、確認したいコードに調整してください。
PSW3を再び3秒以上押すと、異常発生時の運転データ表示は アラーム履歴表示モード に戻ります。
30秒間PSWを操作しないと、運転圧力表示に戻ります。
　
（注）1. 本モード中は、コードNo. の末尾に点表示（　　      ）をします。

⑤ユニットコントローラーへの電源投入時に、一瞬制御ソフトNo. セグメント表示が出ます。

⑥ PSW1とPSW3を同時に3秒以上押すとセグメント表示が出ますが、基板メンテナンス用コードですの
で使用しません。
　誤って表示した場合は、再度PSW1とPSW3を同時に3秒以上押して消灯（ 通常表示モード ）してください。
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コード 表　示　内　容 データ表示範囲 ステップ 備　考

圧縮機運転状態 運転状態参照 ―

圧縮機強制ON値 －0.06～1.29MPa 0.01 DSW2-1 ON時のみ

圧縮機ON値 －0.06～0.99MPa 0.01

圧縮機OFF値 －0.07～0.98MPa 0.01

吐出ガス圧力 0.00～3.34MPa 0.01 オプション

吸入ガス圧力 －0.11～0.98MPa 0.01

圧縮機強制ON飽和温度 ― 0.1 DSW2-1 ON時のみ

圧縮機ON飽和温度 ― 0.1

圧縮機OFF飽和温度 ― 0.1

吐出ガス温度 1～142℃ 1

吸入ガス温度 －70～92℃ 1 オプション

液冷媒温度 －30～80℃ 1 オプション

外気温度 －43～80℃ 1

圧縮機運転電流 0～128Ａ 1

吐出ガス過熱度 0～127℃ 1 オプション

吸入ガス過熱度 0～127℃ 1 オプション

電子膨張弁開度 0～2000パルス 10 搭載機のみ

圧縮機起動遅延(設定) 30～180秒 1

圧縮機起動遅延(残時間) 0～180秒 1

リトライ制御理由 リトライコード参照 ―

最新アラームコード アラームコード参照 ―

制御ソフトNo. ― ―

（2）表示項目
運転データ表示モード (PSW3を 3秒以上押す）で運転状態や各種データを表示させることができます。
・「データ」と「コード」を交互に点滅表示します。
・PSW1を押すと次の項目（コードとデータ）を交互点滅表示します。
・PSW2を押すと前の項目（コードとデータ）を交互点滅表示します。

●表示項目 
　例：[P][d][  ][  ] ←交互点滅→ [－][0.][0][2]は「吸入ガス圧力が－ 0.02MPa」を示します。

●各種データ

※印コードは 異常発生時の運転データ表示モード のときに表示されるコードです。

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

 

 

※ 

※
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データ

①のセグメント ②のセグメント ③のセグメント
（外部信号）

④のセグメント
（圧縮機状態）

表示しません 表示しません

なし 運転

強制停止 起動バイパス制御

寒冷地シフト 停止

強制停止＋寒冷地シフト リトライ停止

－ 異常停止、圧縮機切り離し

●アラーム・リトライコード詳細
　①通常表示モードの場合：アラームコードと吸入ガス圧力を交互点滅表示します。
　　例：コード＆データ [E][0][0][2] ←交互点滅→吸入ガス圧力 [－ ][0.][0][2]
　②運転データ表示モードの場合：コードとデータを交互点滅表示します。
　　例：コード [E][0][　][　] ←交互点滅→データ [　][　][0][2]

（注）データ「00」は運転データ表示モードにおいて、アラーム・リトライがない場合に表示します。
（運転データ表示モードでは、異常検出時以外の圧縮機停止中も「00」を表示します。）

コード 表示内容 データ 理由（○は通常モードで発生時表示）

コンデンシング
ユニット
異常停止理由

異常停止以外

○ 高圧圧力遮断装置

○ 伝送異常

○ 電源相異常

○ 吐出ガス過熱度不足

○ 高圧圧力センサー異常

○ 吐出ガス温度サーミスター異常

○ 低圧圧力センサー異常

○ 圧縮機電流異常

リトライ停止理由

リトライ停止以外

○ 瞬時停電制御

○ 吐出ガス温度過熱異常（通常モードでは停止中表示）

○ 圧縮機電流異常（通常モードでは30分間表示）

●運転状態詳細
　例：コード[C][0][  ][  ]←交互点滅→データ[  ][  ][0][0]は「外部信号がなく正常運転中」を示します。
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（3）起動時の制御
圧縮機起動条件になると起動バイパス制御をします。

・ 起動バイパス制御
圧縮機を起動する前に、起動負荷軽減として右図に
示すバイパス回路の電磁弁（20B）を30秒間開き、吐
出側の高圧圧力を低圧側に逃がす起動バイパスをし、
圧縮機内を一旦低圧の圧力にバランスさせた後に起
動するようにしてあります。

圧縮機吐出

逆止弁
起動バイパス
電磁弁(20B)

吸入

バイパス回路

（4）圧縮機の運転制御
①吸入ガス圧力が「圧縮機ON値」以上の場合は、起動バイパス制御（30秒）後に圧縮機をONします。
　吸入ガス圧力が「圧縮機OFF値」以下の場合は、圧縮機をOFFします。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②圧縮機ON/OFF 回数を低減するために、圧縮機がOFFしてから再度ONするまでの遅延時間を設定す
ることができます（0～ 180秒）。 
遅延時間が経過するまでは吸入ガス圧力が「圧縮機ON値」以上に到達しても圧縮機をONしません（出
荷時設定：180秒）。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③遅延時間中に吸入ガス圧力（庫内温度）が異常に高くなった場合、遅延をキャンセルし強制的に圧縮機
をONさせる「圧縮機強制ON値」を設定することができます。
設定は「圧縮機ON値」との差（ディファレンシャル）で設定し、「圧縮機強制ON値」の表示は「圧縮機
ON値＋差（ディファレンシャル）」を表示します（出荷時設定：ディファレンシャル0.00）。機能を有効
にするにはDSW2-1をONにしてください（出荷時設定：無効）。

圧縮機ON値

圧縮機OFF値

液電磁弁

起動バイパス制御

圧縮機

吸入ガス圧力

OFF

OFF

OFF
ON

ON

ON(30秒)

圧縮機ON値

圧縮機OFF値

液電磁弁

起動バイパス制御

圧縮機

吸入ガス圧力

OFF

遅延時間
ON

ON

ON(30秒)

ON

圧縮機ON値

圧縮機OFF値

液電磁弁

起動バイパス制御
圧縮機

吸入ガス圧力

OFF

遅延時間
ON

ON

ON(30秒)

ON 強制ON

圧縮機強制ON値
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（5）吐出ガス温度制御
吐出ガス温度制御サーミスターにより吐出ガス温度制御をし、液インジェクション流量は吐出ガス温度(Td)
に応じて4段階制御します。

（6）圧縮機の強制運転
ディップスイッチの操作により圧縮機を強制的に運転することができます。
①「運転 /停止」スイッチを「停止」にします。
② DSW1-2をONにします。（強制運転設定）
③「運転 /停止」スイッチを「運転」にします。

（7）圧縮機の強制停止（手動）
ディップスイッチの操作により圧縮機を強制的に停止することができます。
①「運転 /停止」スイッチを「停止」にします。
② DSW1-3をONにします。
③「運転 /停止」スイッチを「運転」にします（強制停止に設定）。

（8）圧縮機の強制停止（接点入力）
端子台（TB2）⑬－⑭間の短絡線を外して、リレーなどの接点を結線し、接点がOFF（開）の間は圧縮機を強
制的に停止します（圧縮機OFF状態）。接点がON（閉）し、起動条件が成立すれば圧縮機は運転します。

●各ステップの電磁弁制御

●ステップアップ、ダウン条件

（注）1. 圧縮機停止中は、ステップ0になります。
       2. ステップは1段階ごとに移り、ステップ移行後30秒間は他のステップへの移行はしません。
       3. 吐出ガス温度≧100℃が1秒経過した場合は、その時点でステップ3へ移行します。
       4. 圧縮機運転前の吐出ガス温度が90℃以上になっている場合はステップ2から制御開始します。

1段目電磁弁
（20A-1）

2段目電磁弁
（20A-2）

液インジェクション
流量比の目安

ステップ0 OFF OFF 0％
ステップ1 ON OFF 30％
ステップ2 OFF ON 70％
ステップ3 ON ON 100％

移　行　条　件

ステップ0→1 ・停止中の圧縮機が運転してから2秒経過後。・圧縮機運転中にステップ0→1に移行した後、Td≧60℃になった場合。
ステップ1→2 ・圧縮機運転中にTd≧90℃になった場合。
ステップ2→3 ・圧縮機運転中にTd≧90℃になった場合。
ステップ3→2 ・圧縮機運転中にTd＜60℃になった場合。
ステップ2→1 ・圧縮機運転中にTd＜60℃になった場合。
ステップ1→0 ・圧縮機が運転してから吐出ガス温度＜50℃の状態が1分間継続した場合。
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（9）オプション制御機能
圧力センサーや温度サーミスターを追加（現地準備）することで、表示制御機能を付加することができます。

（10）制御圧力値シフト制御
外気温度サーミスターによる検知や接点入力により制御圧力値シフト制御します。、本制御は、極寒冷地
など外気温度の低い場所に設置された場合で、低圧圧力が上昇しずらい時に冷凍機の起動条件を確保する
ための補助手段です。
①制御内容 
すべての圧縮機が30分間以上停止し、かつ圧縮機停止中の外気温度サーミスターの検出温度が－5℃以
下になっている場合、または端子台（TB2）⑫～⑭（㉔～㉖）間に接点入力（ON)された場合は、制御圧力
値を下表に示す固定の制御圧力値に切り換えます。

　本制御は、圧力値シフト後の圧縮機運転積算時間が 3分間以上になった後に、吸入圧力がシフト前の圧縮
機ON値以上になった時点で終了します。

吐出ガス
圧力センサー

吸入ガス温度
サーミスター

液冷媒温度
サーミスター

追加後のDSW設定 DSW2-3をON － －
圧力表示 ○ － －
温度表示 （標準） ○ ○
過熱度表示 ○ － －
過熱度不足警告 ○（※） － －
※DSW2-3および2-4がONの場合。

●吐出ガス圧力センサーの取付方法

①吐出ガス圧力センサーをゲージ部の空きスペースに取り付けます。
②吐出ガス配管のフクロナットとシールキャップを外します。
③φ6.35フレア配管を製作し、圧力センサー～フクロナット部を接続します。
④センサーのコネクターを制御基板のCN4コネクターに接続します。
⑤センサーのリード線を他の配線（200V）とまとめないようにして適宜結束します。
⑥制御基板のDSW2-3と2-4をONし、オプション機能を有効にします。
※取り付け個所は高圧ですので、取り付けの際は十分注意してください。

●吸入ガス温度差サーミスターの取付方法

①吸入ガス温度サーミスターを吸入配管（ストレーナ付近）の結束パンタイ（2本）で固定します。
②サーミスターを配管断熱で断熱し、結束パンタイで断熱材の両端を固定します。
③サーミスターのコネクタを制御基板のTHM10コネクターに接続します。
④サーミスターのリード線を他の配線（200V）とまとめないようにして適宜結束します。

●液冷媒温度サーミスターの取付方法

①液冷媒温度サーミスターを液出口配管（サイトグラス付近）の結束パンタイ（2本）で固定します。
②サーミスターを配管断熱で断熱し、結束パンタイで断熱材の両端を固定します。
③サーミスターのコネクターを制御基板のTHM8コネクターに接続します。
④サーミスターのリード線を他の配線（200V）とまとめないようにして適宜結束します。

必要部品 ・吐出ガス圧力センサー
・接続配管（φ6.35フレア配管）

部品No.P22518
－

必要部品
・吸入ガス温度サーミスター
・配管断熱
・結束パンタイ

部品No.R4221
－
－

必要部品
・液冷媒温度サーミスター
・配管断熱
・結束パンタイ

部品No.P16887（P17274）
－
－

制御圧力値 固定制御圧力値（MPa）

圧縮機ON値 0.02
圧縮機OFF値 －0.01（－0.02）

制御圧力値シフト制御の固定圧力値
端子台

⑫ ⑭
（㉔）（㉖）

注（　）内数値は
HCS40～90Aを
示します。

注（　）内数値は
HCS40～90Aを
示します。
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（11）吐出ガス温度過熱防止
・吐出ガス温度用サーミスターの検出温度が110℃以上になった時点で、圧縮機を一旦停止します。 
（セグメントにリトライ制御理由「P6」を表示）
・その後、検出温度が75℃以下になると再運転します。

（12）過電流防止・圧縮機電流異常
・圧縮機運転電流が下表の設定値以上になった時点で、設定値以上になった圧縮機を一旦停止します（過
電流防止）。
（セグメントにリトライ制御理由「P7」を表示）
・その後、圧縮機起動条件になれば再運転します。
・リトライ停止後、30分以内に更に2回リトライ停止した場合は、その時点で異常停止します（圧縮機電
流異常）。
（セグメントに異常停止理由「39」を表示）

（13）逆相・欠相
運転開始時（ユニットコントローラーへ基板の通電時）に逆相・欠相（T相）があった場合は異常停止します。
（セグメントに異常停止理由「05」を表示）

（14）吐出ガス圧力センサ異常（オプション）
吐出ガス圧力センサの変換値が異常（3秒連続）になった場合は異常停止します。
（セグメントに異常停止理由「21」を表示）

（15）吸入ガス圧力センサー異常
吸入ガス圧力センサーの変換値が異常（ショート10分連続、オープン30分連続）になった場合は異常停止
します。
（セグメントに異常停止理由「29」を表示）
異常カウント中は圧縮機を停止させ「　　　」または「　　　」を表示します。

（16）吐出ガス圧力過昇
高圧遮断装置（63H）が作動した場合は異常停止します。
（セグメントに異常停止理由「02」を表示）

（17）吐出ガス過熱度不足（オプション）
吐出ガス過熱度10℃未満の状態が1時間継続した場合は異常停止します。
（セグメントに異常停止理由「07」を表示）
原因を処置するまでの間DSW2-3をOFFすることでキャンセルすることも可能です。

（18）吐出ガス温度サーミスター異常
吐出ガス温度サーミスターの変換値が異常（3秒連続）になった場合は異常停止します。
（セグメントに異常停止理由「23」を表示）

（19）瞬時停電制御
圧縮機起動時の電圧降下（約160V）や運転中の瞬時停電の場合は、一旦停止して再運転します。
（停止中はセグメントにリトライ制御理由「P4」を表示。）

型　式 設定値（A）
HCS30A 35
HCS37A 42.5
HCS45A 60
HCS55A 65
HCS75A 70
HCS90A 70
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一部の項目については設定変更により内容を変更することができます。
特に変更する理由がない場合は、出荷時のままで運転してください。

（1）設定変更可能なモードへの切り換え
①設定モード 
　ディップスイッチ（DSW）1-4をONにすることにより設定モードに入ります。
　設定モードで変更できる項目を下表に示します。

3 設　定

    設定変更方法

①DSW1-4：ONで設定変更可能なモードに移ります。
② セグメントのコード部およびデータ部に項目が表示されるので、PSW1（△）またはPSW2（▽）で設定
項目を選択してください。
　設定可能項目は、セグメントのコード部が点滅します。
③変更したい項目に合わせ、PSW3を 3秒以上押してください。
　セグメントのコード部およびデータ部が点滅し、設定変更可能状態になります。
④PSW1（△）またはPSW2（▽）で設定したい値に変更してください。
⑤設定値を変更したら再びPSW3を3秒以上押して設定を完了します。
　セグメントのコード部が点滅、データ部は点灯になります。
⑥他の項目の設定を変更する場合は②～⑤をくり返してください。
・ 設定を変更した値は、 変更した時点で（④の状態）で有効になりますが、 ⑤の操作をした時点で値を保
存します。

　（電源が切られても保存されます）
　この後DSW1-4 を OFFにしても変更した値で運転します。
⑦圧縮機強制ON値を有効にするにはDSW2-1 を ONにしてください。

（2）ディップスイッチによる設定変更
　ユニットコントローラー上のディップスイッチを操作することにより設定の一部を変更することができます。
変更できる内容を下表に示します。

※1.  DSW1-1のアラームコードクリアは電源ON中に アラームコード履歴表示モード で実施してくだ
さい。

　　その他の項目については、一旦電源をOFFしてから設定を変更してください。
※2.  設定を変更した場合、使用範囲を外れる恐れがありますので、通常は出荷時設定で運転し、変更

する場合は運転状況に注意してください。

設定項目 コード表示 設定範囲 ステップ 初期値

圧縮機遅延時間 30～180（秒） 15 180

圧縮機強制ON値差 0.00～0.30（MPa） 0.01 0.00

吸入ガス圧力センサー
圧力補正値 －0.03～0.03（MPa） 0.01 0.00

DSW 設定内容 出荷時 設定変更時
DSW1-1 ※1 アラームコード アラームコード保存 OFF アラームコードクリア ON
DSW2-1 圧縮機強制ON値 無効 OFF 有効 ON
DSW2-4 ※1 吐出ガス過熱度不足警報 無し OFF 有り（オプション） ON
DSW1-2 圧縮機強制運転 自動運転 OFF 強制運転 ON
DSW1-3 圧縮機強制停止 自動運転 OFF 強制停止 ON
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DSW1

ON 1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8

電源
（赤）

センサー断線
（緑）

PCN3（通常） PCN4（応急）

ファンモーター動力
電源出力側 コネクタを差し替える

（電源をOFFして差し替えてください。）

ファンモーター
動力電源入力側

PCN1

出荷時
設定

ディップ
スイッチ

特性
A特性
B特性
D特性

DSW1
1　　　　2

OFF　 　OFF
OFF　　  ON
ON　　   ON

ディップ
スイッチ

特性
定速
演算

DSW1
3

ON
OFF

出荷時
設定

電　源

センサー
断　線

冷媒液温を検出するサーミスターが断
線または短絡し、検出不可能な場合に
点灯します。

　制御としては、あらかじめ設定して
　ある一定回転数で送風機を回転し
　ます。
上記異常発生後、部品交換などで復旧
されれば、自動的に通常制御に戻りま
す。

センサー断線

電源が投入されると、点灯します。

表示灯（LED）

通　常

応急および点検用としてセットする
ところで強制的に全速運転に入ります。
PCN3のコネクターをPCN4に差し込ん
でください。

通常接続するところで圧縮機運転中に
冷媒液温によって自動的に回転数を制
御します。

「通常」－「応急」切換方法

応　急

・他のスイッチ（4～8）は図の位置から変更しないでください。
・ディップスイッチの設定を変更する場合、一旦電源をOFFして行ってください。

電気箱

（1）ファンスピードコントローラーは、電子回路ですので絶縁抵抗の測定について次の点にご注意ください。
・DC500Vメガーにて動力部（200V回路接続部）と接地間で測定してください。
その他の部分は電子回路の弱電部ですので測定はしないでください。

・異極間測定はしないでください。電子部品を破損する恐れがあります。（例えばR,S 間）
（2） ファンスピードコントローラープリント板上の表示灯（LED）およびスイッチの見方、操作方法を下図に示します。

（3）コントローラー特性
ファンスピードコントローラーは、凝縮器出口の冷媒液温度をサーミスターで検知して、その温度によりファンモー
ターへの供給電圧を変化させてファンの回転数を制御します。
凝縮器出口の冷媒液温度とコントローラー出力電圧との関係を下図に示します。

ファンスピード制御特性（ファン特性）

B特性（標準モード）

200

160

120

100

80

40

0
14  16  18  20  22  24  26  28  30  32  34  36  38  40  42  44  46  48  50  52  54 

凝縮器出口冷媒温度（℃）

電源 AC200V 50/60Hz

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
力
電
圧
（V）

A特性

B特性

D特性

60Hz

50Hz

A特性（省エネモード）
D特性（低騒音・高圧モード）

ファン特性の比較

4 ファンスピードコントローラーの制御説明

特性
項目

B特性
（標準モード）

A特性
（省エネモード）

D特性
（低騒音・高圧モード）

主な用途 民家が近くにあるので騒音
値を低くしたい場合

近くに民家がなく騒音が特
に問題にならなく、省エネ
を重視したい場合

更に低騒音にしたい場合、液
冷媒除霜などで運転時の液温
を高めておきたい場合

ファンが最高回転数
（全速）になるとき

液温度で約52℃、高圧圧力
で約2.4MPa

液温度で約35℃、高圧圧力
で約1.6MPa

液温度で約52℃、高圧圧力で
約2.4MPa

ファンが
停止するとき 液温度で約15℃、高圧圧力で約0.9MPaで停止します。 液温度で約32℃、高圧圧力で

約1.5MPaで停止します。
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（5）バックアップ機能
①強制全速運転（200V出力）
圧縮機の吐出圧力に対する液温度の追従遅れや、サーミスター故障などにより、高圧圧力が異常に上
昇することを防止するため、吐出配管に高圧遮断装置（ファン全速用）を取り付け、この作動信号がコ
ントローラーに入力されると、強制的に全速運転（200V出力）するようにしてあります。
この高圧遮断装置（ファン全速用）の作動値は2.54MPaで作動し、2.25MPaで復帰するように設定して
あります。
②センサー断線
サーミスター異常時（断線または短絡により冷媒液温度が検出不可能な場合）には、あらかじめ設定し
てある一定電圧でファンを回転します。（コントローラープリント板上の表示灯：センサー断線が点灯
します。）
このセンサー異常が復帰すれば自動的に通常制御に戻ります。

サーミスター抵抗値特性

（kΩ）

温     度   (℃)
0      10    20    30    40      50    60     70

40

30

20

10

0

35

20.5

8 5.2 3.5 2.4 1.7

12.5

起動方式の比較

起動方式 定速起動 演算起動

起動時より液温度を検出し、電圧
を制御します。寒冷地などで起動
時急激な低圧圧力の低下を防止す
るための制御機能です。
低騒音にしたい場所にも有効です。

起動時、30秒間液温度に関係な
く、一定電圧で制御をし、液温
度がA特性で約33℃、 B特性で
約41～44℃以上の場合は通常
制御に移行します。

制御機能

（4）液温検知サーミスター特性 
サーミスターの温度と抵抗の関係を右図に示しま
す。 
サービス時のサーミスターチェックをする場合の
目安として利用してください。
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9.2 マルチタイプ
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HCS150AM
HCS150M

HCS270AM
HCS270M

HCS220AM
HCS220M

HCS300AM
HCS300M
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9.3 基本運転パターン
例1. HCS30A、HCS37Aの場合

注1）液インジェクション用電磁弁は吐出ガス温度によりON/OFFします。（詳細は71ページを参照）
注 2）圧縮機OFFから再起動までの遅延時間経過後に起動動作に移行します。（詳細は70ページを参照）

元電源(ELB)

ON

OFF

運転/停止スイッチ(S1)

庫内サーモ(23R) ・ 液電磁弁(20C)

圧縮機 ON値吸入ガス圧力

圧縮機OFF値

起動バイパス電磁弁(20B)

圧縮機(MC)

液インジェクション電磁弁(20A1)

液インジェクション電磁弁(20A2)

遅延時間(注2)

30秒

(注2)

(注1)

(注1)
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例2. HCS270M、HCS270AM、HCS300M、HCS300AMの場合

注1）ローテーション運転機能を選択している場合は、運転時間平準化のために起動停止順序は固定されません。
注 2）液インジェクション用電磁弁は吐出ガス温度によりON/OFFします。（詳細は82ページを参照）
注 3）吐出ガス圧力が低下した場合は送風機をOFFします。（詳細は88ページを参照）
注 4）オイルバック運転機能を選択している場合は、定期的にオイルバック運転動作をします。（詳細は84ページを参照） 
　その他制御機能（プルダウン制御、インチング防止制御、強制フル）により動作が変化する場合があります。（詳細は83ページ参照）

注 5）吸入ガス圧力がカットイン・カットアウト値に到達し、遅延時間経過後に圧縮機起動停止動作に移行します。（詳細は81ページを参照）

元電源(ELB)

ON

OFF

運転/停止スイッチ(S1)

基板(PWB1,2) ・ 運転ランプ(WL5)

庫内サーモ(23R) ・ 液電磁弁(20C)

ｶｯﾄｲﾝ(台数増)

ｶｯﾄｱｳﾄ(台数減)吸入ガス圧力

停止圧力

起動バイパス(20B1)

圧縮機(MC1)

液インジェクション(20A1-1)

液インジェクション(20A1-2)

起動バイパス(20B2)

圧縮機(MC2)

液インジェクション(20A2-1)

液インジェクション(20A2-2)

起動バイパス(20B3)

圧縮機(MC3)

液インジェクション(20A3-1)

液インジェクション(20A3-2)

遅延時間(注5) 遅延時間(注5)

起動バイパス(20B4)

圧縮機(MC4)

液インジェクション(20A4-1)

液インジェクション(20A4-2)

N
o
.
1

N
o
.
2

N
o
.
3

N
o
.
4

凝縮器用送風機(左/52F1)

凝縮器用送風機(中央/52F2)

凝縮器用送風機(右/52F3)

油分離器(20o)

30秒

30秒

30秒

30秒

(注4)

(注2)

(注2)

(注4)

(注2)

(注2)

(注4)

(注2)

(注2)

(注4)

(注2)

(注2)

(注3)

(注3)

(回転数可変)

(回転数可変)

(回転数可変)
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10.  製品の様子がおかしい時の処置
10.1 シングルシリーズ
（a）HCS15A、HCS22Aの場合

1　圧縮機の異常音
一般に圧縮機の異常音は次の場合に起こります。不適当な工事の場合には圧縮機が正常に運転していても音響
が外部にでることがありますから注意しなければなりません。

① 圧縮機の運転
(a) 始動と同時に異音が発生 
電源の接続が逆相の場合には圧縮機が逆転し、異音が発生します。ほとんどの場合は過電流継電器が作動し
て異常停止しますが、異常停止しない場合には直ちに圧縮機を停止し、電源の相を正相に直してから再運転
を実施してください。本ユニットには逆相を検出する機能があり、逆相の場合は警報表示を行い運転に入ら
ないようにしてあります。ただし、圧縮機用電磁接触器を手動にて強制的にONにすると、通電され逆転し
ますので、絶対に圧縮機用電磁接触器を手動にて強制的にONしないようにしてください。 
また、特に圧縮機のサービスなどでユニットの電源端子台の２次側で配線を外した場合、元と同じように
結線しないと逆相検出機能が正相と判断しても、必ずしも圧縮機が正転になりません。必ず元と同じよう
に結線すると共に、始動時注意深く、圧縮機の異音の有無を確認するようにしてください。

(b) 停止時と同時に異音が発生 
圧縮機チャンバー内の吸入側に逆転防止用の逆止弁が内蔵されています。これは停止時高圧ガスが低圧側
に圧力差で逆流することにより、圧縮機が逆転することを防止するためのものです。この逆止弁の漏れが
多い場合には逆転音が発生します。 
判断の目安としては、ポンプダウンスイッチにより液電磁弁を全部閉にし、ポンプダウンにて停止した時
の吸入圧力が 1分間に約 0.2MPa以上上昇する時は逆止弁の漏れがある場合です。吸入側に別途逆止弁を
取り付けるか圧縮機の交換が必要です。

②リキッドバック
液冷媒が圧縮機の吸入側から入ってくるような運転の場合に、圧縮機の異常音が発生します。膨張弁のガス過
熱度の調節および膨張弁の感熱筒の接触を点検して液冷媒が戻ることのないようにしてください。

③高圧側圧力の高過ぎ
高圧側圧力が高い状態で運転されるとわずかに音響が増加します。これは凝縮器の汚れ、ショートサーキットな
どによる冷却不足によるものですが、圧縮機の異常音が確認されたときは高圧側圧力を点検してください。

④ ベアリングの摩耗
ベアリングが潤滑油の不足などによって摩耗した場合に、圧縮機の異常音が発生します。この場合は圧縮機の
運転中、連続的に大きな金属音を発すると共に、通電ラインの継電器が作動し異常運転する場合がありますの
で大体見当がつけられます。
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① 冷媒インジェクション回路の故障
本ユニットは吐出ガス温度制御として冷媒インジェクション回路を設けています。本回路が次の要因により機
能しなくなった場合には、圧縮機の過熱となります。
(a) 冷媒が不足し、インジェクション回路が正常であっても液冷媒が供給されない場合。
(b) インジェクション回路のキャピラリ、電磁弁、サーミスタの故障およびストレーナの詰りがある場合。

② 始動バイパス電磁弁の故障
本ユニットは始動負荷軽減方法として始動バイパスを行っています。始動バイパス電磁弁は運転中は全閉に
なっていますが。
この電磁弁に漏れがある場合は吐出ガスが吸入側にバイパスすることになり、吸入ガス温度も上昇して圧縮機
の過熱となります。

圧縮機が過熱状態になり許容温度以上になると吐出ガス過熱防止用サーミスタが作動し異常停止します。

吐出ガス過熱防止用でありかつ冷媒インジェクション量を決定するための吐出ガス温度検知用
サーミスタは、それぞれ大切な役割を持っていますので、絶対に外したり、短絡した運転はし
ないでください。

ご
注
意

2　圧縮機の過熱

① 故障診断一般 (故障探求の態度 )
ユニットの故障を実際に修理するための故障原因を探求する際には、次に示す態度でのぞむことが必要です。
最も迅速、かつ確実に成果を収められます。
(a) お客様からその故障による不満の内容をよく聴取してください。これによって故障の発生した時期、状況
および外部的原因を知り、故障原因の推定の参考になります。

(b) 装置の運転が可能であれば装置を運転して故障の原因を十分調査します。これにより外観的に故障原因が
推定できます。

(c) 故障個所を即断し観察を局部的に限定するようなことはせず、常にユニット全般の状況に注意してください。
(d) 故障原因の探求は一歩一歩理論的かつ系統的に行ってください。
(e) 早急な結論を一足とびに下し修理することを避けてください。

② 故障診断の推定要素
冷凍装置を分解しないでその故障原因を外観的に推定するには種々の要素があります。すなわち、正常時にお
ける運転音および各部の温度、圧力などを把握しておき、故障探求の際の資料とすることが大切です。特に高
圧側圧力、低圧側圧力および低圧側温度を知ることは冷凍装置の故障原因を推定するときに最も有効な手段と
なります。
(a) 低圧側圧力および温度 
低圧側連成計の指針は冷凍装置の低圧側の冷媒ガス圧力を示すもので、ユニット運転中のこの圧力は蒸発
器内冷媒の蒸発温度および冷凍装置内の冷媒循環量に密接な関係があります。また、これは一般に膨張弁
の開度、冷媒通路抵抗、冷媒充填量、圧縮機性能および冷凍負荷の大小などにも関係する極めて大切な目
安です。

低圧側圧力の一般的性質

① ユニットの運転開始直後は高いが徐々に低くなり、所要温度に相当する圧力に安定します。
② 吸入圧力は蒸発圧力にほぼ一致し (実際には配管などの抵抗で蒸発圧力より少し低い )蒸発器の状態、
膨張弁の調整などにより変化します。

③ 吸入ガス圧力は蒸発圧力から蒸発器および吸入管の圧力損失を引いた値になります。蒸発圧力は被冷却
物の冷却温度によって決定されます。

3　故障診断



94

④ 冷蔵庫などの所要温度が低いほど低圧側圧力は低くなります。
⑤ 冷凍負荷が大きくなるほど、また圧縮機の能力が小さくなるほど低圧側圧力は高くなります。
⑥ 冷媒の種類によって同一庫内温度を維持するために必要な低圧側圧力は異なります。

(b) 高圧側圧力および温度 
高圧側の圧力は凝縮器内冷媒の凝縮温度、凝縮作用および冷媒循環量に密接な関係を有するものです。ま
た、これは一般に圧縮機性能、高圧側冷媒通路抵抗および冷媒充填にも関係する大切な目安です。

 高圧側圧力の一般的性質

一般的には以下の性質がありますが、本機は始動バイパスによる始動負荷軽減、液インジェクションによ
る吐出ガス温度制御を行っていますので、具体的には各々の項を参照してください。
①始動直後は低いがただちに高くなり、以後低圧側圧力の低下にともない次第に低くなる傾向にあります。
②圧縮機の高圧圧力は凝縮器の圧力とほぼ一致し (実際には弁、配管などの抵抗により凝縮圧力よりいく
らか高い )主として凝縮器の吸込空気温度によって変化します。すなわち吸込空気温度の低下によって
高圧圧力は下がり、逆の場合は上昇します。
③高圧圧力の増加は冷媒液温の上昇から冷凍能力は減少し、所要電力は増大します。
④吐出ガス温度は吸入ガス圧力、温度および吐出ガス圧力によって変化します。

(C) 庫内温度 
庫内温度はユニットの最終目的である冷凍効果の良否を示す最も重要な目安です。したがって、故障探求
の際には必ず温度計を取り付けてください。この際、蒸発器にあまり接近して取り付けると平均温度を示
さないことがありますので注意してください。 
温度の降下状況および到達した最終温度と、ユニットの始動および停止との関係から故障状況を明確にし、
かつ、その原因を探求することができます。

③ 故障原因分析および対策
表1～表4によって故障要因を究明し対策してください。故障診断にあたっては１個所の故障が他の諸条件に影
響を与えることが多いので、１個所だけの調査で打ち切ることなく全般について詳細に調査する必要がありま
す。また、保護装置の作動値を表５に示します。
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記号 名　　称 型　式 作動

CT 電流センサ
HCS15A 17A
HCS22A 25A

63H 高圧遮断装置
HCS15A 3.0MPa
HCS22A 2.6MPa
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1 型式などの確認（製品のサービスについてのお問い合わせの時は必ず型式のご連絡をお願いします。）

2 電源・結線の点検

混乱を避け、迅速で正確なサービスをするために、製品本体に貼り付けてある仕様銘板により型式、製造番号
および製造年月を必ず連絡してください。その他にも相手機器、据付場所および故障の状況を併せて連絡して
ください。

はじめにユニットの作動に異常がある場合は、まず、下記のチェックを実施してください。

No. 点　検　項　目 点　　　検　　　方　　　法

電源のブレーカー、または
ヒューズが切れていないか。 ブレーカーの 2次電圧、ヒューズの導通をテスターにより調べてください。

ユニットコントローラー用
トランスの 2次電圧が正し
く出ているか。

トランスの2次側の接続を外し、テスターにて電圧（交流）を測定します。
トランスに表示の電圧が出ていることを確認してください。
注： HCS45A～HCS90Aはトランスが2個あるので両方チェックしてく
ださい。

1

2

3 配線のゆるみ、誤配線はな
いか。

プリント板上の配線接続にゆるみがないか調べてください。
　○各種センサー類のコネクターの差し込み
　○ 200V回路の各種コネクターの差し込み
プリント板配線接続にゆるみがないか、また現地配線に誤りがないかを、
電気配線図（31ページ）と照らし合わせて確認してください。

（b）HCS30A、HCS37A、HCS45A、HCS55A、HCS75A、HCS90Aの場合

HCS30A、HCS37A HCS45A、HCS55A、HCS75A、HCS90A

HCS45A、HCS55A、HCS75A、HCS90A

HCS30A、HCS37A
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3 設定状態の確認
ユニットコントローラー（PWB1）、ファンスピードコントローラー基板（PWB2）の各種設定状態をチェックし
てください。

留
意
事
項

71, 74、160ページを参
照して、設定に問題ないか
チェックしてください。

留
意
事
項

75ページを参照して、設
定に問題ないかチェック
してください。

HCA30A、HCS37A
HCS45A、HCA55A
HCS75A、HCA90A

ファンスピードコントローラー（PWB2）

電源
¤（赤）
センサー断線
¤（緑）

起動方式、
ファン特性
スイッチ

表示項目調整ボタンオプション設定機種設定運転データ表示
セグメント

ユニットコントローラー（PWB1）
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4 セグメントの読み方
　セグメントの表示モードとしては「通常表示モード」、「運転データ表示モード」と「アラーム履歴表示モー
ド」があり、調整ボタンPSW1,3 で表示モードを切り換えます。

通常表示モード
（電源投入時のモード）

 ・正常運転時は吸入ガス圧力を表示
 ・ 保護制御中および異常発生時はデータ表
示部に対応するデータを表示

運転データ
表示モード  ・セグメントにコード、データを交互表示

PSW3を
3秒以上押す

PSW3を
3秒以上押す

 ・正常運転時は吸入ガス圧力非表示
 ・ 保護制御中および異常発生時はデータ表
示部に対応するデータを表示

通常表示モード
（電源投入時のモード）

 ・セグメントにアラームコードを表示アラーム履歴モード

PSW1を3秒以
上押す。
または、PSW3
を30秒間操作
しない。

PSW1を
3秒以上押す

ユニットコントローラー

「運転データ表示モード」

「アラーム履歴表モード」

HCS30A
HCS37AHCS45A、HCS55A

HCS75A、HCS90A

セグメント

表示項目
調整ボタン
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5 アラームコードによる故障診断

　圧縮機の高圧遮断装置（63H）が作動（3.00MPa）した場合は、圧縮機を異常停止します。（セグメント
に異常停止理由「02」を表示）

調　査　内　容 処　置　・　対　策

熱交換器に多量のほこり付着 除去する

熱交換器の吸込口または吹出口
をふさいでる。 除去する

熱交換器を通る空気の量が少なすぎる ユニットのサービススペースが
不足 サービススペースを確保

ファンコントローラーを応急的に
全速運転または部品交換

送風機用電動機故障の時交換

風がショートサーキットしている ショートサーキットを除去する

付近に他の熱源がある 熱源を除去する

熱負荷を減少させるか、機械の容
量の適正化を図る

規定内に調整する

故　　　　　障
吐出ガス圧力の測定
吐出ガス圧力が下降してから導
通をチェック

高圧遮断装置故障の時交換

接　触　不　良 テスターで抵抗測定 ゆるみ修正、コネクター交換

接　続　不　良 接続を調査 接続を直す

冷媒封入量の過多 サイクル温度を調査 正規冷媒量を封入

不凝縮ガスがサイクル内に混入 雰囲気温度と圧力の関係を調査 真空引き後、冷媒再封入

吐出逆止弁のつまり つまりがあるか調査 逆止弁の交換

原　　　　　　　　　　因

低圧圧力が高すぎる

熱交換器の吸込空気温度が非常に高い

過負荷状態にある

高圧遮断装置の故障

送風機の回
転数が低い

ファンコントロー
ラーの故障

送風機用電動機の
回転不良

データ

吐出ガス圧力過昇（高圧カット）（高圧カット）保護制御 警報出力しますす

高圧遮断装置

高圧遮断装置

HCS30A、HCS37A HCS45A、HCS55A、HCS75A、HCS90A
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HCS30A、HCS45A機のみ
　圧縮機起動時の電圧降下（約 160V）や運転中の瞬停の場合は、一旦停止し再運転します。

データ

・ 吐出ガス温度用サーミスターの検出温度が 110℃以上になった時点で、110℃以上になった圧縮機を一旦
停止します。 （セグメントにリトライ制御理由「P6」を表示）
・その後検出温度が 75℃以下になると再運転します。

調　査　内　容 処　置　・　対　策

蒸発器からの吸入ガス過熱 吸入・吐出ガス温度調査
(168ページの各データ調査) 蒸発器用膨張弁の過熱度調査

液インジェクション用電磁弁の故障（流量過少） 吐出ガス温度（過熱度）調査
(168ページの各データ調査) 電磁弁故障の時交換

故　　　　　障 良品と交換して確認 プリント板故障の時交換

配線の外れ
(電磁弁用配線) 接続を調査 配線接続を直す

故　　　　　障 抵抗値が適正であるか調査 サーミスター故障の時交換

接　続　不　良 接続を調査 ゆるみ修正、コネクター交換、
接続を直す

圧縮機の故障（内部漏れなど） 他圧縮機との同条件比較など 圧縮機の交換

原　　　　　　　　　　因

ユニットコントローラーの故障

吐出ガス温度サーミスターの
故障

吐出ガス温度過熱ﾘﾄﾗｲ制御

データ

電源電圧低下制御ﾘﾄﾗｲ制御 警報出力しません

警報出力しません

調　査　内　容 処　置　・　対　策

断線または接続の緩み 配線図を照合し配線チェック 正規結線にする

配線容量不足 現地配線容量チェック 正規配線容量にする

原　　　　　　　　　　因

吐出ガス温度用サーミスター

HCS30A、HCS37A HCS45A、HCS55A
HCS75A、HCS90A
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・ 圧縮機運転電流（電流センサー）が下表の設定値以上になった時点で、設定値以上になった圧縮機を一旦
   停止します。（過電流防止）（セグメントにリトライ制御理由「P7」を表示）
・ その後、圧縮機起動条件になれば再運転します。
・ リトライ停止後、30分以内に同一の圧縮機でさらに 2回リトライ停止した場合は、その時点で異常停
   止（圧縮機電流異常）します。（エラーコード：39）

・ 圧縮機運転指令にもかかわらず圧縮機運転電流が2.12A未満の場合も電流異常と判断して異常停止
   （圧縮機電流異常）します。（エラーコード：39）

調　査　内　容 処　置　・　対　策

電源電圧の高すぎまたは低すぎ 運転時の電圧を180～220Vにする

圧縮機運転電流過大 電源電圧の相間アンバランス 各相間電圧を測定し処置する

高圧圧力が高すぎる 原因調査

電源ヒューズ溶断 電源ヒューズ交換

単　相　運　転 電源ターミナル類のねじゆるみ ねじを増し締する

圧縮機用電動機の電磁接触器の
接点の荒れ 電磁接触器の交換

圧縮機軸受の不良（ロック状態） 68ページの圧縮機電流調査 圧縮機の交換

圧縮機用電動機の絶縁不良 絶縁抵抗測定 圧縮機の交換

故　　　　　障 停止中導通をチェック CT（電流センサー）の故障の時交換

CT（電流センサー）の故障 接　触　不　良 テスターで抵抗測定 ゆるみ修正、コネクター交換

接　続　不　良 接続を調査 接続を直す

圧縮機用配線遮断器（ブレーカー）がOFF 調査（110ページ参照） 故障の時交換

原　　　　　　　　　　因

データ

圧縮機過電流防止ﾘﾄﾗｲ制御 警報出力しません

データ

圧縮機電流異常異常停止 警報出力します

型　式 設定値（A）
HCS30A 35
HCS37A 42.5
HCS45A 60
HCS55A 65
HCS75A 70
HCS90A 70
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　運転開始時（ユニットコントローラーへ基板の通電後10秒間）に逆相・欠相（T相）があった場合は異常停止
します。（セグメントに異常停止理由「05」を表示）
　欠相はT相が欠相されているときのみ表示し、R相とS相が欠相になっている場合はユニットコントローラー
への電源が供給されないため、表示されません。

逆相の場合には、下図の要領で1次側の配線を入れ換えてください。

ご

注

意

●相の入れ換えは感電防止のため、一旦元電源
を切ってから行ってください。
●製品内部（2次側）での相換えは　厳禁　圧縮
機が逆回転し故障する可能性があります。
●電磁接触器（52C）の動作表示ボタンを手で
押すと圧縮機が運転し、故障しますので行わ
ないようにしてください。
●試運転時に応急運転はしないでください。

R S T

2次側（製品内）

1次側（現地接続側）
冷凍機の電気箱内電源端子台

点線のように1次側の
R と T を入れ換える。

調　査　内　容 処　置　・　対　策

電源配線が逆相になっている 電源配線(現地接続側)が正しく結
線されているか調査 正しい結線に直す

電源配線 (T相) が欠相になっている 電源配線(現地接続側)のT相に電
気が通電されているか調査 配線の交換、修復

原　　　　　　　　　　因

データ

逆相・欠相異常停止 警報出力します
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吐出ガス圧力センサーの出力（変換値）が異常値になった場合は異常停止します。
（セグメントに異常停止理由「21」を表示）

①異常検知条件：出力電圧 0.5V以下が 3秒連続、または 5V以上が 3秒連続で異常停止。
②解  除  条  件：出力電圧が正常値に戻った場合は、通常運転に自動復帰します。

吐出ガス圧力センサー

電圧計(0～5V)赤
(+電源)

白
(OUT)

黒
(GND) DCV

CN4
1 2 3

ユニットコントローラー(PWB1)

出

力

圧　　　力

5.0

2.75

0.5

0 1.72 3.43 MPa

(    )DCV

（注1） 吐出ガス圧力センサーの出力特性

調　査　内　容 処　置　・　対　策

故　　　　　障

圧力計とユニットコントローラー
の圧力表示値との差調査または吐
出ガス圧力センサーの出力電圧が
適正であるか調査

圧力センサー故障の時交換

接　続　不　良 接続を調査 配線、接続を直す

原　　　　　　　　　　因

吐出ガス圧力センサーの故障

データ

吐出ガス圧力センサ異常 (自動復帰）異常停止 警報出力します

吐出ガス圧力センサー
オプション取付

吐出ガス圧力センサー
オプション取付

HCS30A、HCS37A HCS45A、HCS55A
HCS75A、HCS90A
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吸入ガス圧力センサー（低圧圧力センサー）の出力（変換値）が異常値になった場合は異常停止します。
（セグメントに異常停止理由「29」を表示）

①異 常 検 知 条 件：出力電圧 0.01V以下が 30分連続、または 4.95V以上が 10分連続で異常停止。
②解 　除　 条　 件：出力電圧が正常値に戻った場合は、通常運転に自動復帰します。
③カウント中の表示：出力電圧 0.01V以下は「　　　 」、4.95 以上は「 　　　」をデータ部に表示します。

吸入ガス圧力センサー

電圧計(0～5V)赤
(+電源)

白
(OUT)

黒
(GND) DCV

CN3
1 2 3

ユニットコントローラー(PWB1)

出

力

圧　　　力

5.0

2.73

0.45

0 0.49 0.98 MPa

(    )DCV

（注1） 吸入ガス圧力センサーの出力特性

0.1
－0.08

調　査　内　容 処　置　・　対　策

故　　　　　障

圧力計とユニットコントローラー
の圧力表示値との差調整または吸
入ガス圧力センサーの電流値が適
正であるか調査

圧力センサー故障の時交換

接　続　不　良 接続を調査 配線、接続を直す

原　　　　　　　　　　因

吸入ガス圧力センサの故障

データ

吸入ガス圧力センサー異常 (自動復帰）ー異常 (自動復帰）異常 (自動復帰）異常停止 警報出力します

吸入ガス圧力センサー

低圧圧力センサー

HCS30A、HCS37A HCS45A、HCS55A
HCS75A、HCS90A
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　吐出ガス圧力センサーをオプション取付し、DSW2-4「吐出ガス過熱度不足検知」をONにした場合に有
効になります。
　吐出ガス圧力と吐出ガス温度で計算される各圧縮機の吐出ガス過熱度 10℃未満の状態が 1時間継続した
場合は、圧縮機を異常停止します。（セグメントに異常停止理由「07」を表示）
　その他圧縮機は運転を継続します。

調　査　内　容 処　置　・　対　策

蒸発器からの液戻り 吸入・吐出過熱度調査
(68ページの各データ調査） 蒸発器用膨張弁の過熱度調査

液インジェクション用電磁弁、電子流量弁の故障
(流量過多)

吐出ガス温度（過熱度）の調査
(68ページの各データ調査） 故障の時交換

ユニットコントローラーの故障 故　　　　　障 良品と交換して確認 プリント板故障の時交換

故　　　　　障
圧力計とユニットコントローラー
(セグメント)の圧力表示値との差
調査

吐出ガス圧力センサー故障の時
交換

接　続　不　良 接続を調査 ゆるみ修正、コネクター交換、
接続を直す

故　　　　　障 抵抗値が適正であるか調査 サーミスター故障の時交換

吐出ガス温度サーミスターの
故障

サーミスタ取付状態
不具合 取付状態の調査 取付状態を直す

接　続　不　良 接続を調査 ゆるみ修正、コネクター交換、
接続を直す

原　　　　　　　　　　因

吐出ガス圧力センサの故障

＜吐出ガス過熱度 10℃の目安＞

データ
吐出ガス過熱度不足
（液バックアラーム）異常停止 警報出力しますす

吐出ガス圧力 (MPa) 吐出ガス温度 (℃ )

0.8 23
1.0 30
1.2 36
1.4 42
1.6 46
1.8 50
2.0 55
2.2 59
2.4 63
2.6 66

吐出ガス圧力センサー
オプション取付

吐出ガス温度用
サーミスター

吐出ガス圧力センサー
オプション取付

HCS30A、HCS37A

HCS45A、HCS55A、HCS75A、HCS90A

吐出ガス温度サーミスター
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吐出ガス温度サーミスターの変換値が異常（3秒連続）になった場合は該当圧縮機を異常停止します。
（セグメントに異常停止理由「23」を表示）

①異常検知条件：サーミスター抵抗値 8300k Ω以上が 3秒連続、または 4kΩ以下が 3秒連続で異常停止。
②解  除  条  件：サーミスター抵抗値が正常値に戻った場合は通常運転に自動復帰します。

200
200

100

72.3

25 50 100 120 150

14.2 8.32

温度（℃）

吐出ガス温度サーミスター抵抗値特性

調　査　内　容 処　置　・　対　策

故　　　　　障
・セグメント表示と表面温度
　を比較
・抵抗値が適正であるか調査

サーミスター故障の時交換

接　続　不　良 接続を調査 配線、接続を直す

吐出ガス温度サーミスターの
故障

原　　　　　　　　　　因

データ 吐出ガス温度サーミス
ター異常 (自動復帰 )異常停止 警報出力します

吐出ガス温度用
サーミスター

吐出ガス温度サーミスター

HCS30A、HCS37A HCS45A、HCS55A
HCS75A、HCS90A



110

原　　　　　因 処　置　・　対　策

電流センサーが故障した状態で過
電流(軸受ロック状態)

圧縮機の短絡(巻線レアショート)

圧縮機端子部の誤配線

電流センサーの故障＋過電流 電流センサー・過電流の調査・交
換

圧縮機用配線遮断器の故障 配線遮断器の調査・交換

圧縮機が安定運転中に圧縮機用配線遮断器が作動

現　　　　　　　　　　象

調査、交換

　　電磁接触器(52C)、配線遮
　　断器(FFB)も接点溶着や端
　　子焼けの場合は交換してく
　　ださい。

圧縮機が起動して約10秒後に圧縮機用配線遮断器が作動

圧縮機が起動してすぐに圧縮機用配線遮断器が作動
（短絡状態）

　圧縮機用配線遮断器は圧縮機電流センサーのバックアップであり、電流センサーが正常であれば圧縮機過
電流保護は電流センサーにより検出、保護します。（104ページ参照）
　起動時または運転中に圧縮機用配線遮断器が作動した場合は以下のことが考えられます。

ご
注
意

原因を究明し処置が完了するまでは、圧縮機用配線遮断器を再投入しないでください。

データ

圧縮機用配線遮断器の作動異常停止 警報出力しませんせん（表示しません）

HCS30A、HCS37A HCS45A、HCS55A
HCS75A、HCS90A

圧縮機用配線遮断器（FFB）

圧縮機端子部

圧縮機

圧縮機圧縮機端子部

圧縮機用配線
遮断器（FFB）

現象別原因分折についでは 125、126、127 ページを参照してください。
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10.2　マルチシリーズ　マルチシリーズ
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11. 据付工事関連事項

11.1  は じ め に

11.2  安全のため必ずお守りください
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11.3  スクロール冷凍機としてのご注意
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11.4  代替冷媒（R404A）の概要
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工事区分の打合せ

使用冷媒の確認 R22（Max2.8MPaゲージ）
R404A（Max3.0MPaゲージ）
（　）内は気密試験圧力を示す。

参照ページ

代替冷媒適用製品であることを確認してください。

計測器・工具（代替冷媒専用に注意） －

製品には互換性が全くありません。
代替冷媒適用製品であることを確認してください。

施工図作成

スリーブ・インサート工事

低圧側機器 R22適用製品であることを確認してください。

R22適用製品であることを確認してください。

計測器・工具（R22用従来品）

基本的には右記に順ずる

1
2
3
4
5
6
7

通常配管

フレア部に塗布の油は鉱油
同左

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.

配管は適正な材質、肉厚を選ぶ
配管内部の洗浄管理徹底
ろう付け時のチッ素ガスブロー必須
ろう付け後、配管内のフラッシング必須
フレア加工の仕上がりを厳密に
フレア部の塗布の油は合成油
トルクレンチの使用厳守

1.
2.
3.

4.

 使用冷媒（ボンベ）の確認
 冷媒封入は必ず液で封入
 マニホールドバルブ、チャージホ
 ースは代替冷媒専用のものを使用
 ガス漏れチェックは代替冷媒専用
 のものを使用

　印：新規（基準変更）
　印：従来以上に徹底・厳守

施工前の準備

保　温　工　事

冷凍機基礎工事

冷凍機据え付け

ディップスイッチ設定

パネル取り付け

試運転チェック

引き渡し取り扱い説明

冷媒追加封入

電気・制御配線

１． 気密試験圧力
　 R22→2.8MPa×24hr

１． 気密試験圧力
　 R404A→3.0MPa×24hr

１． 真空引き時間は2～3時間
　 （－0.1MPa以下が基本）
2． 逆流防止真空ポンプアダプターを使用

１． R22では基本的には液で封入
　 するがガスでも封入可

１． 基本的には右記に順ずる

気　密　試　験
法定冷凍トンが
3トン以上は必要

冷媒配管工事
（ドライ、クリーン、ノンリーク）

真　空　乾　燥
（真空度厳守）

R22 R404A

据付工事の流れと施工上の留意点〈冷媒配管工事・気密試験・真空乾燥・冷媒追加封入〉
〈据付工事の流れ〉 〈施工の相異〉

ご
注
意

１． 従来のR22適用製品と代替冷媒適用製品はまったく互換性はありません。
２． 直接冷媒に触れる計測器・工具はすべて代替冷媒専用としてください。
　 ただし、R407Cとエーテル油（FVB68D出光興産製）の組み合せで使用してい
    る工具については共用が可能です。

141

143

144

141

145

145

146

11.5 施工概要
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11.6  搬入時のご注意

型　　式 梱包質量
HCS15A 107kgHCS22A
HCS30A 184kg
HCS37A 186kg
HCS45A 249kg
HCS55A 251kg
HCS75A 253kg
HCS90A 273kg
HCS120M， HCS120AM 540kg
HCS150M，  HCS150AM 550kg
HCS195M，  HCS195AM 815kg
HCS210M，  HCS220AM 830kg
HCS270M， HCS270AM 960kg
HCS300M，  HCS300AM 980kg

HCS45A、HCS55A、HCS75A、HCS90A、HCS55A、HCS75A、HCS90AHCS55A、HCS75A、HCS90A、HCS75A、HCS90AHCS75A、HCS90A、HCS90AHCS90A

HCS30A、HCS37A、HCS37AHCS37A
吊り上げ方法

60̊ 以上 ワイヤー

木ペース

木わくにはフックをかけ
ることはできません。

吊り上げ方法 重心の位置

HCS15A、HCS22A、HCS22AHCS22A

60̊
以上

吊り具

吊り具はここを
通してください。

木枠にはフックを
かけることはでき
ません。

重心位置

410 157

36
3

吊り上げ方法 重心の位置

重心位置
バンドローブ

PPバンドを外さないで帽子を
かぶせたまま吊り上げてください。
角度 60°以上
ダンボールままは当て布などで
15mm厚以上保護してください。

ロープは必ずユニット本体取付足の
角穴部を通すようにしてください。

（前面）

60

46
95

30
79

（単位：cm）
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HCS120AM，HCS150AM，HCS150AMHCS150AM
HCS120M，HCS150M，HCS150MHCS150M

HCS270AM，HCS300AM，HCS300AMHCS300AM
HCS270M，HCS300M，HCS300MHCS300M

HCS195AM，HCS220AM，HCS220AMHCS220AM
HCS195M，HCS210M，HCS210MHCS210M
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　①吹出側に障害のある場合
単　独　設　置 連　続　設　置（2台以上）

側面のいずれが 1方は 50mmの隙間で可。 ユニット間には 300mmの間隔が必要、左右開放のこと。

風向ガイド（AG-263）を必ずご使用ください。
左右面とも開放のこと。

風向ガイド（AG-263）を必ずご使用ください。
ユニット間には300mmの間隔が必要、連続設置は2台まで。
右面とも開放のこと。

●A寸法は下表のようになります。

0＜ L≦ 1/2H 200 以上
1/2H＜ L≦ H 300 以上

L＞ Hの場合、ユニット下部に L≦ Hとなるよう架台を設
けてください。架台は吹出空気がバイパスしないように寒い
でください。

●A寸法は下表のようになります。

0＜ L≦ 1/2H 250 以上
1/2H＜ L≦ H 350 以上

L＞ Hの場合、ユニット下部に L≦ Hとなるよう架台を設
けてください。架台は吹出空気がバイパスしないように寒い
でください。

　②吸出側に障害のある場合
単　独　設　置 連　続　設　置（2台以上）

サービスカバー側のスペースは 15mm以上の隙間で可。
左右面とも開放の場合背面スペースは 150以上で可。 ユニット間には 300mmの間隔が必要、左右面開放のこと。

風向ガイド（AG-263）を必ずご使用ください。
左右面とも開放のこと。

風向ガイド（AG-263）を必ずご使用ください。
ユニット間には300mmの間隔が必要、左右面とも開放のこと。

●A寸法は右表のようになります。 L A
0＜ L≦ 1/2H 600 以上
1/2H＜ L≦ H 1200 以上

60
0以
上

50以上

60
0以
上

20
0 以
上20

0 以
上

300 以上

60
0以
上

L A

H

60
0 以
上

L A

H

35
0 以
上

L
A

H

35
0 以
上

H

AL

11.7  据付場所の選定

HCS15A，HCS22Aの場合，HCS22Aの場合HCS22Aの場合の場合

Aの寸法は
下表を参照
ください。

Aの寸法は
下表を参照
ください。
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HCS30A，HCS37Aの場合，HCS37Aの場合HCS37Aの場合の場合

最小400以上でかつ
　の1．5倍以上の寸
法を確保してくだ
さい。

吹出口

図1　上面スペース（単位： mm）

前パネル高さ

500＋h以上

図3　前面スペース（単位： mm）

障害物高さ

吸込口

h

H
h2

38
0

前パネル高さ

500以上

図2　前面スペース（単位： mm）
障害物高さ

吸込口

Hh1 38
0

①上面スペースについて 
ユニット上方に障害物がある場合は、障害物の長さにより必要な上方に障害物がある場合は、障害物の長さにより必要な
スペース寸法が異なりますので、図 1に従って必要寸法が確保で
きる場所に据え付けてください。 

②前面スペースについて 
ユニット正面に障害物がある場合は、障害物の高さにより必要ス正面に障害物がある場合は、障害物の高さにより必要ス
ペース寸法が異なります。

（a）障害物の高さ (h1) がユニット前パネル高さ (H)ユニット前パネル高さ (H)前パネル高さ (H) 
以下の場合は、図 2に従って前面スペース寸法 
を 500mm以上確保してください。

(b)障害物の高さ (h2) がユニット前パネル高さ (H)ユニット前パネル高さ (H)前パネル高さ (H) 
以上の場合は、図 3に従ってユニット前パネルユニット前パネル前パネル 
高さと障害物高さとの差分の寸法 (h=h2-H) に 
500mmを加算した値以上の前面スペース寸法 
を確保してください。

高さ300～400mm

図4　簡易風向ダクト取り付け

簡易風向ダクト取り付け

LL

LL

図5　集中設置した場合の前面スペース

(c)前面スペースが上記必要スペースを十分確保
できない場合は、図 4を参考に、ユニット上ユニット上上
カバー吹出部に高さ300～ 400mm程度の簡
易風向ダクトを現地で取り付けてください。地で取り付けてください。で取り付けてください。

 　※　※※取り付け後、必ず夏場のピーク負荷時に高圧圧力
　　が異常にならないことを確認してください。さい。い。

(d)ユニットを図 5のように複数台連続集中設置
する場合は、各ユニットの正面に対し、前記
(a)、(b) 項の算出基準と同様の前面スペース
(L) を確保できる場所に据え付けてください。

HCS45A，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合，HCS75A，HCS90Aの場合HCS75A，HCS90Aの場合，HCS90Aの場合HCS90Aの場合の場合
②単独設置の場合①基本的な必要スペース

吸込スペース 吸込側

サービススペース 正面側

300mm以上

500mm以上

壁高さ制限なし

300
mm
以上

10mm以上

500+

300+

mm以上

mm以上

h2
2

h1
2

50
0m
mh1
(m
m
)

h2
(m
m
)

15
00
m
m

壁高さ制限なし
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③連続設置の場合

●吸込側および片側側面に壁がある場合

●ユニット全周に壁がある場合

〈台数制限なし〉

300
mm
以上

400mm以上

200mm以上

壁高さ制限なし

〈連続設置は3台まで〉

壁高さ制限なし

900
mm
以上

10mm以上

20mm以上

　次のユニット群との
　間は1000mm以上

壁高さ制限なし

50
0m
m
h1
(m
m
)

15
00
m
m

以
上

h2
(m
m
)

300+h1
2
mm以上

（500～900）+h2
2
mm以上

HCS120AM，HCS150AM，HCS190AM，HCS220AMの場合，HCS150AM，HCS190AM，HCS220AMの場合HCS150AM，HCS190AM，HCS220AMの場合，HCS190AM，HCS220AMの場合HCS190AM，HCS220AMの場合，HCS220AMの場合HCS220AMの場合の場合
HCS120M，HCS150M，HCS190M，HCS210M，HCS150M，HCS190M，HCS210MHCS150M，HCS190M，HCS210M，HCS190M，HCS210MHCS190M，HCS210M，HCS210MHCS210M

・基本的なスペース ・単独設置の場合

・連続設置の場合
●吸込側および片側側面に壁がある場合

●ユニット全周に壁がある場合

吸込スペース 吸込側 300mm以上

サービススペース 正面側 500mm以上

壁高さ制限なし

300
mm
以上

10mm以上

壁高さ制限なし

h2（
mm
）

15
00
mm

h1（
mm
）

50
0m
m

300 ＋　 mm以上h1－2
※500　 mm以上h2－2

壁高さ制限なし

300
mm
以上

400mm以上

200mm以上

10mm以上

20mm以上

壁高さ制限なし

900
mm
以上次のユニット群との

間は 100mm以上

壁高さ制限なし

h1（
mm
）

50
0m
m

300 ＋　 mm以上h1－2
500　 mm以上h2－2

h2（
mm
）

15
00
mm

〈台数制限なし〉 〈連続設置は 3台まで〉
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HCS270M，HCS300M，HCS300MHCS300M
HCS270AM，HCS300AMの場合，HCS300AMの場合HCS300AMの場合の場合

強風の方
向

吹出し

できるだけ逆風（プロペラファンに向かって吹く風）のない場
所。屋上や周囲に建物などがなく、強い風が製品に当たること
が予想される場合には、製品の吹出口に強い風が当たらないよ
うに製品の据付向きを変えるか、防風セット（WSP－262）
を取り付けてください。（HCS15A，HCS22A）

（13）

300 ＋　 h1－2
500 ＋　 mm以上h2－2

h2（
mm
）

15
00
mm

壁高さ制限なし

50
0m
mh1
(m
m)

壁高さ制限なし

300m
m以上

10mm以上
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11.8  降雪地域における積雪防止

11.9  ユニットの据え付け

1.2

3

15mm 
製品の脚部高さ

300mm以下

図 1

図 3

図 2
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160 ※530 160
4－26×16長穴
アンカーボルト用穴

35
5

38
5

取付足 530（標準：取付足中心）

550（最大据付可能尺寸）

30 30 26

16

※アンカーボルト用穴詳細

HCS15A，HCS22A，HCS22AHCS22A

＜アンカボルトによる固定＞

ヵ

＜打込ボルトによる固定＞

HCS30A，HCS37A，HCS37AHCS37A

アンカーボルト

アンカーボルトによる固定

M12アンカーボルト用穴
(4-φ16×2)

185 185630

56
0

53
0

15

ユニットベース

ナット

（M12）

前面背面

モルタル充てんコンクリート

HCS45A，HCS55A，HCS75A，HCS90A，HCS55A，HCS75A，HCS90AHCS55A，HCS75A，HCS90A，HCS75A，HCS90AHCS75A，HCS90A，HCS90AHCS90A
アンカーボルト取付寸法

688 4-38×16長穴
（M12アンカーボルト穴）

76
0

100～
300mm

88 614 88

100mm以上

冷媒配管

防振マット 排水溝

排水溝（幅100mm×深さ20mm）

モルタル穴
（□100mm×深さ150mm）

100mm
以上

M12アンカーボルト

HCS120AM，HCS150AM，HCS195AM，HCS220AM，HCS150AM，HCS195AM，HCS220AMHCS150AM，HCS195AM，HCS220AM，HCS195AM，HCS220AMHCS195AM，HCS220AM，HCS220AMHCS220AM
アンカーボルト取付寸法

HCS120M，HCS150M，HCS195M，HCS210M，HCS150M，HCS195M，HCS210MHCS150M，HCS195M，HCS210M，HCS195M，HCS210MHCS195M，HCS210M，HCS210MHCS210M

HCS270AM，HCS300AM，HCS300AMHCS300AM
アンカーボルト取付寸法

HCS270M，HCS300M，HCS300MHCS300M
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11.10  現地冷媒配管要領
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接続配管径（mm）
吸入配管 液配管

HCS15A φ19.05 φ12.7 フレア
HCS22A φ19.05 φ12.7 フレア
HCS30A φ25.4 φ12.7 フレア
HCS37A φ25.4 φ12.7 フレア
HCS45A φ31.75 φ15.8 フレア
HCS55A φ31.75 φ15.8 フレア
HCS75A φ31.75 φ15.8 フレア
HCS90A φ38.1 φ15.8 フレア
HCS120M φ38.1 φ19.05 フレアHCS120AM
HCS150M φ50.8 φ25.4HCS150AM
HCS195M φ45.0 φ22.0HCS195AM
HCS210M φ50.8 φ25.4HCS210AM
HCS270A φ50.8 φ28.0HCS270AM
HCS300A φ50.8 φ28.0HCS300AM

寸法
形式
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5



形　式 初期冷媒量
HCS15A
HCS22A 4～5kg

HCS30A
HCS37A 8～10kg

HCS45A
HCS55A 8～12kg

HCS75A
HCS90A 15～20kg

HCS120M
HCS120AM

20～30kgHCS150M
HCS150AM
HCS195M
HCS195AM

30～45kgHCS210M
HCS220AM
HCS270M
HCS270AM

40～60kgHCS300M
HCS300AM

0m 50m 100m

HCS15A 10       15
HCS22A                 5

5
10       15

HCS30A　　　　　 10       15       21
HCS37A           11       17       23
HCS45A           14       25       35
HCS55A           18       28       39
HCS75A           21       32       43
HCS90A           26       37       48
HCS120M
HCS120AM 38       52       66

HCS150M
HCS150AM 43       57       71

HCS190M
HCS190AM 60       80      100

HCS210M
HCS220AM 65       85      105

HCS270M
HCS270AM 81      114      147

HCS300M
HCS300AM 87      120      153

配管長
形式

形　式
追加封入量の目安(kg)  
 

受液器
許　容
冷媒量　（kg）(外気約30℃) (外気約20℃) (外気約10℃)

中間期 冬　期

HCS15A
HCS22A

約 2～3    約 1～2  約0.5～1 8.6(7.5l）

HCS30A
HCS37A

約 2～3    約 1～2  約0.5～1 15.5(13.5l）

HCS45A
HCS55A

約 3～5    約 2～3 約 1～2  31(27l）

HCS75A
約 5～7    約 2～4   約 1～2

31(27l）
HCS90A                            40(35l）

HCS120M
HCS120AM

約 8～12  約 4～6   約 2～4  60(50l）
HCS150M
HCS150AM

HCS195M
HCS195AM

約 12～18   約 6～9   約 3～6  90(80l）
HCS210M
HCS220AM

HCS270M
HCS270AM

約 16～24  約 8～12  約 4～8   120(100l）
HCS300M
HCS300AM

夏　期

④圧縮機運転の状態でサイクル内に冷媒封入

146
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11.11  電気配線
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2 電気特性電気特性
（a）シングルシリーズ

HCS15A HCS22A HCS30A HCS37A HCS45A HCS55A HCS75A HCS90A
公 称 出 力（kW） 1.5 2.2 3.0 3.7 4.5 6.0 7.4 9.0
電 源 AC3ø 200V 50/60Hz
始 動 電 流（A） 74/0.6 104/94 119/106 141/128 204/185 233/213 264/239 264/239
電気特性
（注1）

消費電力（kW） 2.4/3.1 3.4/4.1 3.9/4.8 4.8/5.9 7.0/9.1 7.8/9.7 9.9/12.5 9.9/12.5
運転電流（A） 8.0/9.7 11.7/12.8 13.3/15.4 17.0/19.2 23.8/27.8 26.5/30.2 33.6/39.4 33.6/39.4

最小電線太さ（mm2）（注2） 2.0〔13〕 3.5〔18〕 5.5〔21〕 8〔23〕 14〔33〕 14〔29〕 14〔23〕 14〔23〕
操作回路の太さ（mm2） 2.0
アース線の太さ（mm2） 2.0（ø1.6） 2.0（ø1.6） 3.5 5.5
漏電遮断器
（ELB）

定格電流（A） 30 50 60 75
定格感度電流（mA） 30 30 100

機種項目（単位）

注 1電気特性は、凝縮器吸込空気温度 32̊C、蒸発温度－5̊C の場合です。

　　夏期ピーク時や電圧により増加しますので、配線は指定のサイズのものを必ず使用してください。

注 2最小電線太さ〔　〕内の数字は、電圧降下 2Vのときの最大こう長（m）を示します。

注 3 漏電遮断器は高速形（動作時間0.1秒以内）とし、感度電流指定のものを取り付けてください。また、アース

　　配線工事は必ず実施してください。（D種接地工事）

HCS120M HCS150M HCS195M HCS210M HCS270M HCS300M
公 称 出 力（kW） 12.0 14.8 19.4 22.2 26.8 29.6
電 源 AC3ø 200V 50/60Hz
始 動 電 流（A） 262/246 299/282 323/305 335/326 359/349 371/370
電気特性
（注1）

消費電力（kW） 14.9/18.2 19.2/23.6 24.8/30.6 28.8/35.3 35.9/44.2 40.3/48.6
運転電流（A） 51.5/58.6 65.0/73.5 85.6/97.1 97.6/110.3 120.6/136.4 136.6/151.5

最小電線
太さ（mm2）
（注2）

蒸発温度－5̊C 22（23） 38（25） 60（32） 80（45） 100（46） 100（43）＜－5̊C ＞
蒸発温度－20̊C － － － － － －
蒸発温度－40̊C － － － － － －

操作回路の太さ（mm2） 2.0 － －
アース線の太さ（mm2） 5.5 14 22
漏電遮断器
（ELB）

定格電流（A） 100 125 150 200 200/225 225/250
定格感度電流（mA） 100 200 以下

機種項目

注 1電気特性は凝縮器吸込空気温度 32̊C、蒸発温度－10̊C の場合です。

　　夏期ピーク時や電圧により増加しますので、配線および漏電遮断器は指定のサイズのものを必ず使用してください。

注 2（　）内の数字は、電圧降下 2Vのときの最大こう長（m）を示します。

HCS120AM HCS150AM HCS195AM HCS220AM HCS270AM HCS300AM
公 称 出 力（kW） 12.0 14.8 19.4 22.2 26.8 29.5
電 源 AC3ø 200V 50/60Hz
始 動 電 流（A） 262/246 299/282 323/305 335/326 359/349 371/370
電気特性
（注1）

消費電力（kW） 12.7/14.7 15.7/18.2 21.1/24.5 23.5/27.4 28.2/32.8 31.4/36.4
運転電流（A） 46.3/47.3 56.4/57.2 76.7/78.3 84.6/85.8 101.5/102.9 112.8/115.4

最小電線
太さ（mm2）
（注2）

蒸発温度－5̊C 22（23） 38（25） 60（32） 80（45） 100（46） 100（43）＜－10̊C ＞
蒸発温度－20̊C 22（26） 30（29） 60（43） 60（38） 80（42） 100（47）
蒸発温度－40̊C 22（30） 22（32） 38（39） 60（45） 80（50） 80（45）

操作回路の太さ（mm2） 2.0
アース線の太さ（mm2） 5.5 14 22
漏電遮断器
（ELB）

定格電流（A） 100 125 150 200 200/225 225/250
定格感度電流（mA） 100 200 以下

機種項目

注 1電気特性は凝縮器吸込空気温度 32̊C、蒸発温度－40̊C の場合です。

　　夏期ピーク時や電圧により増加しますので、配線および漏電遮断器は指定のサイズのものを必ず使用してください。

注 2（　）内の数字は、電圧降下 2Vのときの最大こう長（m）を示します。

（50/60Hz）

（50/60Hz）

（50/60Hz）

（b）マルチシリーズ
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11.12  試運転時の手順・ご注意

（a）HCS15A，HCS22Aの場合

MΩ
３

単位 ： MPa

冷　媒

R４０４A ３．０

高圧カット値
（CUT OUT）

高圧遮断装置の設定は下記のとおりです。

始動前の確認事項

低圧遮断器装置の設定

高圧遮断装置の設定

1

2

3
⑴低圧遮断器装置の設定値について
ユニットはサーモスタット（23R）が動作（OFF）し、液電磁弁（20C）が閉じて冷媒を受液器に回収する
ポンプダウン方式が基本となっています。この時に、サーモスタット（23R）が「OFF」（図 1Ⓐ部）にな
る時の運転圧力よりも、低圧遮断装置（63L）の設定値（OFF値）（図 1Ⓑ部）が高いと、液電磁弁（20C）
が閉じる前に圧縮機が停止ますが、液電磁弁（20C）が開いているために圧力が上昇し、再び圧縮機が運転
を始めます。
このように、始動／停止を頻繁に繰り返すことは圧縮機の事故につながります。また、圧縮機が停止中に液
電磁弁（20C）が開いているため、蒸発器内に冷媒液が残留し、圧縮機再始動時に液戻り現象を起こした
りします。したがって、低圧遮断装置（63L）の設定値（OFF値）は、サーモスタット（23R）が（OFF）
になる時の運転圧力よりも低く設定する必要があります。例えば、冷蔵用ショーケースの場合には、低圧側
運転圧力は 0.1 ～ 0.2MPa 程度ですから低圧遮断装置（63L）の設定値（OFF 値）は 0.05MPa 程度が適
正です。
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低圧遮断装置配置図

庫内温度

温  

度  

（℃）

低温側圧力の
飽和温度

低圧側遮断装置「OFF」
（Ⓑ）はサーモスタット
「OFF」（Ⓐ）よりも低く
設定すること。

サーモスタット「OFF」
にて液電磁弁「閉」

低圧側遮断装置「OFF」
にて圧縮機「停止」

低圧側遮断装置「ON」
にて圧縮機「始動」

サーモスタット「ON」
にて液電磁弁「開」

時  間  （H）

圧縮機停止

（ポンプダウン）

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

Ⓓ

ON
ON

OFF

OFF

△ｔ 制　御　機　器
サーモ
スタット

低圧側
遮断装置

低圧側遮断装置「ON」（Ⓓ）はサーモスタット「ON」（Ⓒ）
より低く設定し、圧縮機が始動するまでのⒸとⒹの時間
差（△ｔ）を 0に近づけること。

⑵低圧遮断器装置の設定値について
圧縮機の運転開始時には、サーモスタット（23R）が「ON」（図 1Ⓒ部）になり、液電磁弁（20C）が開
いて冷媒が蒸発器に供給されます。この時に、低圧遮断装置（63L）の復帰圧力（ON値）（図 1Ⓓ部）が
高すきると、冷媒が蒸発器に流入しつづけ、圧縮機の始動時に液戻り現象を起こします。したがって、低圧
遮断装置（63L）の）ON値はサーモスタット（23R）が「ON」になる温度の飽和圧力と等しいか、少し
低く（0.01 ～ 0.02MPa）設定します。
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デジタル式低圧遮断装置（63L）

電源ランプ

デジタル表示部

▽下降
モード切替ボタン △上昇

端子台
（内蔵）

庫内サーモスタット（２３）

デジタル式低圧遮断装置（６３L）

６３L OFF値 ６３L ON値

温度、圧力→

庫内サーモスタットがONになる温度の
飽和圧力と等しいか少し低く設定する。

OFF ON

ON

０．０１～０．０２MPa

OFF

（ ）
庫内サーモスタットがＯＦＦにな
る時の運転圧力より低くする。
（冷媒回収後停止）

用  途 冷　媒
庫内温度
範　　囲

蒸　発
温　度

庫内温度
標準設定

（サーモON値）

デジタル式
低圧遮断装置
の標準設定値
６３L

青　果
日　配 ２～１５℃

－２～２℃

－２０～－１８℃

５～１５℃

０℃ R４０４A

－１８℃

－１０℃

－１７℃

－４０℃

精　肉
鮮　魚

冷　凍
食　品

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

０．４５　  MPa

０．０９　  MPa

０．３２　  MPa

０．０９　  MPa

０．１２　  MPa

０～０．０１MPa

設定値について

標準設定値例

設定項目 設　　定　　内　　容
主
設
定

※切 圧縮機の停止圧力を設定
※入 圧縮機の起動圧力を設定

補
助
設
定

手　動 設定圧力に関係なく、強制的
に出力を入／切できます。

補　正 低圧ゲージなどとの表示圧力誤
差を補正する場合に設定します。

留
意
事
項
※工場出荷時はON：0.12MPa, OFF：0.00MPaの設定となっています。

⑶デジタル式低圧遮断装置（63L）
　　デジタル式低圧遮断装置には、運転制御に必要な主設定項目と、補助的機能の補助設定項目があり、主設
　　定項目入（ON）、切（OFF）は試運転時に必ず設定し、試運転にて調整する必要があります。
　　補助設定項目は、必要に応じて設定してくだい。

⑷設定方法について
　表に標準的な設定値例を示します。冷凍機の使用用途に合わせ設定してください。

設定内容
（※部は、試運転前に必ず設定してください。）
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留
意
事
項

設定中に設定モードのまま 10秒以上放置すると、変更した設定値も記憶し通常圧力表示に戻り
ます。

強制ON

１．設定準備

❶　標準設定値例を参照し、各設定値を決定しておいてください。

❷　冷凍機運転スイッチを「運転」にして低圧遮断装置のデジタル表
示部に圧力値が表示されることを確認してください。

２．主設定項目の設定方法（設定変更も同様）

❶　通常圧力表示において　（モード切替）ボタンを押すごとに、「OFF→ ON→通常圧力表示」と表
示が変わりますので、設定したい項目に合わせます。　

❷　OFF（またはON）設定モードに入ると、OFF　　　設定値（またはON　　　設定値）の交互表示になります。

❸　▲（上昇）、▼（下降）ボタンを押し、設定値を変更します。

❹　設定終了後、　　（モード切替）ボタンを押し通常圧力に戻すか、設定モードのまま 10秒以上  放
置すると、変更した設定値を記憶し通常圧力表示に戻ります。

入（ON）・切（OFF）設定

４．補助設定項目の設定方法

　　　　　　　 （設定圧力に関係なく、強制的に出力をONできます。冷媒回収運転などで設定圧力に
関係なく強制的に圧縮機をONにしたい場合に利用します。）

❶　　（モード切替）ボタンを 5秒間  押し続けると強制ONモードになります。
❷　強制ONモードになると、デジタル表示部の右下にあるON  LEDが点灯し、デジタル表示部に現
在圧力が点滅表示されます。

❸　再度　　（モード切替）ボタンを押すと解除され、通常モードに戻ります。

３．設定の確認方法（必ず確認してください）

❶　　（モード切替）ボタンを押して確認したい項目に合わせて設定値を確認します。
❷　確認終了後、　　（モード切替）ボタンを押し通常圧力表示に戻します。（設定モードのまま 10秒以上 放
置した場合は自動で通常圧力表示に戻ります。）

留
意
事
項

CALと設定値との交互表示の時に 10秒以上放置すると設定値を記憶し、通常の圧力表示に戻り
ます。

補　　正

❶　　（モード切替）ボタンと▲（上昇）ボタンを同時に 3秒以上 押し続けると、圧力補正モードとなります。
❷　圧力補正モードになると、CALと現在圧力値との交互表示になります。
❸　▲（上昇）、▼（下降）ボタンで表示圧力を補正します。
❹　補正が終わったら　　（モード切替）ボタンを押すことで設定値が記憶され、通常表示モードに戻ります。

（低圧ゲージなどとの表示圧力誤差を補正する場合に設定します。）
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留
意
事
項
遅延機能ご使用にあたっては、遅延時間における低圧側庫内温度上昇がないことを確認してください。

●低圧圧力遮断装置の設定不良
●冷凍機の冷凍能力と負荷のアンバランス
●吸入ストレーナの詰まり

1 2 3 4

DSW3

DSW3
4

ON

OFF

ディップ
スイッチ

遅延機能

有

無

ON

OFF

ON

OFF

ショートサイクル運転の防止4

始動遅延機能について5

⑷応急運転方法
　　デジタル式低圧遮断装置（63L）が故障した場合は、デジタル式低圧遮断装置交換までの間、市販品の機
械式低圧遮断装置を現地手配にて取り付け、機械式低圧遮断装置のON・OFFにより応急運転をしてください。
　＊市販品機械式低圧遮断装置は設定変更可能な部品を選定してください。

　　選定例：鷺宮製作所製の場合、型式SNS-C106

❶冷凍運転スイッチを「停止」にします。（冷凍機停止）
❷低圧遮断装置への圧力の取り出しは、圧縮機の吸入阻止弁のサービス口より取り出してください。
❸デジタル式低圧遮断装置の接点を取り外し、現地にて取り付けた機械式低圧遮断装置の接点を組み込んでください。
❹機械式低圧遮断装置を使用条件に合わせて設定してください。
❺冷凍機運転スイッチ を「運転」にして応急運転させます。

本機はショートサイクル運転防止のための、始動遅延機能を備え
ています。プリント板上のディップスイッチ設定により、遅延機
能なし（始動バイパス３０秒のみ）または遅延機能あり（始動バイ
パス３０秒＋遅延時間１５０秒）を選択することができます。
これにより、負荷に応じた遅延時間の選択が可能となります。

注）１．工場出荷時は遅延機能無し
　　　　（DSW3-4：OFF）の状態です。
　　２．ディップスイッチの設定を変更する場合

は、一旦、電源をOFF にして行ってく
ださい。
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S

S

A
電磁弁（A１）

電磁弁（A２）

（圧縮機と同期
　　して開閉）

（サーミスタ検知
　温度により開閉）

キャピラリチューブ

受液器

過冷却器

凝縮器

圧縮器 液インジェクション用
サーミスタ

厳禁

逆相運転防止について

液インジェクションの作動確認

6

7
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セグメント表示 作動保護装置 作　動　値 備　　　　考

63（Ｈ）
高圧遮断装置

CT
電流センサ

THD
　吐出ガス過熱防止用サーミスタ

逆相防止装置

吐出ガス温度検知
サーミスタ異常

液冷媒温度検知サーミスタ異常
（停止はしません。）

電流逆相時

サーミスタの短絡
（ショート）
および開放
（オープン）時

電源投入時のみ

コードを表示すると共に停止します。左記の現象
が直れば自動的に再運転します。

3.0MPa 2.3MPaにて復帰

HCS15A：17Ａ

HCS22A：25Ａ

120℃ Tdが120℃に達した時点でリトライ停止9分後再起
動し、70分以内に再度Tdが120℃に達すると表示。

圧縮機電流が過電流検出値に達した時点でリトラ
イ停止30秒後再起動し、30分以内に再度圧縮機
電流が過電流検出値に達すると表示。

コードを表示しますが停止しません。この場合には、フ
ァンモータを約120～150Ｖで運転を継続します。
左記の現象が直れば自動的に通常の運転に入りま
す。

HCS15A

HCS15A出荷時設定

HCS22A出荷時設定

HCS22A

B特性（低騒音モード）（HCS22A出荷時設定） D特性（高圧モード）（HCS15A出荷時モード）

演算起動（HCS15A出荷時設定）定速起動（HCS22A出荷時設定）

５４℃ ２．４ １．５
２．６

５４ ２．４

１．４
１．５０．９～１．０

１．７２．６

コントローラ8
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HCS15A
HCS22A

ストレーナ

冷凍機油の補給9

❶液電磁弁による冷媒回収作業を実施し冷凍機を停止させます。
❷圧縮機内の圧力を低下させるために起動バイパスを実施します。再度「運転」にして２０秒後に「停止」に
してください。（起動バイパスは、３０秒間経過すると圧縮機が始動してしまうので注意してください。）
❸❷を２～３回実施することで圧縮機内の圧力は、吸入圧力程度に低下（バランス）します。
❹電気箱右下の「冷凍機運転／停止」スイッチが「停止」であることを確認し、元電源を「切」にした後に吸入阻止弁を全閉し、
吐出配管部のチェックジョイントにチャージングホースを接続し、圧縮機内のガス冷媒     を回収してください。
❺圧縮機内の圧力が大気圧になった後に、❹で使用したチャージングホースの先端を真空ポンプに接続し、圧
縮機内の真空引き作業を実施してください。
❻圧縮機内の圧力が－０.０７MPa位になったら、圧縮機の正面にある排出口のフレアナット（１/４″）を外し、す
ばやく補給用のホースを接続してください。先にある程度真空引きしていますので、フレアナットを外す時
外部に油が流出することはほとんどありません。
❼この状態で油面計を見ながら適正油面になるまで油を補給し、適正油面になった時点で補給用のホースを圧縮機
から外し、すばやく先に外したフレアナットを締め付け、このまま圧縮機内の真空引き作業を実施してください。
❽真空引きが完了した時点で、吐出配管部のチェックジョイントからすばやく真空ポンプ接続ホースを外して
ください。その後、先に外したチェックジョイントのフレアナットを締め付けてください。
❾吸入阻止弁を全開にし、電源を「入」にして運転をしてください。
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冷媒
水分濃度　ppmW

緑／乾燥 中間色 黄／湿り

R４０４A ＜１５ １５～１００ ＞１００

※４３℃液相における値

サイトグラスの表示色確認１1
サイクル内水分量の目安としてサイトグラス水分指示器の表示色が黄色でないことを確認してください。
水分指示器の色が緑色から黄色に変色している場合は、ドライヤを交換してサイクル内の水分を吸湿してください。
なお、この時同時に冷凍機油の交換を実施することを推奨します。
また、サイトグラスの水分指示器表示色とサイクル内水分濃度の関係について下表に示します。

⑴試運転時におけるご注意
　サイクル内の微量水分量を管理する目的から、R４０４A対応冷凍機には従来のR２２対応機と比較して水分検
知管度の高い（約７倍）インジケータ部をもつサイトグラスを採用しております。このため、サイクル内の
真空引き後冷媒封入を実施しただけでは、インジケータ部の表示色が緑色に変化せず、冷凍機を運転して緑
色に変化するまで約５時間を要します。
　したがいまして、試運転直後ではサイトグラスのインジケータ部の色は黄色のままとなっていることがあり
ますのでご注意願います。

⑵施工業者の方へのお願い
　試運転直後にはインジケータ部表示色より適正な施工が行われているかどうかについて判断できません。
　試運転より２４時間以降（お客様へのお引き渡し時など）に再度インジケータ部の表示色についてご確認を
お願いいたします。

冷媒と冷凍機の特性から、従来のR２２でのサイクルに比べ水
分の吸湿性が高くなります。水分混入による問題点として下
記の項目が考えられます。
（これらを防止するためにサイトグラスによる水分管理の徹
底をお願いします。）
 • 膨張弁の閉塞　 • 冷凍機油の酸性劣化　 • 水和物生成
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HCS30A，HCS37A
シッピンクワッシャ（亜鉛メッキ）

特殊ナット（座金付） シッピンクワッシャ（黄色ペイント）

圧縮機の足 防振ゴム

防振ゴム
圧縮機サービス用
スライドスペース

上記機種以外

（6）HCS15A，HCS22A以外の場合HCS15A，HCS22A以外の場合，HCS22A以外の場合HCS22A以外の場合以外の場合

5

（5）圧縮機振れ止め用シッピング部品を外してください。（HCS30A，HCS37A機のみ）
　手前2カ所（下図参照）のシッピングワッシャを運転前に必ず取り外してください。
　（注）HCS30A，HCS37A機以外は輸送中の圧縮機振れ用シッピングワッシャーは不付ですので運転前にシッピングワッシャーの取
　　　 外しは必要ありません。
（６）圧縮機前面に貼り付けてある、ゲージ板振れ止め用緩衝材（スチロール）を取り外してください。（HCS30A，HCS37A機のみ）



160



161

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

PCN16 PCN9 PCN8

PCN1CN6DSW5

RSW1

DSW5

DSW3

SEG2 SEG1

DSW4

DSW1
（注2）

DSW2

PSW1PSW2 PSW3

CN8CN11 PCN2

P
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N
7

P
C
N
12
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5

P
C
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4

C
N
13
TH
M
7
TH
M
8

TH
M
9
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10

C
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9

C
N
4 P

C
N
13

HCS30A

HCS37A

HCS45A

HCS55A

HCS75A

HCS90A

ON

HCS45A
HCS55A
HCS75A

ON
HCS90A

ON

ON

ON ON

ON

ON
黒がツマミ側

ON

（注1） （注1）運転データ表示
セグメント

オプション設定機種設定 表示項目調整ボタン

（注1） DSW1およびDSW2の設定を変更しないでください。
（注2） 圧縮機の強制運転および強制停止などの設定をします。
　　（詳細は33ページを参照） ＝

DSW2-1

DSW2-2

DSW2-3

DSW2-4

DSW2-5

DSW2-6

圧縮機強制ON圧力値の設定

（使用していません）

吐出ガス圧力センサーの取り付け（オプション）

吐出ガス過熱度不足検知（オプション）

電子膨張弁使用（HCS90AはON）

液インジェクション4段階制御（HCS45A，HCS55A，HCS75AはON）

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

⑵ユニットコントローラー
　①ユニットコントローラーは電子回路ですので、絶縁抵抗の測定について次の点に注意してください。
　　●DC500Vメガーにて動力部（200V回路接続部）と接地間で測定してください。
　　　その他の部分は電子回路の弱電部ですので測定はしないでください。

　　●異極間測定はしないでください。電子部品を破損する恐れがあります。（例えばR、S間）
　②ユニットコントローラープリント板上の配置を下図に示します。
（a）HCS30A，HCS37A，HCS45A，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合HCS30A，HCS37A，HCS45A，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合，HCS37A，HCS45A，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合HCS37A，HCS45A，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合，HCS45A，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合HCS45A，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合，HCS75A，HCS90Aの場合HCS75A，HCS90Aの場合，HCS90Aの場合HCS90Aの場合の場合



162

（b）HCS120M，HCS150M，HCS195M，HCS210M，HCS270M，HCS300MHCS120M，HCS150M，HCS195M，HCS210M，HCS270M，HCS300M，HCS150M，HCS195M，HCS210M，HCS270M，HCS300MHCS150M，HCS195M，HCS210M，HCS270M，HCS300M，HCS195M，HCS210M，HCS270M，HCS300MHCS195M，HCS210M，HCS270M，HCS300M，HCS210M，HCS270M，HCS300MHCS210M，HCS270M，HCS300M，HCS270M，HCS300MHCS270M，HCS300M，HCS300MHCS300M
     HCS120AM，HCS150AM，HCS195AM，HCS220AM，HCS270AM，HCS300AMの場合

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4
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　　⑦PSW3を 3秒以上押します。（セグメントが点滅します。）
　　 ⑧PSW1またはPSW2を押して数値を設定し、PSW3を3秒以上押して数値を記憶させます。（セグメントが点灯）
           PSW2を 3秒押すか、30秒間放置すると 通常表示モード に戻ります。
　　 ⑨電気箱右上の「運転／停止」スイッチを「停止」にし、DSW1-3 を OFFします。 ⑨電気箱右上の「運転／停止」スイッチを「停止」にし、DSW1-3 を OFFします。⑨電気箱右上の「運転／停止」スイッチを「停止」にし、DSW1-3 を OFFします。
　　 （圧縮機強制停止を解除）
　　 ⑩「運転／停止」スイッチを「運転」にします。

3～15

←出荷時設定

〈標準設定値〉

（注）冷凍機運転中でも設定変更は可能です。

用　　途 庫内温度
（℃）

蒸発温度
（℃）

圧縮機ON 圧縮機OFF RSW
設定番号

－20～－18
－30

2～10

－5～2

－12～－8

－5 0.39
0.33
0.28
0.24
0.21
0.15
0.12
0.10
0.16

1
2
3
4
5
6
7
8
9

0.15
0.15
0.09
0.09
0.06
0.06
0.04
0.00

－10

－17

－30

－40

冷蔵庫
青果・日配他1
青果・日配他2
精肉・鮮魚・氷温1
精肉・鮮魚・氷温2
チルド食品1
チルド食品2

冷凍食品・アイス1
冷凍食品・アイス2

（MPa） （MPa）

－0.01

－0.06～0.99
－0.07～0.98

コード 表 示 内 容 設定範囲（MPa）

圧縮機ON値
圧縮機OFF値

設 定 手 順

⑶運転制御圧力の設定方法
　冷凍機の使用用途に合わせ、下記の手順で運転制御圧力の設定値を変更してください。

（A）自動設定：標準設定値を利用する場合A）自動設定：標準設定値を利用する場合）自動設定：標準設定値を利用する場合
　　運転制御圧力設定スイッチ（RSW）を使用目的に合わせて設定してください。下表の圧縮機ON値、圧圧縮機ON値、圧、圧圧

　    縮機OFF値、停止圧力値で運転制御をします。、停止圧力値で運転制御をします。

（B）手動設定：任意の圧力値で運転する場合
　　標準設定値以外の圧力値で運転する場合は、以下の手順で制御圧力値を設定してください。
　　①電気箱右上の「運転／停止」スイッチを「停止」にします。
　　 ② DSW1-3 を ONにします。
　　   （不用意に圧縮機がONしないように一旦強制停止しておきます。）
　　 ③ RSWを「0」に設定します。
　　 ④「運転／停止」スイッチを「運転」にします。
　　⑤PSW2を 3秒以上押します。（セグメントが点灯します。）
　　⑥PSW1または PSW2を押して、変更したい項目（ON、OFF）を表示させます。

（a）HCS30A，HCS37A，HCS45A，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合HCS30A，HCS37A，HCS45A，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合，HCS37A，HCS45A，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合HCS37A，HCS45A，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合，HCS45A，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合HCS45A，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合，HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合HCS55A，HCS75A，HCS90Aの場合，HCS75A，HCS90Aの場合HCS75A，HCS90Aの場合，HCS90Aの場合HCS90Aの場合の場合

（b）HCS120M，HCS150M，HCS195M，HCS210M，HCS270M，HCS300MHCS120M，HCS150M，HCS195M，HCS210M，HCS270M，HCS300M，HCS150M，HCS195M，HCS210M，HCS270M，HCS300MHCS150M，HCS195M，HCS210M，HCS270M，HCS300M，HCS195M，HCS210M，HCS270M，HCS300MHCS195M，HCS210M，HCS270M，HCS300M，HCS210M，HCS270M，HCS300MHCS210M，HCS270M，HCS300M，HCS270M，HCS300MHCS270M，HCS300M，HCS300MHCS300M
     HCS120AM，HCS150AM，HCS195AM，HCS220AM，HCS270AM，HCS300AMの場合

（A）自動設定：標準設定値を利用する場合A）自動設定：標準設定値を利用する場合）自動設定：標準設定値を利用する場合
　　運転制御圧力設定スイッチ（RSW）を使用目的に合わせて設定してください。下表のカットイン値、カッ

　トアウト値、停止圧力値で運転制御をします。
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HCS30A，HCS37A 1.7ℓ
HCS45A，HCS55A
HCS75A，HCS90A 3.5ℓ

HCS120M，HCS120AM
HCS150M，HCS150AM
HCS195M，HCS195AM
HCS210M，HCS220AM
HCS270M，HCS270AM
HCS300M，HCS300AM

各圧縮機

5ℓ

型　　式 配管 10m当りの油の補給量 備　　　　　　考
HCA30A，HCA37A
HCA45A，HCA55A
HCA75A，HCA90A

0.3ℓ/10m

1. 配管長は低圧機器までの片道で
　す。
2. あくまでも目安てあり、油面計
　で管理してください。

HCA120M，HCA120AM
HCA150M，HCA150AM 0.6ℓ/10m

HCA195M，HCA195AM
HCA210M，HCA220AM
HCA270M，HCA270AM
HCA300M，HCA300AM

1.0ℓ/10m
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ℓ
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液インジェクションの作動確認（マルチシリーズ）11

凝縮器

キャピラリチューブ

キャピラリチューブ

圧縮機

受液器

90℃　ON
60℃　OFF

液インジェクションサーミスター

サイトグラス

ストレーナー

電磁弁C

電磁弁D

B

A

液インジェクション制御が正常に作動していることを確認してください。
吐出ガス温度（圧縮機チャンバー温度）で液インジェクション制御をしています。
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運転状態

強制ON設定値

圧縮機ON設定値

圧縮機OFF設定値

吐出ガス圧力

吸入ガス圧力(冷凍機入口)

強制ON圧力の飽和温度

圧縮機ON圧力の飽和温度

圧縮機OFF圧力の飽和温度

吐出ガス温度(圧縮機チャンバー温度)

吸入ガス温度(冷凍機入口)

液冷媒温度(液出口)

外気温度(吸込温度)

圧縮機運転電流(S相)

吐出ガス過熱度

吸入ガス過熱度

電子膨張弁開度(パルス)

圧縮機起動遅延（設定時間）

圧縮機起動遅延（残時間）

リトライ制御理由

最新アラームコード

制御ソフトNo.

「00」(圧縮機正常運転中）を確認

　　　　　　　　－

用途に応じた設定値のこと

用途に応じた設定値のこと

正常な値か確認（高圧ゲージも点検)

正常な値か確認

表示されることを確認

表示されることを確認

表示されることを確認

通常110℃以下で過熱度15℃以上

18℃以下（冷蔵10℃前後、冷凍－15℃前後）

　　　　　　　　－

数値に異常がなく高すぎないこと

数値に異常がなく高すぎないこと

15℃以上

5～40℃（冷蔵10～20℃、冷凍20～30℃）

数値が表示されていること

表示されることを確認

　　　　　　　　－

　　　　　　　　－

　　　　　　　　－

表示されることを確認

センサー取付時

サーミスター取付時

サーミスター取付時

センサー取付時

サーミスター取付時

電子膨張弁搭載機

コード 内　　　　　容 デ ー タ の 点 検

DSW2-1 ON時

DSW2-1 ON時

・液インジェクションサーミスターが正常に温度を検知し、Ⓐ部のパイプ（キャピラリチューブ側）の温度が、液インジェクションサーミスターが正常に温度を検知し、Ⓐ部のパイプ（キャピラリチューブ側）の温度が、
通常 40℃以下（最高 50℃以下）のこと。

・圧縮機のチャンバー温度Ⓑ部が、通常 110℃以下（最高 120℃以下）のこと。圧縮機のチャンバー温度Ⓑ部が、通常 110℃以下（最高 120℃以下）のこと。
・吸入ガス温度が高すぎないこと。（18℃以下でかつスーパーヒートは 40℃以下のこと）吸入ガス温度が高すぎないこと。（18℃以下でかつスーパーヒートは 40℃以下のこと）
　●冷蔵用：吸入配管が冷たいか、霜が付いていること。
　●冷凍用：吸入配管に霜が付いていること。
・液配管でフラッシュガスが発生していないこと。（サイトグラスで確認してください）液配管でフラッシュガスが発生していないこと。（サイトグラスで確認してください）

（a）シングルシリーズ
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（b）マルチシリーズ
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11.13  引き渡し時の指導

11.14  保守点検のお願い
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（a）シングルシリーズ

名　　　　称 記　号 作　動　値
高圧遮断装置 63H 作動値 /解除値 3.00/2.30MPa（手動復帰）

電流センサー（圧縮機用） CT

HCS30A 35A
HCS37A 42.5A
HCS45A 60A
HCS55A 65A
HCS75A 70A
HCS90A 70A

吐出ガス過熱防止用サーミスター THM9 作動値 /解除値 110/75°C（自動復帰）

インターナルサーモスタット
（凝縮器用電動機に内蔵） 49FC

HCS30A，HCS37A
作動値 /解除値 130/83°C（自動復帰）
HCS45A，HCS55A，HCS75A，HCS90A
作動値 /解除値 135/65°C（自動復帰）

配線用遮断器（動力回路用） FFB

HCS30A 40A
HCS37A 50A
HCS45A 60A
HCS55A

75AHCS75A
HCS90A

ヒューズ（操作回路用） EFR1,S1,1̃4    5A

ヒューズ（凝縮器用電動機用） EF5,6

HCS30A
  5A

HCS37A
HCS45A

10A
HCS55A
HCS75A
HCS90A

高圧遮断装置（ファン全速用） 63F 作動値 /解除値 2.54/2.25MPa
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（2）マルチシリーズ
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（a）HCS15A，HCS20A場合

ｾｸ ﾒ゙ﾝﾄ
表示 作動保護装置 停止機器 原　　因 調　査　内　容 処置・対象

63（H）
高圧遮断装置 冷凍機

本体

熱交換器を
通る空気の量
が少ない

熱交換器に多量のほこり付着 洗浄・除去
熱交換器の吸入口または吹出口を
ふさいでいる 除去

逆風機の
回転数が低い

ファンスピードコントローラ故障 ﾌ ﾘ゚ﾝﾄ板上のﾃ ｨ゙ｯﾌ ｽ゚ｲｯﾁにて
応急運転（全速）
部品交換する

液温サーミスタ不良
高圧遮断装置（63Ｈ）の不良

過負荷状態
にある

熟交換器の吸込空気温度が高い 熱源・ショートサーキットの除去
低圧圧力が高い 規定内に調整

高圧側配管のつまり 始動バイパス用逆止弁の不良 交換

CT
電流センサ 冷凍機

本体

単相運転

電源ヒューズの溶断 ヒューズの交換
電源夕ーミナル類のねじゆるみ ねじを増し締め
圧縮機用電磁接触器（52Ｃ）の接点の
荒れ 接点交換

逆相運転
（圧縮機異常） 電源（圧縮機端子部）の相順チェック 相の入れ換え

始動負荷が
重い

始動バイパス部品（電磁弁、電器部品）
のチェツク 部品の交換

圧縮機
故障

軸受不良 油量、リキッドバック 油の追加または、膨張弁調節
絶縁不良 電動機の絶縁抵抗測定

THD
吐出ガス過熱
防止用
サーミスタ

冷凍機
本体

冷媒ガス不足 サイトグラスでのフッシュの有無 冷媒の追加封入

吸入ガス温度
が高い

始動バイパス電磁弁のもれ 電磁弁の交換
膨張弁のスーパーヒート 再調節
断熱材のはがれ 補修

液インジェクション
回路の不良

インジェクション用ストレーナつまり 清掃
インジェクション用キャピラリつまり 交換
インジェクション用電磁弁不良 交換
インジェクション用サーミスタ不良 交換

逆相防止
継電器

冷凍機
本体

電源の逆相
接続 「逆相運転防止について」の項を参照

－
49FC
ｲﾝﾀｰﾅﾙｻｰﾓｽﾀｯﾄ
（凝縮器用電動機に内蔵）

ファンモータ ファンロック
ファンヘの異物の混入 除去

ファンがシュラウドに当る ファンの位置調整

－ EF1，2
ヒューズ

冷凍機
本体 過電流 操作回路用ヒューズの溶断 調査・交換

－ PF1，2
ヒューズ

冷凍機
本体 過電流 動力回路用ヒューズの溶断 調査・交換
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電源逆相接続
電源欠相

高圧圧力
センサー異常

高圧圧力センサーの不良
コネクターの外れ、短絡

高圧圧力センサーが
断線または短絡した
状態を検出

冷凍機本体

警報ランプ データ 作 動 保 護 停止機器 原　　　因 処置 ・ 対策調　　査　　内　　容

冷凍機本体 交　　換

低圧圧力
センサー異常

低圧圧力センサーの不良
コネクターの外れ、短絡

低圧圧力センサーが
断線または短絡した
状態を検出

電流センサーが断線
または短絡した
状態を検出

冷凍機本体 交　　換

高圧遮断装置
（63H）

保護装置に
対応した
圧縮機

吐出ガス
過熱度不足

保護装置に
対応した
圧縮機

吐出ガス温度
サーミスター異常

吐出ガス温度
過熱

圧縮機
過電流防止

ブレーカー
FFB
ヒューズ
EFR1,S1
ヒューズ
EF1～4
ヒューズ
EF5,6
インターナルサーモスタット
49FC

保護装置に
対応した
圧縮機

圧縮機電流異常
保護装置に
対応した
圧縮機

保護装置に
対応した
圧縮機
（リトライ運転）

圧縮機を
一旦停止する
（リトライ運転）

熱交換器に多量のほこり付着

ファンスピードコントローラー故障
液温サーミスター不良
ファン制御用高圧遮断装置の不良

熱交換器の吸込口または吹出口をふさいで
いる

熱交換器を通る空気
の量が少ない

送風機の回転数が
低い

熱交換器の吸込空気温度が高い
低圧圧力が高い

油量、リキッドバック
絶縁抵抗測定
サイトグラスでのフラッシュの有無
起動バイパス電磁弁の漏れ
膨張弁のスーパーヒート
油の過封入（油分離器よりの戻りが多い）
断熱材のはがれ
冷媒封入量不足
インジェクション用ストレーナー詰り
インジェクション用キャピラリ詰り
インジェクション用電磁弁不良

動力回路の過電流、短絡

操作回路用ヒューズの溶断

操作回路用ヒューズの溶断

凝縮器用電動機用ヒューズの溶断

冷凍機本体

冷凍機本体

ファンモーター

ファンモーター

ファンモーター

過電流

過電流

過電流

過電流

ファンロック

調査

調査 ・ 交換

調査 ・ 交換

調査 ・ 交換

熱源・ショートサーキットの除去
規定内に調整する

油の追加または、膨張弁調整
調査交換

ファンへの異物の混入
ファンがシュラウドに当る

除去
ファンの位置調整

過負荷状態にある

プリント板上のコネ
クターにて応急運転
（全速）部品交換する

起動バイパス用逆止弁の不良 交換する高圧側冷媒配管のつまり

吸入ガス過熱度が少ない 規定内に調整するリキッドバック運転

始動負荷が重い

冷媒不足

吸入ガス温度が高い

液インジェクション
回路の不良

軸受不良
電動機の絶縁不良

圧縮機の
故障

インジェクション用電磁弁不良 交　　換

吐出ガス温度サーミスターの不良
コネクターの外れ、短絡

電流センサーの不良
コネクターの外れ、短絡

インジェクション用サーミスター接触不良
または不良

冷媒の追加封入
電磁弁の交換
再調節
油封入量点検
補修
冷媒の追加封入
清掃 ・ 交換
清掃 ・ 交換
交換
取り付け調整
または交換

・ 「39 圧縮機電流異常」の内容に準じる。
・ 運転は継続する。

交　　換

交　　換

起動バイパス部品（電磁弁、電気部品）の
チェック 部品の交換

液インジェクション
回路の不良

吐出ガス温度
サーミスターが断線
または短絡した
状態を検出

洗浄 ・ 除去する

除去する

逆　　相
欠　　相

「逆相運転防止について」（38ページ参照）の項を参照し、接続変え
三相間の電圧測定 正規接続

点
　
　
　
　
　
　
　
　

灯 

（
警
報
出
力
）

（b）HCS30A～ 90Aの場合
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（c）マルチシリーズ
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11.15  応急運転方法（マルチシリーズ）（マルチシリーズ）
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11.16  サービス方法
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12. 警報システムの設置について
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13. 高圧ガス施設などの明細

種　　　　　　　　　     　類

法   定  冷   凍   ト  ン （50/60Hz）
冷　　                                  媒

設  計  圧  力
高  圧  部 （MPa）
低  圧  部 （MPa）

高圧遮断装置の設定圧力（MPa）

圧　縮　機

凝　縮　器

受　液　器

溶　　　　栓

台　　　　　　数
型　　　　　　式
許容圧力（MPa）
台　　　　　　数
型　　　　　　式
許容圧力（MPa）
台　　　　　　数
型　　　　　　式
許容圧力（MPa）
口　　 径（mm）
溶解温度（℃）

　本製品は高圧ガス保安法に基づき、冷媒ガスの圧力を受ける部分の材料、圧力試験が実施されています。
　冷媒ガス圧力を受ける部分を交換または修理される場合は、資格（冷凍機器製造事業所）のある事業所に依
頼してください。
本製品の保守上の明細は次のとおりです。

HCS45A HCS55A HCS75A HCS90A

2.70/3.21 3.03/3.66 3.79/4.57 3.79/4.57
R404A(HFC)

3.0
1.7
3.0

2 2 2 3
FL600EL FL800EL FL1000EL FL1200ELU

3.0
1 1 1 1

1 1 1 1

多通路クロスフィン式
3.0

円筒式（RB2676－D）
3.0
5
72

種　　　　　　　　　     　類

法   定  冷   凍   ト  ン （50/60Hz）
冷　　                                  媒

設  計  圧  力
高  圧  部 （MPa）
低  圧  部 （MPa）

高圧遮断装置の設定圧力（MPa）

圧　縮　機

凝　縮　器

受　液　器

溶　　　　栓

台　　　　　　数
型　　　　　　式
許容圧力（MPa）

台　　　　　　数
型　　　　　　式
許容圧力（MPa）
台　　　　　　数
型　　　　　　式
許容圧力（MPa）

口　　 径（mm）
溶解温度（℃）

HCS120M
HCS120AM
5.85/7.05 7.32/8.82 9.51/11.46 10.96/13.23

R404A(HFC)
3.0
1.7
3.0

2 2 2 3
FL800EL FL1000EL FL800EL FL1000EL

3.0
－ 1

1 1 1 1

多通路クロスフィン式
3.0

円筒式（RB2676－G）

1.7
5
75

圧　縮　機
台　　　　　　数
型　　　　　　式
許容圧力（MPa）

アキュームレーター
台　　　　　　数
型　　　　　　式
許容圧力（MPa）

HCS150M
HCS150AM

HCS195M
HCS195AM

HCS210M
HCS220AM

－
－
2

－
－
－
2

L1000EL
3.0
3

－
－
－
3

円筒式（RB2676－H）
3.0

円筒式（AB2676－J） 円筒式（AB2676－K）
1 1 1 1

据え付けの際には、現地で冷媒配管を施工した設備は配管部分の気密試験を許容圧力で実施してください。
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種　　　　　　　　　     　類

法   定  冷   凍   ト  ン （50/60Hz）
冷　　                                  媒

設  計  圧  力
高  圧  部 （MPa）
低  圧  部 （MPa）

高圧遮断装置の設定圧力（MPa）

圧　縮　機

凝　縮　器

受　液　器

溶　　　　栓

台　　　　　　数
型　　　　　　式
許容圧力（MPa）

台　　　　　　数
型　　　　　　式
許容圧力（MPa）
台　　　　　　数
型　　　　　　式
許容圧力（MPa）

口　　 径（mm）
溶解温度（℃）

HCS270M
HCS270AM
13.64/16.46

R404A(HFC)
3.0
1.7
3.0

2 4
FL800EL FL1000EL

2

2 2

多通路クロスフィン式
3.0

円筒式（RB2676－G）

1.7
5
75

圧　縮　機
台　　　　　　数
型　　　　　　式
許容圧力（MPa）

アキュームレーター
台　　　　　　数
型　　　　　　式
許容圧力（MPa）

HCS300M
HCS300AM

L1001EL
3.0
3

－
－
－
3

円筒式（AB2676）
1 1

15.16/18.28

3.0

3.0

据え付けの際には、現地で冷媒配管を施工した設備は配管部分の気密試験を許容圧力で実施してください。
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14. コンデンシングユニットの保証条件
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15. ホットガス配管取出要領（マルチシリーズ）

①

②

① ①
①

②
②②

① ①

②

①

②②
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参　考　資　料
1.  運転データ記入シート
（a）シングルシリーズ

TEL

用途・系統
試運転年月日
故障年月日

･･････異常停止時の制御基板セグメント点滅をのぞき窓から確認
＜制御基板セグメント＞

コード表示：

データ表示：

アラーム理由：（　　　　　　　　　　　　　　　 ）

制御基板PSW3を3秒押して点検モードにする。 （△） （▽）で各コード毎のデータを確認

故障状況
製造年月

点検日
点検者
点検者連絡先
TEL
FAX

納入先
住　所
冷凍機型式
冷凍機製番

交互点滅

コード表示 表示内容 単位 時刻毎のデータ表示 備考・MEMO(  :  ) (  :  ) (  :  ) (  :  ) (  :  )
圧縮機運転状態

圧縮機强制ON値强制ON値制ON値

圧縮機ON値

吐出ガス圧力

圧縮機强制ON飽和温度强制ON飽和温度制ON飽和温度

吸入ガス圧力入ガス圧力

圧縮機ON飽和温度

圧縮機OFF飽和温度

吐出ガス温度

吸入ガス温度入ガス温度

液冷媒温度冷媒温度

外気温度気温度

圧縮機運転電流

吐出ガス過熱度

吸入ガス過熱度入ガス過熱度

電子膨張弁開度

圧縮機起動遅延（設定）

圧縮機起動遅延（残時間）

リトライ制御理由

最新アラームコード

制御ソフトNo．

液冷媒フラッシュ（サイトグラス確認）冷媒フラッシュ（サイトグラス確認）

圧縮機OFF値

圧縮機油面・色

有・無 有・無 有・無 有・無 有・無

○（　） ○（　） ○（　） ○（　） ○（　）（無色・簿茶・濃茶・黑）黑））

DSW2-1 ON時

オプション

DSW2-1 ON時

オプション

オプション

オプション

オプション

搭戴機のみ

－

MPa

MPa

MPa

MPa

MPa

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

℃

ﾊﾟﾙｽ

秒

秒

－

－

－
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（b）マルチシリーズ
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2.  R
404A

モ
リ
エ
ル
線
図



191

3.  R404A飽和温度と飽和圧力表
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項目（単位）
製品形式

ア ン カ ボ ル ト 本 数
ア ン カ ボ ル ト 径
ア ン カ ボ ル ト 種 類
必 要 ス ラ ブ 厚 さ
埋 込 長 さ

d

L

－
mm
－
mm
mm

HCS15A HCS22A HCS30A HCS37A HCS45A HCS55A HCS75A HCS90A

4
12

箱抜式LA形
180
128

1.  アンカボルト選定
(a) シングルシリーズ

項目（単位） 製品形式

設 　 置 　 階（ 仮 定 ）
設 計 用 水 平 震 度
設 計 用 垂 直 震 度
製 品 質 量（ 運 転 質 量 ）
重 心 高 さ
ボ ルト～ 重 心 間 距 離
ア ン カ ボ ルト間 距 離
ア ン カ ボ ル ト 本 数
アンカボルト片側 本数
ア ン カ ボ ルト断 面 積

アンカボルト
引 抜 荷 重

せん断応力

計 算 値
許 容 値
計 算 値
許 容 値
計 算 値
許 容 値引 張 応 力

KH
KV
W
hG
VG
V1
no
nt
A
Rb
Ta
τ
fs
σ
ft
fts

－
－
－
kg
cm
cm
cm
－
－
cm2

kN
kN

kN/cm2

kN/cm2

kN/cm2

kN/cm2

kN/cm2

－

HCS15A HCS22A HCS30A HCS37A HCS45A HCS55A HCS75A HCS90A

屋上・塔屋及び最上階
1.0
0.5

1.13

4.71

13.23

17.64

合　　格

102

0.40

0.22

0.35

24.34

36.3
15.7
35.5

178 182 246

0.67

0.53

0.59

59.0
33.5
76.0

26.0
53.0

44.5 44.0
248 250 270

0.74

0.58

0.65

23.76

判
　
　
　
　

定

判　定　結　果

4
1 2

0.52

0.39

0.46

0.68

0.54

0.60

24.08 24.06 23.84 23.83

2.  検討計算（設計用震度は局部震度法による）

4.  防振設計参考資料

項目（単位）
製品形式

ア ン カ ボ ル ト 本 数
ア ン カ ボ ル ト 径
ア ン カ ボ ル ト 種 類
必 要 ス ラ ブ 厚 さ
埋 込 長 さ

d

L

－
mm
－
mm
mm

HCS120M
HCS120AM

HCS150M
HCS150AM

HCS195M
HCS195AM

HCS210M
HCS220AM

HCS270M
HCS270AM

HCS300M
HCS300AM

12
箱抜式LA形
180
128

6 8

(b) マルチシリーズ

(a)  シングルシリーズ
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3.  特記項目

項目（単位）
製品形式

設 　 置 　 階 （ 仮 定 ）
設 計 用 水 平 震 度
設 計 用 垂 直 震 度
製 品 質 量（ 運 転 質 量 ）
重 心 高 さ
ボ ル ト ～ 重 心 間 距 離
ア ン カ ボ ル ト 間 距 離
ア ン カ ボ ル ト 本 数
ア ン カ ボ ル ト 片 側 本 数
ア ン カ ボ ル ト 断 面 積

アンカボルト引
抜 荷 重

せ ん 断 応 力

計 算 値
許 容 値
計 算 値
許 容 値
計 算 値
許 容 値引 張 応 力

KH
KV
W
hG
VG
V1
no
nt
A
Rb
Ta
τ
fs
σ
ft
fts

－
－
－
kg
cm
cm
cm
－
－
cm2

kN
kN

kN/cm2

kN/cm2

kN/cm2

kN/cm2

kN/cm2

－

HCS120M
HCS120AM

HCS150M
HCS150AM

HCS195M
HCS195AM

HCS210M
HCS210AM

HCS270M
HCS270AM

HCS300M
HCS300AM

屋上・塔屋及び最上階
1.0
0.5

1.13

4.71

13.23

17.64

合　　格

585

1.06

0.85

0.94

23.34

595

1.08

0.86

0.96

23.32

887 902 960

1.43

1.04

1.27

59.0
33.5

62.0
31.5

980

判
　
　
　
　

定

判　定　結　果

8
4

76.0

3
6

1.21

0.96

1.07

1.23

0.98

1.09

1.46

1.06

1.29

23.16 23.13 23.03 23.00

(b) マルチシリーズ
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5.  振動値一覧

型式 運転質量
（kg）

振動数
（Hz）

振幅
（μ）

HCS15A 102

48.0/57.8

1～3

HCS22A 102
HCS30A 178
HCS37A 182
HCS45A 270
HCS55A 272
HCS75A 274
HCS90A 302
HCS120M 585

3～5

HCS150M 595
HCS195M 887
HCS210M 902
HCS270M 1050
HCS300M 1070
HCS120AM 585
HCS150AM 595
HCS195AM 887
HCS220AM 902
HCS270AM 1050
HCS300AM 1070
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